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キーワード：土砂災害対策事業、ニーズ調査、砂防研究報告会 

 

本資料は、砂防事業等の土砂災害対策事業現場におけるニーズの把握を目的として、第23回砂

防研究報告会の概要および平成 21 年度に実施された全国各地における砂防関係調査の概要を取

りまとめたものである。 

This report presents outlines of the 23th Sabo Research Conference and of sabo related studies in all nations 
and regions during JFY2009 in order to clarify the needs of organizations implementing sediment-related 
disaster prevention measures. 

Key Words: sediment-related disaster prevention measures, needs research, 
23th Sabo Research Conference 

Synopsis 



 

 



まえがき 
 
 我が国では、年平均約 1,000 件に及ぶ土砂災害の発生により数多くの人命や財産が失わ

れている。このため、砂防えん堤、がけ崩れ防止施設等の土砂災害防止施設の整備が進め

られているが、その整備率はまだ 2 割程度であり、今後とも施設整備を進めていく必要が

ある。一方で、ソフト対策による土砂災害の被害の軽減が重要となっている。また、砂防

事業においては多様な自然環境の保全や創出が望まれているところである。 
 全国で実施されている土砂災害対策事業では、地域の自然特性や社会条件に応じて、多

様な工法・手法を用いた事業が実施されるとともに、新工法の適用等の新たな取り組みに

より、効率的かつ適切な事業の推進が試みられている。 
 効率的かつ適切な土砂災害対策事業の実施のためには、国土交通省河川局砂防部、砂防

関係研究機関、地方整備局、直轄砂防事務所、都道府県砂防所管課等が、それぞれで抱え

る問題やその解決方策、新たな調査手法や新技術・新工法等について、幅広く議論し情報

を共有化するとともに、現在事業実施上懸案となっている課題を、関係技術者とディス 
カッションすることにより、問題点を抽出しその解決策を検討することが重要である。 
 本資料は、このような背景から平成 22 年 10 月に開催された「第 23 回砂防研究報告会」

の概要及び国土交通省の砂防事業担当事務所、地方自治体の砂防所管課等が平成 21 年に実

施した調査概要を取りまとめたものである。 
 本資料の「平成 21 年度に実施された砂防関係調査の概要」は国土交通省の砂防事業担当

事務所、地方自治体の砂防所管課等に作成をご協力頂いた。関係諸氏に御礼を申しあげま

す。 
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第23回（平成22年度）砂防研究報告会 実施日程 

 

日 時  ： 平成22年10月5日(火)13:00～17:15，6日(水)9:00～15:00 

開催場所 ： 砂防会館 別館3階 

主 催  ： 国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 

      （独）土木研究所 土砂管理研究グループ 

協 力  ： 社団法人 全国治水砂防協会 

 

●第１日目 10月5日（火）13:00～17:15 

 

13:00～13:05 開会の挨拶 

国土交通省 国土技術政策総合研究所 

危機管理技術研究センター長          山下 勝   

 

13:05～13:55 講  話 

国土交通省 砂防部 砂防計画課長           南 哲行  

 

13:55～14:10 砂防調査研究の概要と国土技術政策総合研究所危機管理技術研究センター 

砂防研究室の研究について 

  国土交通省 国土技術政策総合研究所 

危機管理技術研究センター 砂防研究室長    小山内 信智 

    

14:10～14:40 独立行政法人土木研究所土砂管理研究グループの研究について 

          独立行政法人 土木研究所 土砂管理研究グループ 

                火山・土石流チーム上席研究員      石塚 忠範  

          独立行政法人 土木研究所 土砂管理研究グループ 

                地すべりチーム上席研究員        武士 俊也  

          独立行政法人 土木研究所 土砂管理研究グループ 

                雪崩・地すべり研究センター所長     野呂 智之  

 

14:40～14:50 分科会討論趣旨説明 

危機管理技術研究センター 砂防研究室 主任研究官   水野 正樹  

 

14:50～15:00 休  憩 

 

15:00～17:15 分科会討論 

第1分科会（本館中2F特別） 山地流域における流砂の把握と砂防設備による土砂

移動制御の検証について 

第2分科会（別館３Ｆ六甲） 大規模土砂災害に対する危機管理について 

第3分科会（別館３Ｆ霧島） 土砂災害の警戒避難等における技術的課題について 

第4分科会（別館３Ｆ立山） 砂防事業実施の際の技術的な課題について 
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●第２日目 10月6日（水）9:00～15:00 

 

 9:00～11:00  分科会討論 

 

11:00～12:00  特別講演 （別館３Ｆ穂高） 

        「将来の土砂災害と土砂資源の活用」 

京都大学防災研究所 教授            藤田 正治  

 

12:00～13:00  昼食 

 

13:00～13:45  平成21年度の砂防調査の紹介（15分×3課題） 

 

１．「平成21年7月21日山口防府豪雨災害の土石流堆積物を活用した 

ソイルセメント砂防堰堤について」 

    中国地方整備局 山口河川国道事務所 

         河川管理課 河川管理係長             竹﨑 伸司   

 

   ２．「六甲山系警戒避難システム技術検証業務」 

    中部地方整備局 河川計画課 課長補佐 

     前 近畿地方整備局 六甲砂防事務所 調査・品質確保課長   星野 久史   

 

   ３．「深層崩壊に関する調査の経緯と現状」 

     独立行政法人 土木研究所 土砂管理研究グループ 

火山・土石流チーム 主任研究員          内田 太郎   

 

 

13:45～14:30  分科会討論結果報告および質疑（10分×4課題） 

        （各座長より分科会討議結果の報告） 

 

14:30～14:50  講 評 

     国土交通省 砂防部 保全課 保全調整官               浦 真 

 

14:50～15:00  閉会の挨拶 

  独立行政法人 土木研究所 土砂管理研究グループ長        原 義文 
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第23回（平成22年度）砂防研究報告会 分科会趣旨 

 
 

第１分科会  （会場：本館中２Ｆ 特別） 

課題名：山地流域における流砂の把握と砂防設備による土砂移動制御の検証について 
趣旨：  

○ 渓流・河川・ダム貯水池における土砂の堆積や侵食、海岸線の後退といった地形の変化に

伴って、流下能力の低下や構造物の基礎の損傷、治水容量の低下、越波といった問題が生じ

ています。このような問題は稀に起こる大出水時に運搬される土砂だけでなく、頻繁に起こ

る中小出水時に運搬される土砂によって引き起こされていると考えられています。 
○ このような問題を解消するために、「総合的な土砂管理計画策定手法」の開発と実施に活

用できるよう、「人為的インパクトと物理環境、生物・生態環境の受ける影響（レスポンス）

の関係を推測する技術」と、「問題を緩和するために講じられる対策の効果と副次的に生じ

る影響の程度を検証するためのデータベース」の構築を図るとともに、砂防設備による土砂

移動の制御効果の実態を計測しデータベースとして取りまとめることを目的として、国土技

術研究会指定課題「山地流域における流砂の把握と砂防設備による土砂移動制御の検証」を

平成19年度から平成22年度までの予定で実施しています。 
○ 平成20年度後半より平成21年度にかけて、山地流域を担当する砂防では、総合的な土砂

管理を行う上で重要となる流砂量データの蓄積を目的として、水位・掃流砂量・浮遊砂量  

（ｳｫｯｼｭﾛｰﾄﾞ含む）の計測機器を配置して、観測を始めています。 
○ 本分科会では、総合的な土砂管理を推進する上での行政的な課題や技術的な課題、水位・

掃流砂量・浮遊砂量（ｳｫｯｼｭﾛｰﾄﾞ含む）のデータの蓄積に関する行政的な課題や技術的な課

題を取りまとめます。 
 
 

第２分科会  （会場：別館３Ｆ 六甲） 

課題名：大規模土砂災害に対する危機管理について 
趣旨：  

○ 大規模な土砂災害が切迫している場合、ひとたび発生すると広範囲に多大な被害が及ぶお

それがあると共に、時々刻々と状況が変化し、リスクの把握に技術力が必要です。 
○ 大規模な土砂災害が切迫している状況においては、効率的で迅速に対応し、市町村が適切

に住民の避難指示の判断等を行えるよう、被害の想定される区域・時期の情報を提供する必

要があります。 
○ そこで本分科会では、大規模土砂災害として、①新潟県中越地震や岩手・宮城内陸地震の

ように地震によって広域的に様々な土砂移動現象が発生する場合、②集中豪雨により斜面崩

壊・土石流が集中的に発生する場合、③火山噴火に伴う土石流が発生する場合、④鶴岡市七

五三掛地すべりのような大規模地すべりを対象とし、危機管理対応時の迅速な行動に繋げる

ことを目的として、これら大規模土砂災害に直面した際の迅速な対応手法や技術的課題・解

決策に関する事例紹介を交えた討論を行います。 
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第３分科会  （会場：別館３Ｆ 霧島） 

課題名：土砂災害の警戒避難等における技術的課題について 
趣旨： 

○ 土砂災害被害を減少させるには適切な避難行動により早めに避難することが重要です。 
○ 土砂災害警戒情報が平成 20 年から全国で運用され、その精度と課題が明らかになりつつ

あります。また、平成12年に土砂災害防止法が公布されてから10年経ち、土砂災害警戒区

域等の指定が進捗してきています。 
○ 適切な避難行動のためには、土砂災害危険箇所や警戒区域の位置を周知し、簡単に作れる

土砂災害ハザードマップ（手作りハザードマップ）を避難単位ごとに作成することが重要で

す。そして、適切な避難行動を起こすためには地域の自主防災組織の立ち上げと日頃からの

訓練が重要で、土砂災害・全国統一防災訓練などを通じて地域防災力の向上を図る必要があ

ります。 
○ 本分科会では、土砂災害警戒情報等による警戒避難体制の確立における、各地の先進的な

取組みの情報を共有しつつ、技術的な課題やその対応方策について議論します。 
 
 

第４分科会  （会場：別館３Ｆ 立山） 

課題名：砂防事業実施の際の技術的な課題について 
趣旨： 

○ 砂防事業においては、砂防事業計画の検討、取水口等の兼用工作物対応や魚道の堆砂対策

等の地元意向の実現、施工業者の技術評価や砂防工事の品質確保など、様々な場面において

技術的な課題が生じています。 
○ また、砂防事業において、コンクリート等を用いた構造物による対策が実施されるように

なってからおよそ130年が経過し、これまでに全国各地に砂防、地すべり対策、急傾斜地崩

壊対策にかかるそれぞれの施設が数多く築造されている。そして、これらの施設は、適切な

維持管理を行う必要があります。 
○ 本分科会では、砂防堰堤の維持管理における課題と対応について、各地の先進的な取組み

の情報を共有しつつ、技術的な課題やその対応方策について議論します。 
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　　　　　　平成２２年度　国土交通省・内閣府等参加者名簿

№ 氏名 所属・役職 分科会
1 判田　乾一 河川局砂防部砂防計画課 企画専門官 1
2 越智　英人 河川局砂防部砂防計画課 課長補佐 3
3 吉村　元吾 河川局砂防部砂防計画課 課長補佐 2
4 安達　孝実 河川局砂防部保全課 総合土砂企画官 1
5 佐藤　保之 河川局砂防部保全課 企画専門官 2
6 中谷　洋明 河川局砂防部保全課 課長補佐 4
7 林　孝標 河川局砂防部保全課 課長補佐 4
8 山口　昌志 北海道開発局建設部河川計画課計画第三係 係長 1
9 坂田　昌彦 北海道開発局旭川開発建設部旭川河川事務所第二工務課砂防建設係 係長 4
10 今村　仁紀 北海道開発局札幌開発建設部河川計画課 開発専門職 3
11 山中　誠也 北海道開発局札幌開発建設部河川工事課 開発専門職 4
12 谷口　清 北海道開発局室蘭開発建設部治水課 海岸砂防専門官 2
13 岩田　清德 北海道開発局室蘭開発建設部治水課 開発専門職 1
14 吉川　契太郎 北海道開発局帯広開発建設部治水課砂防係 係長 1
15 三浦　克真 北海道開発局帯広開発建設部治水課 砂防専門官 2
16 小竹　利明 東北地方整備局河川部 建設専門官 2
17 三浦　俊明 東北地方整備局河川部河川計画課総合土砂災害対策係 係長 1
18 藤原　裕 東北地方整備局河川部地域河川課 建設専門官 2
19 平舘　淳一 東北地方整備局河川部地域河川課整備第二係 係長 3
20 櫻田　勉 東北地方整備局岩手河川国道事務所 建設監督官 1
21 今田　正行 東北地方整備局新庄河川事務所銅山川砂防出張所 出張所長 4
22 黒沼　俊一 東北地方整備局新庄河川事務所工務第二課 建設専門官 2
23 佐藤　要 東北地方整備局福島河川国道事務所調査第一課 課長 1
24 熊澤　至朗 関東地方整備局河川部河川計画課 課長補佐 ①
25 杉田　毅 関東地方整備局河川部河川工事課 4
26 笠原　治夫 関東地方整備局渡良瀬川河川事務所砂防調査課 課長 2
27 岡部　勉 関東地方整備局日光砂防事務所調査・品質確保課 専門員 2
28 齋藤　一裕 関東地方整備局日光砂防事務所調査・品質確保課 専門調査員 1
29 杉江　友介 関東地方整備局富士川砂防事務所調査・品質確保課 課長 2
30 大浦　二朗 関東地方整備局利根川水系砂防事務所調査・品質確保課 建設専門官 2
31 浅井　誠二 北陸地方整備局河川部 建設専門官 ④
32 岡嶋　康子 北陸地方整備局河川部地域河川課整備第二係 係長 3
33 村元　陽介 北陸地方整備局河川部河川計画課調査第二係 1
34 境　和宏 北陸地方整備局松本砂防事務所調査課調査係 係長 2
35 古瀬　修 北陸地方整備局松本砂防事務所工務課設計係 係長 4
36 梅田　ハルミ 北陸地方整備局湯沢砂防事務所調査課 専門員 2
37 工藤　裕之 北陸地方整備局立山砂防事務所調査・品質確保課調査係 係長　　 1
38 餅田　大輔 北陸地方整備局金沢河川国道事務所流域対策課流域対策係 係長 2
39 川合　康之 北陸地方整備局神通川水系砂防事務所調査・品質確保課火山対策係 係長 4
40 中川　充雄 北陸地方整備局黒部河川事務所調査・品質確保課調査第二係 係長 1
41 木伏　重男 北陸地方整備局飯豊山系砂防事務所調査・品質確保課調査係 係長 1
42 若杉　康夫 北陸地方整備局飯豊山系砂防事務所工務課設計係 4
43 帆苅　正敏 北陸地方整備局阿賀野川河川事務所調査・品質確保課水防企画係 係長 3
44 星野　久史 中部地方整備局河川部河川計画課 課長補佐 4
45 生駒　和昭 中部地方整備局河川部河川計画課総合土砂災害対策係 係員 1
46 岡本　明 中部地方整備局天竜川上流河川事務所砂防調査課調査係 係長 4
47 吉川　敦師 中部地方整備局多治見砂防国道事務所砂防調査課調査係 係長 2
48 笠井　良彦 中部地方整備局越美山系砂防事務所調査・品質確保課調査係 係長 1
49 北村　保 中部地方整備局越美山系砂防事務所工務課工務係 係長 2
50 菊池　秀之 中部地方整備局沼津河川国道事務所 建設専門官 2
51 程谷　浩成 中部地方整備局富士砂防事務所地すべり対策課地すべり対策係 係長 4

参加者数：１０１名
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№ 氏名 所属・役職 分科会
52 藤原　克哉 近畿地方整備局河川部 建設専門官 3
53 今村　可奈子 近畿地方整備局河川部河川計画課総合土砂災害対策係 係員 1
54 木下　篤彦 近畿地方整備局六甲砂防事務所調査・品質確保課 課長 4
55 河野　貴司 近畿地方整備局六甲砂防事務所調査・品質確保課調査係 係長 1
56 横林　直樹 中国地方整備局河川部 建設専門官 ③
57 河村　昭 中国地方整備局倉吉河川国道事務所調査設計第一課設計係 係長 1
58 高橋　広行 中国地方整備局日野川河川事務所工務課砂防係 係長 4
59 松下　一樹 中国地方整備局太田川河川事務所調査設計第二課 課長 2
60 竹﨑　伸司 中国地方整備局山口河川国道事務所河川管理課河川管理係 係長 3
61 三宅　和志 四国地方整備局河川部河川計画課 課長補佐 2
62 渡辺　雄二 四国地方整備局河川部河川計画課調査第二係 係長 1
63 長尾　貴史 四国地方整備局河川部地域河川課整備係 係長 3
64 山崎　隆幸 四国地方整備局四国山地砂防事務所工務課工務係 係長 4
65 藤本　章次 四国地方整備局四国山地砂防事務所調査・品質確保課砂防調査係 係長 2
66 瀧口　茂隆 九州地方整備局河川部 建設専門官 ②
67 松永　邦彦 九州地方整備局河川部河川計画課総合土砂災害対策係 2
68 安仁屋　勉 内閣府沖縄総合事務局開発建設部 水資源開発調整官 3
69 山下　勝 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究センター センター長 フリー
70 西　真佐人 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究センター 土砂災害研究官 フリー
71 小山内　信智 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究Ｃ砂防研究室 室長 フリー
72 冨田　陽子 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究Ｃ砂防研究室 主任研究官 3
73 水野　正樹 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究Ｃ砂防研究室 主任研究官 3
74 水野　秀明 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究Ｃ砂防研究室 主任研究官 1
75 桂　真也 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究Ｃ砂防研究室 研究員 3
76 鈴木　拓郎 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究Ｃ砂防研究室 研究員 1
77 林　真一郎 国土技術政策総合研究所危機管理技術研究Ｃ砂防研究室 研究員 3
78 原　義文 （独）土木研究所土砂管理研究グループ グループ長 フリー
79 石塚　忠範 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 上席研究員 フリー
80 山越　隆雄 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 主任研究員 4
81 内田　太郎 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 主任研究員 2
82 武澤　永純 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 研究員 4
83 清水　武志 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 研究員 2
84 秋山　浩一 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 交流研究員 3
85 木佐　洋志 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 交流研究員 2
86 中野　陽子 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 交流研究員 4
87 西口　幸希 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 交流研究員 3
88 横山　修 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 交流研究員 2
89 吉野　弘祐 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ火山・土石流チーム 交流研究員 2
90 武士　俊也 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 上席研究員 フリー
91 千田　容嗣 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 総括主任研究員 フリー
92 石田　孝司 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 主任研究員 2
93 杉本　宏之 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 主任研究員 3
94 阿部　大志 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 研究員 4
95 本間　宏樹 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 交流研究員 3
96 宇都　忠和 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 交流研究員 2
97 田端　裕司 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 交流研究員 4
98 中野　亮 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ地すべりチーム 交流研究員 4
99 野呂　智之 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ雪崩・地すべり研究センター 所長 フリー
100 丸山　清輝 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ雪崩・地すべり研究Ｃ 総括主任研究員 4
101 中村　明 （独）土木研究所土砂管理研究Ｇ雪崩・地すべり研究Ｃ 交流研究員 4
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№ 氏名 所属・役職 分科会

1 森本　大志 宮城県土木部防災砂防課 技師 3

2 小椋　圭一 福島県土木部砂防課 副主査 2

3 阿部　良 茨城県土木部河川課ダム砂防室砂防Ｇ 4

4 濵田　健児 千葉県県土整備部河川整備課海岸砂防室 4

5 末安　正英 神奈川県県土整備局河川下水道部砂防海岸課 技師 3

6 藤森　克也 山梨県県土整備部砂防課 課長補佐 3
7 笹尾　郁子 新潟県土木部砂防課 主任 3

8 椛田　秀平 石川県土木部砂防課 専門員 3

9 渥美　晃岳 静岡県交通基盤部河川砂防局砂防課土砂災害対策班 主任 3

10 鈴木　克成 愛知県建設部砂防課企画・砂防グループ 主査 3

11 作田　敦 三重県県土整備部河川・砂防室 主幹 3

12 筒井　一成 滋賀県土木交通部砂防課 主査 4

13 小谷　昇二 大阪府都市整備部河川室ダム砂防課 主査 4

14 芝本　芳生 兵庫県県土整備部土木局砂防課砂防係 4

15 入口　和明 奈良県土木部砂防課 課長補佐

16 松葉　信征 岡山県土木部 防災砂防課 技師 4

17 白石　政志 愛媛県土木部河川港湾局砂防課急傾斜係 係長 3

18 犬塚　尚秀 福岡県県土整備部砂防課 主任技師 3

19 白濱　政彰 佐賀県県土づくり本部河川砂防課 砂防担当主査 3

20 帆足　英利 大分県土木建築部砂防課管理・企画調査班 主任 3

21 西濱　繁樹 鹿児島県土木部砂防課傾斜地保全係 技術主査 2

平成２２年度　都道府県　参加者名簿
参加者数：２１名
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「講 話」 

国土交通省砂防部砂防計画課長 

南 哲行  

 

1.はじめに 

 砂防計画課長の南でございます。先ほど山下センター長からお話がありましたように、

この会というのは非常に伝統的というのですか、成果もどんどん上がってきた会だと思っ

ております。昔はつくばへわれわれが行って、土木研究所がつくばへ行ったことでつくば

とは一体何なのだということを知ってもらおうということでつくば会議という名前でやっ

たようでありますが、あの頃はつくばへ行くのが楽しみで楽しみで、われわれは心してと

いうのですか、楽しみにしながら、また、皆さん全国の人と事情は違うけれども「砂防」

という名前で一つに集まって議論ができたということで非常に有意義だったと思っていま

す。 

 時代は変わってきました。だから、砂防も、後で話をしようと思うのですが、色々な幅

が広くなってきて、砂防とは一体何なのでしょうというぐらい広くなってきたのですが、

だからこそ、こういう会議でいろいろな議論をしていったらいいと思っております。 

 今日も実は朝、河川局の課長会議があって、交付金の話を 30 分ほど議論してきたのです

が、色々な考え方があるなと思いながら聞いていたり、また、自分の意見も話をしていた

のですが、そういうことで一つのテーマで色々な素地が違う、色々な経験が違う、そうい

う人たちが一つの物事に対して色々な角度から議論をしていくということで、こちらから

見ると丸いけれども、こちらから見ると四角く見えたりする。そういうもので、結局、こ

ういうコップの形でしたというのが分かるような感じが今日も朝からしておりました。そ

ういう意味で、今日はぜひ貴重な二日間として、自分の意見、それから、言うばかりでな

くて聞いて、聞くばかりでなくて考えて、言って、聞いて、考えてというのを繰り返しな

がら、これは結局はこんな形でしたというのが分かるようになっていただければ、非常に

今日の会議が有意義だと思います。 

 入口の所でいらない話をしましたが、まず初めに砂防部の職員みんなが、今日お集まり

の皆さんに非常にご苦労をかけ、そして頑張っていただいているということに関しまして

感謝しておりますということを、冒頭、伝えさせていただきたいと思います。特に警戒避

難とか災害の調査・対策、それから、ついこの間あったのが予備費、今、作業していただ

いているのは多分補正だと思っていますが、そういうものが矢継ぎ早にどんどん来る。そ

んな中で具体に手足を使って、目を使って、腕を使って、そして現場で実際に行っていく

という皆さんの方のご苦労につきましては、砂防部の職員一人一人全員が認識して感謝し

ているということをここで伝えておきたいと思っておりますというか、正直に伝えさせて

いただきます。どうかよろしくお願いしますということです。 

 

2.砂防とは何か 

 さて、「講話」と書かれて、「講話」と辞書で調べたら、何かためになる話をしろという

ことが書いてありました。ためになる話というのはどんなことかというのは別にしまして、

マイナスにならない話をどうすればいいかというふうに今日は思って、この場に立ってお
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ります。 

 私は、この道に入って今年でいつの間にか 34 年がたちました。以前は白髪もなく、山も

歩いていたのですが、今は動くのは口だけになってきて甚だ何か迷惑をかけているなと 

思っておりますが、その中で、私はいろいろな所で同じことを言ってしまっているのです

が、いまだに砂防とは何かというのをずっと思ってきております。 

 まず、四国の吉野川砂防に当時に入って、阿波池田にある事務所に行って、そこで寮に

入ったのです。私以外の人は大体四国出身の人なので、みんな土日に居なくなる。土曜日

の昼から居なくなるのです。あの頃はまだ週休二日では無くて土曜日は半ドンだったので

す。土曜日の午後から誰も居なくなってガラーンとした所で「暇じゃのう。どうしようか

な」と思っているうちに「しゃあない。中古車を買おう」ということで中古車を 30 万円で

買って、それでとにかく行こうと。 

 しかし、観光だけではつまらないということで、この吉野川には曽江谷とか色々あるし、

当時は早明浦ダム上流の濁水問題を砂防で何とかできないかという話があって、「じゃあ、

表面の土砂の動きを止めれば濁水にも効くはずだ。濁水の細粒分を砂防堰堤で止めるのは

全く無理だ。しかしながら、表面浸食を抑えれば、あるいは、河床の中にたまっている土

砂の動きを固定してやれば、巻き上げとか、そういうものを固定してやれば濁水はある程

度軽減できるはずだということを感じまして、では、一遍そういう目で、土日暇だから 

行ってみようと言って行っていました。そうこうしているうちに、では、これを砂防工事

でやるというふうになってくると、「砂防って一体何なのだ」というふうな感じもしてきま

した。 

 あの頃は割とおおらかな時期なので、川の中で、ブルドーザーで、砂防堰堤が既に 4基

ほど入っている所の上でブルで河床をかき回して、下で濁度を測って、1基目、2 基目、3

基目、4基目とか言っていて、それでブルでかき回して、下で濁度を測ったりして、4基 

あったら、「ああ、効く、効く」とか言って喜んでいたのですが、当たり前ですね。4基も

あったら沈殿してしまうので、その間に流れも、巻き上げたものもたまっていくので効く

のは当たり前なのです。それでも、「効く、効く」とか言って喜んで、整備局の研究発表会

に出したりしていました。 

 今はそういう事を多分やらせてもらえないか、やっている暇がないのか、あるいは、そ

ういうのよりもっと何か違う忙しさでおられるのかもしれないですが、せっかくだからそ

ういう事務所にいる間は、そういう場所が自分である程度使えるのだと思って、実証的に

やってみる。実証したことを検証したり解析したりするのは、ここにいる土木研究所とか

国総研とかいう非常に頭のいい人がいるので、その人たちと相談してやったらいいのです

が、実証できるというのはここにおられる皆さんしかいないということで、そういう方向

で、ぜひ一生に一度は自分でそれをやってみるというのは非常に効果があると思います。 

 もう一つ私がやらせてもらったのは、かずら橋のある祖谷川に 2ｍほど穴を掘って、そ

こに起き上がりこぼしみたいなのを入れて、どこまで出水期で動くのかと思ったら、2ｍ入

れたやつが、出水期の後で掘りに行ったらひとかけらも残っていない。つまり、2ｍはぐっ

と一つの出水で動いているなというのが良く分かりました。そういうようなことをやって

みるということは非常に面白いかなと思っておりました。 

 その最中に「砂防とは一体何だろう、何だろう」と、こういうふうにずうっと引っ掛 

かっていたのです。それで、当時私は砂防というものがあるのではないかと思っていたの
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ですが、砂防というものがあるのではなくて、砂防指定地はあるのですが、あるいは、砂

防設備はあるのですが、砂防というものが無いというのに途中で気が付いて、砂防という

のは漢字で見ると砂を防ぐとなっている。中国人なら防砂と書くはずなのに、何で砂防な

のだということを思っていたのですが、そんなことは途中からどうでもよくなってきて、

要は、われわれとしては土砂の移動で起こる様々な先ほどの濁水だとか、土石流だとか、

河床の上昇だとか、あるいは洗掘だとか、そういったものを安全な状態に保つというのが

砂防だろうというふうにだんだん思ってきたのです。 

 次に思ってきたのが、では、そういう行為を行うことを必要としている土地、それが砂

防というものではないかと。そこを砂防指定地にして砂防指定地の管理という概念がある

のではないかというのを、そのときに、中古車のおかげで、半年とか 1年ほどうろうろし

ているうちに何となく気が付いたと。ちょうど吉野川の左岸には曽江谷とかいう、赤城先

生が扇状地の流路工を見よう見まねで、流砂量計算とかそんなものが全然ない時代に「こ

んなんだろう」とやった所がありまして、それは安定した状態なのですが、そんなものを

見ながらそういうものを考えていったと、感じていったということであります。 

 

3.警戒避難について 

 それから、当時、今では考えられないのですが、砂防事務所というのは、台風が来ると、

「台風の来る前に帰ろう」と言って皆帰ってしまう。私は当時非常に若かったのですが、

昭和 52 年に勤めて、台風が来る。当然事務所の人は全員泊まるのだろうと。全員といって

も本当の全員ではないですが、工務課にいる人とかそういう人たちは全員泊まって徹夜で

災害の状況を調べたり、そこから、台風が行った後に何をすべきかというのは当然考える

のだろうと思っていたら、「おい、台風が来るから、はよ帰れよ」と言われて、「え、何で

ですか」と言ったら「危ないやんけ。危ない所にいつまでもおらんと、はよ帰れよ」とか

言われて、何かそうかなと。確かに台風が来ているときに危ないよなと。しかし、台風が

来ているときに帰っていいのかなと思っていましたが、皆、「帰れ、帰れ」と言うから「そ

うかな」と思って帰りました。 

 いまだにずっとそれが残っていて、それから以後、そうですね、ずうっと残っていて、

一体われわれ何をすべきなのだと、職員として一体何をすべきだと、国の職員あるいは県

の職員でもいいのですが、国民の皆さんから給料をもらって何のためにいるのだという感

じを受けるわけです。 

 それで、そうこうしているうちに北海道へポーンと転勤になって、当時、有珠山が爆発

したといったことがあって、3 年間で、当時で 230 億円ですか、そういう「何でもいいか

ら、おまえ、やれ」と。行ったら、とにかくその辺に造りたいものを造れということで、

基準も何もない時代です。泥流に対する考え方、段波に対する考えが何もないときに、「と

にかくじゃあ、やりますわ」と言ってやっていたのですが、北海道はさすがにそういう大

雨が降るときというのはちゃんと出張所で待機しているのですね。私もやはり待機して、

そして、泥流が出そうだという時には、ちょっとあの時は今から思うとぞっとするのです

が、泥流に追っ掛けられたりもしました。そういう感じがあって、それで、雨がやんだら

すぐ調査に行って、どこでどれだけの泥流が出てきたかというのを調査し、そして痕跡を

調べて、その痕跡から砂防堰堤が水通しとか、流路工の幅とか深さとか、そういうものを

その場その場で決めていったということがありました。 
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 その時もまだ今と違って、警戒避難を砂防の分野でやるという概念は全く無くて、土石

流をとにかく住民の皆さんの所に行かないようにしようと。だから、「行きますよ」と、「こ

んなときに行きますよ。だから、逃げてくださいね」という概念はあの時は全く無かった

です。昭和 53 年か 54～55 年のその時代、今からたかだか 30 年前なのですが、北海道庁は、

「泥流で住民の方が被害に遭わないように頑張ります」。頑張りますと言い切って、総額

230 億円で火山の対策を掲げ、泥流対策をしますと言い切ってやっていたということであ

ります。 

 私もそれがやはり気になって、そんなことを言ったって、こんな無限に出てくる土砂に

対して「絶対止めます。230 億円で国と道が力を合わせてやりますから、ご安心ください」

と言って、本当にいいのかなと、当時はやはりそう思ったのですね。 

 そうこうしているうちに、当時はまだ 5カ年計画があって、治水事業、第六次だったと

思いますが、5 カ年計画があるから、有珠山で徹夜しているやつだから「来い」と言って

ずっとやっていたのですが、そのときには、さすがに当時の砂防課ですね、砂防課は警戒

避難はやるべしという方向で行っていたのですが、出先の方には全然そういうのは伝わっ

ていないし、具体的にどうしていいか分からないということで、当時、5 カ年計画を作り

ながら、警戒避難のあり方をずうっと考えておりました。 

 そうこうしているうちに、今でも思いますが、57 年に長崎で時間百何十ミリの雨が降っ

て二百何十人の方が亡くなって、それで今の土砂災害防止月間ができたのです、事務次官

通達を出して。それからであります、警戒避難が施策として本当の表に出てきた。それま

で地道にやってきたから出来たのですが、出てきました。その警戒避難に対して、砂防法

上の根拠だとかというのがずっと苦しんできたのです。「砂防法で何で警戒避難ができるん

だ」「サービス、サービス。これはサービスです」と、ずっとわれわれは言い切ってきたの

ですが、サービスだけでやっていて、そのサービスで失敗したら誰が責任を取るのだとい

うことで、警戒避難を綱渡りでしてきたような時代がずっときました。 

 それで、今、土砂法が平成 12 年に制定されて 13 年から施行になっていますけれども、

そういう土砂法に結び付いていったというようにずうっとつながっているのですね。です

から、ここに県の方もいらっしゃるとは思いますが、そういう流れの中で警戒避難という

ふうにいっている。 

 今、警戒避難を本当に砂防部局がどこまで責任を持ってやれるのかというのは、またこ

れも極めて無礼なところがあるのです。私なんかは、土砂法ができたし、事実上、土石流

とか崖崩れを検証もそうですし、現場の数も誰よりも知っているのがこの砂防部局の人間

だから、誰よりも知っている者がやるべしと、こういうふうに思って今もやっているので

すが、現実はなかなかそういうものではなくて、警戒避難に関しては災害法があるし、消

防の法律もあるし、それから、予警報については気象庁の気象業務法があるし、そういう

ものと仲良くやりながらやっていくのだろうなと今は思っているところであります。 

 

4.ハードとソフト 

 少し戻りますが、一体砂防とは何だというところをずっと考えていくうちに、以前は、

私らが入ったときからしばらく 10 年近く続いたのが、先ほどの土砂の移動によってさまざ

まな問題が起こるものの、その現象を防ぐことが砂防の役割で、それを砂防と我々は言っ

ていたと思うのです。それが、警戒避難の方に入っていった瞬間から、今度、人命の保護
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というのですか、人に危害を加えないという方向に行っているということであります。 

 しかし、ここで今はぐじゃぐじゃとなっているところに、私はちょっと今の問題を感じ

ているのですが、それは別の柱なのです。本来、別の柱。だから、現象面として土砂移動

を急激に起こさせないで、現象面としてトラブルを起こさせないという柱が一つあって、

それからもう一つが、人の命を何とか守っていこうといういわゆるソフト対策みたいな感

じですね。そういう別の切り口がある。これは別の柱なのです。それが今、少し混乱して

きているようなところがあります。 

 その混乱しているところの原因は何かというと、単純にいえば、こちらの方の現象面を

防ごうとするハードの方の予算が急激に減ってきた。急激に減ってきた分を何とかこちら

で補おうとする。車の両輪として言い方はいいのですけれども、両輪であれば、本来同じ

回転をしておかないと駄目なのに、こちらの回転が悪いやつを、こちらの右輪でいこうと

するところに混乱が生じておりますので、これはやはり全く別物として、別の車として動

かした方がいいわけです。よく車の両輪という言い方をしておりますが、そんなことをし

たら大混乱ですので、別の車であります。ハードにやっていく施策と、それから、人の命

を少なくとも守ってやろうというのは全く別の乗り物と思ってやっていかないと、混乱し

ます。 

 ですから、砂防法は色々な話があって、われわれは砂防法の改正の議論を補佐クラスの

ときには結構やってきたのですが、あれは事業法だから、事業をするための法律で、粛々

と事業をやっていこうと。事業をやっていくのは、先ほどのハードの方です。土砂の移動

現象をなだめてやるというふうにやっていく。それとは別の法律として全く違った体系で

作るべしということで、当時は土石流法とか、そんな名前を付けたりしながら考えていっ

ていたのですが、それが今の土砂法になっています。 

 それで、県のかたは急傾斜をやられたことがあると思うのですが、急傾斜の法律が両方

から入っているために、やはり少し混乱しているのです。あれ自身が、当時やはり何とか

ソフト対策も入れたいということで、警戒避難という言葉が急傾法の中に入ってしまった

ので若干混乱しているということもあって、土砂法の改正のときには、それを引っこ抜い

て新しい土砂法の方に入れて、急傾斜の法律も、どちらかといったら事業法に近い形にし

てしまっております。 

 従って、車の両輪ではなくて、別の車として動かしていくというふうな意識でやって 

いった方がわれわれの仕事としては住民の方にも分かりやすい、そういう事であります。

特に都道府県の方は、今、赤とか黄色を住民の方に説明しながら区域指定をやっていく、

苦労されていると思います。そういうときに必ず出てくるのが、「にいちゃん、にいちゃん」

と。私は奈良県にいましたから奈良県の人だと、「にいちゃん、にいちゃん。そんなんどう

でもええから、工事やってくれよな」とか言われると思いますが、それは、彼らの言うの

はそのとおりなのです。そのとおりなのですが、「二つの車があって、とにかくこの車に乗

りませんか」と。それを、「こっちを補うためにこっちをやっているんです。車の両輪なん

です」と言うからややこしくなってしまうので、そこを「別のものなんです」と。「別のも

のなんですが、こちらの車がなかなか」、奈良で言ったら「来まへんで。来まへんから、 

こっちでどうですか」と、そんなことをやっていく。それが分かりやすい話だと思ってお

ります。決して一方を補完するものとか、そういう考え方ではないというふうに考えてい

ただいた方がいいのではないかと思っております。 
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5.防災とは何か 

 それから、最近私自身が思っていることの中で「防災」。砂防の話は今しました。「砂防

とは何だ」というふうなことを自分の経験の中から少しお話しさせてもらいました。最近

もう一つ、「防災って一体何だろう」と、また、これも思うようになっております。これは

先ほどの砂防、防砂よりまだ分かりやすいですね。「防災」、災いを防ぎましょうという防

災。 

 「防災」というのは、実は極めて私はこれは化け物だと、この言葉自身は化け物だと 

思っているのですが、色々な取り方が出来るのですね。だから、この前ちょっとインター

ネットを慣れない手つきでというか、調べておりましたら、「防災」で調べたら山のように

出てきて、とてもではないけれども読んでいられない。それぐらいの人が、あるいは、そ

の「防災」という名前の付いた株式会社とか財団とか何とかというのを調べてみたら、こ

れも山ほど出てきて、一体何だろうと。 

 それで、やっている人も色々な経歴があるのです。「私は被災地に 200 回行った者です」

とか書いてあるのです、その社長さんが。「だから、現場に強い。私が言ったことは間違い

ありません」とか、そういう「間違いありません」と言う人が一番危ないので、あるいは、

「現場に行ったことがあります」というのは、それはそれでいいのですが、やはり現場と

色々なものが組み合わさって防災というのはあるのですが、「防災とは一体何だ」というと

ころをもう一遍、ここにおられる方は自分自身でも考えていただきたいと思っているとこ

ろであります。 

 特に最近は NPO とかボランティアというのがあって、そこに防災というのはよく付くの

だといいます。防災というのは誰も否定できないです。だから、何となくみんな付けてし

まうというところです。環境というのも一緒です。いい環境をやりましょうというと、こ

れも否定できない。だから、環境とか防災が付いているようなものは「怪しいな」という

ふうに私なんか直感で思っております。 

 昔、怪しかったのは、企画という言葉です。何とか企画とか何とか総合とか、そういう

のが付けば普通は怪しいという事だったのですが、最近はさすがにもう何とか企画とか、

何とか総合、総合何とかというのは極めて減りまして、調べてみたら、先程の様な環境と

か防災とか、そういうものが怪しいとなってきております。 

 特に、環境を売り物にした色々な団体が出てきて、色々な切り口で色々な事をやって世

間を惑わしているのではないかという心配をしております。私は先ほど言いました危機警

戒避難をずうっとやってきたときに、自分の知識で一番欠けているのは何かと思ったとき

に、やはり心理学みたいな話ですね。住民の方がどういう気持ち、どういう心、何に反応

するのかというのを勉強してこなかったし、そういうものはあまり無く、一生懸命、雨の

ピーク、何ミリ降ればどうなるとか、風向きがどうのこうのとか、2 時間前に警戒避難を

出すにはどうしたらいいかとか、そういうものばかりを一生懸命追い掛けてきたのですが、

最近、首長などと話す機会があると、やはり人間の、住民一人一人がどう思うのかという

ことを考えてやらないと防災というのは駄目だというのが分かってきました。 

 逆に言えば、そういう一人一人の心に入り込んでしまうというのが防災の世界でありま

す。従って、これから防災という言葉が色々なところへまた歩いていくと思いますが、世

の中を一つ混乱させていく言葉になっていくのではないかと思っています。ちなみに、環
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境が非常に世の中を混乱させて、いまだ混乱の状態であります。あれと同じ二の舞になる

のではないかと思っています。 

 

6.環境について 

 余談になりますが、河川法に環境という言葉が入ってしまったのですね。河川法という

と、元々治水から始まって利水があって、そして、そこに環境という言葉が入り込んだ。

本来は、それぞれが独立した柱なのです。それを一つの法律に押し込めてしまったので、

あたかも関係しているように見えてしまう。そうすると、治水という概念と環境という概

念が一つのつながりを持ってしまう。ですから、環境を考えた治水とか、言葉としてはあ

るのですが、現実に環境を考えた治水なんていうのは無いのですね。ですから、近似自然

工法というのは極めて正直な言葉で、自然に近付けた工法、自然に見えるような工法とか、

そういうのは非常に言葉として正直だったのです。それを環境護岸とか言い出した瞬間に、

もう訳が分からなくなってきたということであります。 

 もっと言えば、環境というのは誰でも語れる、一人一人によって違う、価値観が違う。

そういうものと、絶対価値観であるような治水が同じになってしまったということであり

ます。ですから、私は当時、河川法を改正するときに「砂防法も何か環境という言葉が 

入ったらかっこええな」と思ってちょっと考えたことはあったのですが、どうしても無理

だと。砂防法に環境という言葉を入れることはどうしても無理だ。むしろ、砂防をやるこ

と自体が環境を良くしているのだと、そういう割り切りの方がいいだろうということを、

当時、思ったことがあります。 

 それは、先ほどの話、元に戻りますが、砂防というのは現象を和らげていますから、そ

れ自身が環境に貢献しているはずだという考え方の方がいいのではないかと。治水上砂防

ということになっていますけれども、ある意味環境上の砂防もあっていいのではないか。

それは運用の世界で十分だというのは、当時思ったことがあります。 

 環境を内部目的化したとか、環境自身を保全するために国費を投じてもいいという割り

切りが、当時、建設省の時代に一度省内で決議されたときに、私は「しまったな」と、一

瞬は思ったのです。一瞬は思ったのですが、今となっては、やはりどこか違和感のあるそ

ういうものはやはり別の方がいいということで、もし、砂防が環境にというものを本当に

内部目的化して、環境の為の砂防というのをやるとしたら、治水上砂防の砂防法とは別に

環境上の砂防というのを作ってもいいのかなと。出来なければ出来ないで、そんなものは

世の中に無い、無いということが証明というか、今の時代には無いということが証明され

たということでいいのではないか。 

 今、名古屋で COP10、里山、生物多様性のやつをやっていますが、環境省が生物多様性

法案を持って来たのです。私はその時に、砂防としてやれることは一体何かということを

かなり議論したのです。環境省に、「じゃ、共管でいこか」と言って共管で話を持っていっ

たら、「ああ、どうぞ、どうぞ。いろんな人がやってくれたらいいから共管でいきましょう」

と向こうも言ってくれたのですが、どうしても、砂防が主務大臣になって生物多様性のや

るための法律事項が出てこないのです。どうしても出てこない。唯一あるとしたら、砂防

指定地の許認可を、そこの区域だけ生物のために砂防の行為を、制限をなくすという。だ

から、人間より生物の方を大事にしますというふうにしないと法律にならない。 

 もう一つあったのは、法律案件でいけそうかなと思ったのは何かというと、われわれは
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入会地で困っているじゃないですか。昔の村有林とか集落林みたいな所があって、砂防を

やりたいけれども持ち主が分からないから、なかなか手が付けられない、そういう所に対

して強制的に買収するというふうにやれないかということで、その二つが法律案件として

あったのですが、最初の方は、先ほど言いました、生物の方を人間より大事にするという

事は、その方が大事だという人がいますけれども、私はそれはあり得ないという事で、そ

れは駄目なのですね。 

 2 番目の方は、この近所を生物多様性の為に買収して、そこに粛々と砂防がやれればい

いなと思って、そっちに一応やろうかと思っていたのですが、やはり法律の専門家などと

色々議論していると、メダカ、トンボ、それから昆虫、植物のために私有権を否定してま

で買収するというのはいかがなものか。「憲法に保障されている私有権を否定してまで強制

的に取り上げる。そういうのはいかがなものですかね」ということで、なかなか難しく 

なっていました。ちょっとそれましたが、それぐらい砂防と環境というのは、「本来目的は

なかなかしんどいな」と、今でも思っています。 

 環境について色々議論があるとすれば、やはりあくまでも環境に配慮した砂防というふ

うなので割り切っていいのではないかと。配慮するというのはおこがましいとか、偉そう

にしているとかといっていっぱい昔怒られたことがあるのですが、まさにそのとおりなの

です。環境に配慮した砂防なのです。やはり人間の命とか国土の保全、そういうものが一

義的にあって、それをする時に出来るだけ環境を傷めないようなやり方をやっていこうと

いう方がどう見ても砂防として頑張れる環境かなと。それから、先ほど言いました、撹拌

するようなことをとどめることで自然が結果として守られるというように思っています。 

 それで、ちょっと前に化石博物館へ暇だから行ってぼーっと見ていたら、学芸員の人が

何を思ったのか知らないですが、「もしもし、おたく、何か興味あるのですか」「いやいや。

この化石が何でこう、骨なんかが腐らずにあったんだと思って不思議で、ちょっと今、不

思議がって見ていたんですわ」と言ったら、「あなた、専門は何ですか」と言うから、「い

や、公務員です」とか言っていたら、「実は、化石というのは土石流から出てくるのですよ」

と言われた。土石流で埋まって、そのまま保存されているから化石になったので、のたれ

死んだものはすぐ風化して腐って地上から消えていくので、「これは昔の土石流の下から出

てきたのです」と。そう言われてはたと気が付いて、「ああ、なるほどな。そういうことか」

と。だから、土砂災害もそういう博物館に色々貢献しているのかなとその時は思って、「実

は私の専門は」と言うのをやめて帰ってきましたが、そうしてみると土砂災害もなかなか

面白いように思います。 

 

7.事業予算について 

 では、雑談じみたことはそれぐらいにしまして、先ほどちょっと交付金の話がありまし

た。一括交付金にしたいから協力してねという文書が来ております。 

 国の建設国債、つまり国が借金をして、それを都道府県に渡しているのであれば、例え

ば、わが県は土石流の対策を 5年間で 5％上げて 10 年後にはおおむね概成しますとか、あ

るいは、弱者施設について、今、100 カ所あるけれども、それをおおむね半分まで減らし

ていきますということ。それは国全体として、われわれが治水 5 計と言っていた時代に 5

年間で土石流対策は 5％上げますとかいってよくやっていましたけれども、あれの施策に

基づいてわが県ではこんなふうにしますということがあって、方針としてあって、その方
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針を実行するために県のお金だけでは足りないから国のお金を使ってもいいですよという

ことでお渡しするというのなら、という話を今日はしていたのです。 

 交付金の運用についても、早く定食を作ろうと、交付金定食を作ろうと。例えば、これ

は火山砂防定食。こちらは土石流定食とかいって、メインディッシュが基幹なら、関連が

前菜で、デザートが何と、そういうのを作って、そして、これを標準型として、A定食、B

定食、C定食となる形を作っていかないといけないだろうと思っているのです。 

 ところが、厄介なのが、砂防事業というのは、昔で言う機関委任事務、今で言う法定受

託事務、つまり、大臣が本来やるべきだというところがネックになって、なかなかそうい

う論理的な組み合わせがうまくいかないということであります。急傾斜は多分割とそうい

う思い切った対応ができると思います。あれは法律体系が全く違っていて、自治事務なの

で割とそういう定食がうまくいくと思うのです。 

 私としては、一つ一つの事業ではなくて、地すべりも含めた三つの事業を関連させて、

地区ごとにこういう交付金で、この地域の安全をこんなふうに考えていきたいということ

をやっていけるような仕組みの方が、本来、交付金化になったメリットだろうと。それ全

体をつなぎ合わせるのが推進事業であり、その推進事業をさらに分かりやすく具体の形で

つなげていく、つまり、工事用道路とか都道府県の道路を活用していくような関連事業と

か、そういうものではなかろうかと思ったりもしております。これは一つ一つ現場で、こ

んなものが有る、あんなものが有るというものを提案していただきながら考えていくのが

いいのかな思っているところであります。 

 あと、2 分になりました。来週の水曜日に仕分けというのがあって、来週は治水特会の

仕分けであります。それからまた来月に入ると、第 3弾ということで、今度は個別事業。

今度は治水特会とは全く切り離してそれぞれの事業ごとにあるわけであります。そんなふ

うにして色々な人から色々な意見を聞きながら、砂防としてさらに磨きをかけてやってい

こうというふうに思っていますが、 

 やはり現場の方で自信があり、誇りのある事業をしていただくことがわれわれを支えて

いるということを最後に一言だけ申し上げて、このつたない、講話という字に恥ずかしい

ようなことですが、ちょっとお話をさせていただいたということであります。今日はどう

も有り難うございました。 
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特別講演「将来の土砂災害と土砂資源の活用」 

京都大学防災研究所 

教授 藤田 正治 

 

 ご紹介有り難うございました。京都大学防災研究所の藤田と申します。まず最初に、現場で活躍

されている砂防技術者の沢山の技術者の前で話題提起をさせていただく機会をいただきまして、誠

にありがとうございます。よろしくお願いします。 

 タイトルは「将来の土砂災害と土砂資源の活用」ということで非常に大きなタイトルを付けまし

た。当日何でもしゃべれるように「タイトルを何にしますか」と言われた時に大きなタイトルを付

けました。 

 ただ最近、私を含めて我々の研究グループの中で、一つは気候変動や、または複合土砂災害と 

いったことについて皆さん関心を持って研究を進めているということと、もう一つは、土砂を、主

には災害という切り口が主となっているかもしれないのですが、土砂を資源としてやはり取り扱っ

て見ていくという価値をもう少し見直して、色々な砂防事業、河川事業につなげていけばいいかな

ということがあります。ということで、災害と資源というのは少し違う側面かなと思うのですが、

実は非常に関連しているということも、この今日の話の中でしていきたいと思います。 

 それで、今日の内容ですが、四つありまして、最初に「土砂災害と土砂資源管理の一体化」とい

うことで、一体化すべきだというお話。それから、その中には資源としての土砂の意義や土砂移動

の二つの側面、土砂管理の二つの側面ということを含めてお話ししたい。 

 二つ目が「土砂災害に対する気候変動の影響」ということで、砂防学会でも、気候変動が土砂災

害に与える影響という委員会を立ち上げて検討しているところですが、我々の研究の中で気候変動

の実態がどうなのかということと、昨年、台湾で非常に強い台風によって大災害が起こったと。そ

ういった調査の過程で、この複合土砂災害というのがやはりこれから一つの重要なものになってく

るということが見えてきましたので、そういったことも含めて台湾の事例を含めてお話ししたいと

思います。 

 それから三つ目が「土砂資源をいかに活用するか」ということ。最後に「総合的土砂管理策の評

価手法」。これがなかなか良い評価指標がなくて困っている部分も多いのですが、一つの考え方を示

したいと思っています。今日は我々がやっている研究内容の紹介というよりも、むしろ行政に生か

していただけるような考え方についてのお話を主としたいと思っています。 

 まず、「土砂災害と土砂資源管理の一体化」ということなのですが、皆さんは土砂というのをあま

り資源として見ていないのではないか、というところから始めたい。 

 河川の中は、水も流れるが、土砂も流れます。水については水資源ということで、皆さんそうい

う意識が高いわけです。しかし実は土砂というのも資源であったというのは、昔からそのように皆

さん考えてはいたのですが、やはり土砂は災害を招くものですので、むしろ危険なものだとして、

あまり資源としては見ていない部分が多いのではないか。ですが、実は国土を形成したり、農地を

形成しています。最近は農地と河川とが分断されていますので、氾濫して農地が形成されるという

ことは日本ではあまり無いと思うのですが、海外ではそういう所はまだいっぱいあります。 

 それから、「健全な河川の形成」ということで、これは今、日本でも非常に重要な問題になってく

ると思います。どうしても土砂不足の川が最近多くて、生態系や生物の生息場といったものがかな

り悪くなっているということ。健全という意味は、安全面も良くないといけない、ということもあ

るのですが、いわゆる生物の生息場がかなり悪くなっています。 

 それから資源としての土砂としては、一番思い浮かぶことは建設材料、砂利採取をするというこ

とです。ただ最近は、肥料に使う、ろ過剤に使う、色々な用途があるということです。資源として

他にも見方は有るかもしれませんが、主には土地を造ることと、健全な河川の中で土砂というのは
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必要であるということです。 

 最近、河川の環境保全や環境を再生しようという事が行われているのですが、一つのポイントは、

土砂を上手に管理するという事が大事です。それで、そのときには人間だけではなくて、生物に 

とっての資源であるという見方も忘れてはいけないというところです。 

 わが国は土砂資源不足かどうかということですが、主な河川は河床低下傾向にあるし、海岸浸食

も進んでいます。それから、流砂の現象が生態系に悪影響を及ぼしていると見られる所が沢山有り、

こういう実態から見ると、もちろん部分的には土砂が出過ぎて困っている部分、所ももちろん有る

わけですが、どちらかというと土砂が不足しているような川が多いのではないか、流域が多いので

はないかということになります。 

 そういうときに、土砂資源というのが一体どれぐらいあるのか、それから土砂生産、貯留、流出

のバランスが一体どうなっているのかということが、土砂資源を管理する上で非常に重要になって

くると思うのです。いわゆる土砂というのは山地で造られるわけですので、そういう所を管理して

いる砂防というのが土砂資源を握っていると言っても過言ではないと思います。今はまだ、いわゆ

る河川の部分と砂防の部分の連携がはたから見ていて必ずしも良くないとは感じるわけですが、将

来、河川の方で土砂がこれぐらいないと河川の生態系が維持されないという話になってくると、砂

防の方が土砂資源を握っているわけですので、一体幾ら土砂が必要なのか、それに応じて土砂をこ

れだけ供給できますよというキーを握っていると言っても過言ではないと思います。 

 これは皆さんもうご存じですが、「流砂系の総合的な土砂管理に向けて｣という提言があって、安

全と環境と利活用という三つの視点から総合的に土砂管理をしましょうということですが、安全面

というのはいわゆる土砂災害の管理、土砂災害の軽減・防止ということですが、環境、利活用とい

うのは主に土砂資源の管理ということです。従って、総合的土砂管理というのは、災害の管理と土

砂資源の管理をバランス良くやりましょうという事です。そのときに、土砂というのは河川環境の

一構成員であって、生態系の一要素であるということを頭に入れながら管理しないといけないとい

うところです。 

 この土砂災害と土砂資源の管理ということですが、これは先ほど言いましたように防災と土砂管

理、資源管理ということになるわけですが、要は災害の管理と資源管理ということですが、これが

お互いに全く切り離して考えるものではありません。例えば斜面崩壊や土石流というのは短期的に

災害を引き起こします。それに対して防災を考えなければいけません。 

 浸食や掃流砂、浮遊砂という流砂形態で流れてくる土砂というのは、短期的に災害を引き起こす

わけではないのですが、長期的には、例えばダム堆砂の問題や、河床が上昇する、河床が低下する

という長期的な災害を引き起こすという意味で、こういう現象も災害を引き起こす。それに対して

防災をするということです。一方、資源的に見ると、こういうものが通常、川を流れてくる土砂で

すから、その川の土砂資源の一つのポテンシャルです。 

 崩壊や土石流はいつもいつも同じ所で起こるわけでは無くて、一つの流域でも何十年に1回ぐら

いしか起こらないわけですので、いつも資源として土砂を供給しているわけではないのですが、こ

れが一旦起こると、過剰な土砂が資源として供給されるという側面になるわけです。これも管理す

る上で非常に重要な事になってくると思います。 

 こういう通常出てくる土砂や時々供給される過剰な土砂を資源として管理するという事が必要な

わけですが、防災をすると当然、土砂の流出に影響を与えます。例えば砂防ダムを造ると土砂が下

流に流れて来なくなってという話です。そういうことで、防災というのは当然この土砂の流出シス

テムに影響があります。 

 それから土砂管理についても、日本ではそれほど問題になっていないかもしれませんが、諸外国

を見ると、特に途上国を見ると、土砂管理がほとんど行われていないために災害を引き起こしてい

るということは、過剰な利用をすることで災害のポテンシャルを上げてしまうということです。ま

た後でインドネシアの例で示します。 
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 従って、防災と土砂管理は、お互いにこれは関係していますので、連携して一体としてやらない

といけないということです。 

 最初の話はそういうことで、土砂災害と土砂資源というのは結構密接に関係しているということ

がこういう図から言えると思います。それで、災害についての話に移るわけですが、最近、気候変

動というものが少し気になっていて、それに伴って今後どのように土砂災害がなるのか、形態がど

う変わるのかということが大事だということです。ここでは、一つは気候変動の実態と複合土砂災

害というものについて少し考えます。 

 これは昨年の、台湾の台風モーラコットによる災害で、少林村という村がここにあったのですが、

一夜にして壊滅してしまったという所の写真です。最近わが国でも、少し前になりますが、平成16

年は多数の大型台風が上陸しました。また、降雨強度は大きくないけれども連続雨量が非常に大き

い豪雨があったり、ゲリラ豪雨が多発したり、昨年も山口県で異常豪雨があったり、台湾では3日

間で3000mmの雨が降ったという所で、最近ちょっと雨の降り方がおかしいのではないかということ

を感じているところです。 

 実際、最近どうか、ということで少し調べてみたものを紹介したいと思うのですが、降雨情報、

全国色々な所の気象台の雨のデータを約30年間ぐらいまとめたものです。そうすると、例えばこれ

は年降水量ですが、そんなに変わっていないと。色々な地点を見てもそれほど顕著に変わっている

傾向は無いのですが、時間雨量は、年最大の時間降雨量は1970年ぐらいから段々増加している傾向

がある。そういう経年的に増加している傾向の所が、調べたところで8カ所ぐらい有るということ

で、時間雨量は何となく30年ぐらいの間で少し増加している感じがあります。 

 少し見方を変えまして、これは大分県竹田市の、かなり強い一雨降雨量の総降雨量と時間雨量を

一つの図にプロットしたものですが、年代別に色を分けてプロットしています。1976 年から 2008

年までの降雨データを全部調べまして、その中でかなり強い雨、一雨降雨量が非常に強いものを 

ピックアップしてプロットしています。 

 連続雨量が非常に大きな雨、連続雨量はそれほど大きくないけれども降雨強度が非常に強いとい

うことです。この図を見ると、この赤線が大体90％に入る領域なのですが、これを外れるところが

まれに起こっている異常な豪雨になるわけです。例えば2000年以降、2007年、2006年と、こうい

うところが異常なものが最近やはり少し増えていると見て取れます。注目しているのは、連続雨量

が多いものが増えているのか、それとも降雨強度が強いものが増えているのか、または両方大きい

ものが増えているかということですが、この竹田市の場合ですと両方起こっている。極端現象的に

は時間降雨量が強いものと連続雨量が大きいものの両方が起こっているような雰囲気が見て取れる

というところです。 

 色々な所で調べてみると、これを整理してみると、各地点で、赤で囲っているのが通常の強い雨

で、赤で囲ってある部分から外れている部分が異常ということですが、どのように外れているかと

いうのが、何となく見えてくるというところです。例えば東京では、何となく時間雨量が強いもの

が異常豪雨としてよく起こっているなというところが少し見て取れます。例えば防府市では、赤が

これで、何となく両方大きいものが増えている。昨年の雨がこの辺に相当するのですが、両方大き

いもの。水俣市も、この赤の領域からすると総雨量も時間降雨量も両方とも大きいものが異常に続

いているという感じが見て取れます。 

 単に 30 年間ぐらいのデータですので一般的な傾向が言えるかどうかは少し問題かもしれません

が、こういう整理の仕方をしました。 

 これはデータではなくて地球シミュレータによる予測降雨ということなのですが、将来予測で赤

が2086年から2096年、今から100年間ぐらいずっと地球シミュレータを回して、そのときに発生

する降雨のデータを示しました。数値計算上も、こういう異常な非常に強い雨や非常に連続雨量が

600mm を超えるような雨が起こってくるというところです。将来こういうものが起こるかどうかは

分かりませんが、こういう極端現象が起こる可能性が有るということです。 
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 そういうところに着目しているのは、一般的に、連続雨量が多くなると斜面にたくさん水が供給

されるわけですので、当然、深層崩壊の危険性が増してくるというところです。R が連続雨量で r

が時間雨量ですが、連続雨量が多くなるとそれだけ水分が沢山供給されるということです。降雨強

度が大きいと、むしろ表層崩壊が発生します。あまり連続雨量が大きくないと深層崩壊には至らな

いということになると思います。 

 現在、先程の図でどこかこの辺にデータがプロットされていて、将来この状況が一体どういう方

向に向かうのかということが一つの大事な要素かと思います。こちら向きになればより安全になり

ますし、連続雨量が多い分、こういう所にこれから降雨条件が変化していくと、当然、深層崩壊と

いうものを注意しないといけないということです。特に両方多い所が表層崩壊も沢山起こるし、深

層崩壊も最終的に起こるみたいな、いわゆる複合的な土砂災害が起こる危険性が出てくるというこ

とになってくると思います。従って、豪雨を少しこういう軸で一体どういう方向に向かっているの

か、ということを少し注意していくことが大事かと思います。 

 というところで、昨年の台風モーラコットの事例を少し紹介すると、まさに台風モーラコットは

降雨条件としてはこういった異常な領域に入ってくる状況で、調査をしながら複合土砂災害対策が

大事だということが調査団の総合的な見解となったということです。これは、その台風モーラコッ

トの進路ですが、見て分かるとおり、この辺は割と早く進んでいるのですが、ここからすごくゆっ

くり進んでいるというところが特徴で、このためにかなり長い間、台湾の中南部に雨をもたらした

というところです。気圧も945hPaということで、それほどめちゃくちゃ小さいわけではないし、で

すが大型で特にゆっくり進んだというのがこの台風の特徴で、それだけ沢山雨をもたらしたという

ところです。 

 今日も「土砂災害の警戒避難等」の分科会に少し参加してきたのですが、台風の場合には「大型」

「大型で強い台風」、時々「ゆっくり進む」「速く進む」ということも情報として流していると思う

のですが、土砂災害の場合には何となく「土砂災害」というだけで、一体どんな土砂災害なのかと

いう情報があまり住民の人に流されていないのではないか、というところが少し気になるところで

す。例えば、広範囲に土砂災害が起こるとか斜面崩壊の密度が非常に大きいとか、そういう情報を

提供するということも一つ大事です。我々も「大型で強い台風」というと少し身構えて台風を待つ

ことになります。そういう意味で災害情報というのはまさにきめ細かいというか、情報をもう少し

増やした形が必要かなと思います。 

 これはモーラコットの降雨条件ですが、赤がモーラコットで、約3日間です。これは大体、開始

から3日間ぐらい。3日間でおよそ3000mmが降ったということで、台湾の中の色々な台風による雨

を比較してもかなり沢山雨をもたらしたというところです。どこかに伊勢湾台風のデータもあった

と思いますが、比べものにならないぐらい降りました。 

 それから、これは降雨強度の変化ですが、40～80mmぐらいの強い雨がかなり長い間続いた。これ

からここが 3 日間ですので、1 日以上降り続いているというところで、かなりひどい状況でした。

そのために、至る所で色々な土砂災害が起こっているわけですが、深層崩壊と天然ダムがここに書

いてあるプロットのように沢山発生しているということです。 

 もちろん、その時に斜面崩壊、深層崩壊が沢山起こっていますので、それから洪水流量もかなり

大きかったわけで、これは高屏渓（こうへいけい）という支川ですが、元河床が定かでは無く、多

分ここのトラックが居る所が元河床だと思うのですが、7～8ｍぐらい土砂が溜まったという所で異

常堆積をした状況です。これも災害という見方を少し離れると、土砂資源がここにいっぱい溜まっ

ているというところで、それを一体どう処理するのかという事も実際上は大事な問題になってくる

わけです。 

 災害の特徴としては、書いてあるように強い降雨強度、長継続時間の雨が広範囲に降った。こう

いうものがこれから気候変動によって日本でもよく起こるかどうかはよく分からないのですが、起

こらないことは無いということです。多数の深層崩壊、天然ダムが発生して、多様な土砂移動現象
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が連続的に発生した。複合土砂災害が起こった。それから異常土砂生産・流出がある。あと、色々

な橋梁や流木被害もあったというのが特徴です。 

 先ほどから「複合土砂災害」という言葉を使っているわけですが、これがどういう意味かという

ことですが、人によって少し考え方が違うかもしれませんが、ある地域、または流域全体、または

流域を越えてさまざまな土砂移動現象、これは表層崩壊や深層崩壊、土石流、天然ダムが形成され

て決壊するという色々な現象が広範囲に、同時または連続的に起こるということによって起こる災

害であるということです。 

 段階的にずっと起こってきますので、最初は表層崩壊的なものが起こります。十分、水が斜面に

供給された時点で深層崩壊が起こって、天然ダムが形成されるということになっていくと思うので

すが、最初の段階で流域にかなり表層崩壊などが多発することによって、情報伝達システムの障害

や避難システムの障害、救援活動の障害という、いわゆる避難・警戒に関する事がことごとく破壊

されてしまう。そういう状況で、もう行き場がない状況で、最終的に深層崩壊が起こってしまうと

いうことです。 

 先ほど、3日間で3000mmぐらいの雨になってくると、そういう雨で一体何が起こるのかというこ

とは、多分、住民の人は判断できないのではないか。経験していないようなものですので。当然、

自助も必要で、住民の判断で避難ということも大事ですが、それだけではどうしても限界があると

いうことで、やはり行政の何らかのサポートがないといけないということになると思います。結果

としてこういう被害が起こった。 

 先ほど写真で示しました少林村でどういうことが起こったかという事を少しお話ししたいと思い

ます。NHK などでも紹介されていましたのでご存じの方も多いかとは思うのですが、少林村は北部

と南部の二つに分かれていまして、こちら側青丸側は全然被害が無かった、こちら側赤丸側が壊滅

した。この辺の山が最終的に深層崩壊ということですが。従って、この方々が早めにここに皆さん

避難しておけば、結果的には命を失うことは無かったというところです。 

 これが被災前の状況ですが、先ほど写真で示しましたように、2～3軒の家を残して全部無くなっ

てしまった。土石流がこういう渓流で起こったり、浸水被害が起こったり、最終的に深層崩壊が起

こって天然ダムができて、それが決壊して洪水となって村を消滅させたというところです。それが

段階的に起こってくるわけですが、現象の特性からして、十分に雨が斜面に入ってきた時点で深層

崩壊が最終的に起こってくるというところです。 

 ここに渓流が何本か入って、ここにも1本渓流があって橋があります。最初の段階でやはり土石

流が起こって橋が破壊されたということで、そういう状況になるともうこの村は孤立してしまうと

いうところです。ポイントとしては、3000mmぐらい雨が降ると最終的に深層崩壊が起こるというこ

とと、それから、そうなった時点ではもう避難することが不可能であるということです。従って、

最初の段階でこういうものが起こるということを情報提供して、橋がちゃんと健全なうちに避難す

るということが大事です。これは災害の後、こういう被災状況を見て考えているわけで、災害時に

実際にそういうことをやろうと思うと幾つかの問題があろうかとは思います。 

 これが深層崩壊した部分の写真です。ここに村があったということ。ここに天然ダムが形成され

ました。一部の土砂がこの村を直接襲って、一部が河道を閉塞して、天然ダムを造って、決壊して

この村が流されたということです。ここに渓流がありますが、これも、これが起こる前に土石流が

発生して、ここに架かっている道路が分断されてしまった。ここが被害が無かった村です。これが

渓谷で、これが少林村で、ここに支川が2本有りまして、そこに橋が架かっているという状況で、

この人が逃げる為にはこの橋を通って逃げないといけないということです。 

 この中で、NHKの取材班の協力でコウさんという方の証言が得られまして、その証言によると、8

月8日の夕方5時ぐらいに自分の家、ここに家がある、この辺で浸水被害が有りました。ですから、

5時ぐらいから色々な事が起こり始めたということです。それで、8号橋というのがここにありまし

て、午後7時ぐらいに、多分、土石流によってこの8号橋が破壊されたということで埋没したと。
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この時点でもうこの人はここからこっちに逃げられなくなってしまったということです。そういう

ことで、少し避難を始めていたということです。 

 その日の深夜に、さらに浸水が広がってきたと。多分、この辺に土砂が溜まったり、河道閉塞し

てこの辺に浸水被害が起こってきたと思うのです。これで少し高い所に逃げたということです。翌

日の未明から明け方6時ぐらいに更に浸水がひどくなり、今度9号橋という橋も壊されてしまいま

す。多分、土石流が起こったのだろうということで、全く孤立状態になってしまったということで

す。この辺に小学校があって皆さんはそこに避難していたということです。 

 9日の6時20分ぐらいにこの山が深層崩壊をしてこの村に土砂が入って、一部は天然ダムを造っ

たということが起きます。それで、コウさんのグループは直接土砂の被害を受けなかったので、何

人かの人はこの天然ダムを見て、これは決壊すると判断して、裏山に逃げて命を守ったということ

です。それで、7 時ぐらいに天然ダムが決壊したということで、前の日の大体夕方の 5 時ぐらいか

ら始まって、翌日の朝の7時ぐらいまでの間、色々な現象が起こったということです。最終的にこ

の様になってしまった。 

 これを、いわゆるスネーク曲線的に見てみると、こちら側が積算雨量で、こちら側が時間雨量で

すが、このように推移していったわけです。最終的に3000mmぐらいまで雨が降った。時刻からして、

どの時点で何が起こったかということを考えてみると、まず、大体500mmになると、この地域では

警戒情報、警戒レベルが赤レベルになるということで、この時点で皆さん地域の避難場所に逃げて

いるということです。その後、ずっと時間降雨強度が強くなるとともに積算雨量も上がってきまし

て、8号橋が被災したり、9号橋が被災しました。 

 これまでの台風ですと、せいぜい2000mmぐらいでずっと終焉していたわけですが、今回さらにそ

こから更にもう一雨沢山降ったということで、最終的に、大体この時点で深層崩壊が起こって天然

ダムができたということです。従って、結果的に見ると、このレベルの時に、これを越えた時点で、

あの流域の裏山が深層崩壊するという事がもしも分かっていたら、この時点でもっと安全な所に逃

げることが可能であったわけです。この越えた時点で、避難経路が分断された時点で、この深層崩

壊を待つしか無かったということです。 

 土砂災害警戒情報というのは、結局、こういったレベルを超えると危険ですよという情報を流す

だけなのですが、こういう事例を見てみると、一体どれぐらい雨が降って、これから先に何が起こ

るのかと。例えば雨はこの辺までであって、深層崩壊までは起こらないよということになるのか、

更に雨は降り続いて、最終的に深層崩壊の危険が高いですよということになるのか。その辺の情報

によって、人々の避難というのは当然変わってくるべきであります。そのためには、かなり降雨の

予測をしっかりしないといけないということもあるし、降雨によって一体、流域に何が順番に起 

こってくるかということも知らないといけないということです。ということで、少しそういうこと

を考えながら最近少し研究している部分ですが、実はこういう流域の中にいっぱい斜面があって、

これが先ほどの少林村の例ですと、最初に表層崩壊や土石流が起こって、最終的に深層崩壊が起こ

ったということで、この流域の中で時間経過と共に一体何が起こるのかを知って、予測して、それ

を災害情報に生かすということが大事です。 

 そのために、一つの研究ですので、実用性があるとはまだ私自身も思っていないのですが、とに

かく斜面崩壊が各斜面で一体どのように起こるかという事を調べたい。今日、六甲の非常に素晴ら

しい斜面崩壊のシミュレーションに基づく警戒や、あと、そういう予測ももちろん出来るのですが、

もう少し簡単に出来ないかということです。ただ、どうしても解析的にやろうと思うと、色々な地

盤の条件というものが、データが必要になってくるのですが、これを地形や地質は分かっても、土

層厚や、もちろん岩盤深度や土中の中の選択的な流路みたいなものはなかなか調べることは出来な

いということで、まだ限界があるのですけれど、そういったものが分かったとして、こういう斜面

が一体雨が降るとどのようにどういう条件で滑るのかということです。もちろんそれはこういう条

件がそれぞれの斜面で違いますので、斜面崩壊に対するそれぞれの斜面の耐力というのはもちろん
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違うわけですので、雨の後半に滑るものもあれば、前半で滑ってしまうものもある。色々なタイミ

ングで色々な規模のものが起こるというところです。 

 それをどの様に調べるかということで、一つの指標が必要になってくるということです。もちろ

ん、いわゆる地下水の解析と斜面の安定解析をすれば崩壊の予測はできるのですが、これは火山堆

積物の斜面や花崗岩地域の斜面で典型的な斜面を取り出して、そこに色々な雨を与えます。そうし

てみると、これが崩壊発生した所ですが、斜面内の水分量がほとんど同じ値の時にこの斜面が滑る

という計算結果が出てきました。あくまでも計算結果ですが、花崗岩の所でも斜面内の水分量の総

和がおよそこの値になると、色々な条件を変えても、大体こういう条件になるとその斜面が不安定

になって滑るという計算結果が出ました。ということは、もしもこれが本当であれば、この斜面は

この数値に示す水の量だけ溜める耐力がある。これを越えると不安定になってしまう。この斜面は

この水だけ溜めることが出来るということですので、あらかじめこういう限界値を知っておけば、

斜面の中にどれぐらい水が溜まったかをモニタリングするか、またはシミュレーションすることに

よって、各斜面の危険度が評価できるということです。 

 例えばこれが雨のデータで、これがある斜面の斜面全体の中に含まれる水の量ですが、雨が降る

とこういう大きい状態から雨が止むとだんだん水分が減ってくる。これが上下するわけですが、ど

こか限界線があると、この限界線に近いとその斜面は非常に不安定になるということで、一つの警

戒域はこの限界線からかなり低い状況は安全だという見方ができます。それぞれの斜面でこの限界

値を調べておいて、水文解析だけをやって土中水分量の変化をどんどん調べていく。時々モニタリ

ングもしても良いかもしれません。 

 一つの例として、これは竹田市の瀬ノ口地区ですが、この中の幾つかの斜面を抽出して調べてみ

た。ただ、我々は例えば土層厚がどうかというデータを持っていませんし、それを調べるだけの予

算はありませんので、地表面の形状だけはちゃんと調べて、土層厚については適当に少し仮定して

います。ですから、真実とは少し違うのですが、例えば土層厚がこういう条件であればどうかとい

うことです。とにかく斜面を幾つか抽出してみました。ここでは 1～10 まで、1～10 ですから全部

で七つの斜面を抽出してきて、先ほど我々がやっている数値計算から各斜面の耐力、どれぐらい水

を溜め込むことが出来るかという量をこうやってあらかじめ調べておく。それで、この流域に雨を

降らせて、雨はこれがこの地域の最大の雨、実測の雨なのですが、これよりも更に多量の雨が降る

ということで、約総雨量1600mmぐらいの日本記録に近いような雨を集中的に降らすか、降雨強度は

低いけれども長時間かけて与えるかと、こういう二つの極端現象的な雨を与えてみるということで

す。 

 この地域の中で、例えばケース1の既往最大の雨を降らしてみても、計算上はどこの斜面も崩壊

しなかったということです。ケース2の非常に長時間にわたってある程度の降雨強度を持った雨が

降るようなケース、こうして見ると、斜面的には6、2、4、10の順に崩壊が発生するということで

す。それから、ケース 3 のような非常に降雨強度が大きいものでは、6、4、2、10、1、7 の順に崩

壊が発生する。こういう情報がもしもこの流域に提供出来れば、避難警戒情報としては良い情報が

提供出来るのではないかということです。 

 その時の崩壊の規模を見てみると、ケース2のあまり降雨強度が大きくない場合には、計算上は

トータルで 46.4×10 の 6 乗立方メートル、これが総崩壊土砂量で、降雨強度が非常に大きい場合

には若干小さいということで、小さめの崩壊がある時刻に集中して沢山起こっている。こちら側は、

比較的大きな崩壊が割と長い時間かけて起こっているという特徴に近いです。こちらの方は、数は

少ないのですが割と大きな崩壊がある程度の時間をかけて起こっている。こちら側は、規模はそれ

ほど大きくないけれども小さな崩壊がある時間に集中して沢山起こっているということで、これも

一つの計算例ですので精度的にどうかということもありますが、そういう情報が提供できると警戒

避難上は良いのかなということです。 

 あと残り、だいぶ時間が経過しましたが、土砂資源の話に行きたいと思います。土砂資源の活用
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という、今日二つのタイトルで土砂災害と土砂資源ということですが、土砂資源の活用としては、

農地形成や建設材料、河床低下、海岸浸食、河川環境の改善、その他用途が有るということで、ぜ

ひ資源としても活用しないといけない。特に先程の様な、かなり規模の大きい土砂災害が起こると、

当然土砂も沢山出てくるわけで、それを一体どのように有効活用するのかという事も、本当は大事

な事ではないかと思います。 

 日本では特に河床低下、海岸浸食の改善、河川環境の改善が重要な要素になってくるかと思いま

すが、例えばインドネシアなどの途上国では砂利採取が非常に過剰すぎるという問題も起こってい

るわけです。これはインドネシアのブランタス川という川の流域での写真ですが、これはサンドポ

ケットです。これはクルー火山という火山です。これが噴火した後に土砂が出てきて、これはサン

ドポケット内の様子なのですが、4 年後はこんな状況で土砂が溜まってきます。若干これは畑にな

りつつあるわけですが、8年後にはきれいな畑になって、13年後にはまさに農地になります。サン

ドポケット内の状況です。 

 このようにインドネシアでは火山噴火によって来た土砂がしっかりと農地として利用されている、

資源として利用されています。日本でも黒部川で流水客土ということで、わざわざ濁り水を田んぼ

に入れて土地を改良したということも昔はやっていました。資源利用していたということです。 

 一方、インドネシアでは過剰な砂利採取をしてしまうと。これは違法が堂々と行われているよう

な国で、いわゆるポンプで砂を吸い上げて土砂を取っている、全く違法なのですが誰も止められな

い。それは地域経済や雇用の為という側面もあるわけで、なかなか止められない。こういう状況で

すと、インドネシアですので火山国で、資源はいっぱい出てくるのですが、当然、持続性が無いと

いう事になってしまいます。 

 その結果、資源管理と災害というのが結び付くというのは、こういう河床低下で、この写真にあ

るように元々あった橋がこの様にカクンと落ちています。橋が下がってしまう。それでも緊急的に

ダブルデッキで使っているわけですが、こういう落ちてしまう橋があったり、橋脚基礎も河床低下

でほとんど出てきている。それから、利水施設も水がなかなか入れない。こういう災害が起こって

しまう。他方、環境的にも、これはいわゆる必要な砂だけ取って、あと要らないものをみんな川に

盛って、こういう人工的アーマリングと我々は呼んでいますけれど、河床の状況がかなり悪くなっ

てしまいます。 

 これは同じくインドネシアのメラピ火山という火山流域の土砂流失です。火山から出てくる砂の

量と川から海へ出ていっている砂の量と、砂利採取を比べてみると、大体この量入ってくるものが

1ぐらいとして。川から海へ出ていくのも大体1。その時に6～7ぐらい砂利採取するということで

すので、全く土砂が不足してしまうということです。 

 これは砂利採取のざっくりとした概念図なのですが、砂利採取の活性度を時系列的に調べたもの

ですが、火山噴火が赤ですが、火山噴火が起こると砂利採取は非常に活発になるという所が分かる

わけですが、1997 年か 1998 年がここインドネシアで経済危機があった年で、経済危機が起こると

砂利採取が少し活性化する。それから、図のＲＡ（Regional Autonomy）というのは地方政府に色々

な権限を譲渡したという年ですが、これもきっかけとなって少し砂利採取が活発になったという状

況があります。 

 これは、経済危機が起こると仕事が無くなった人々がいっぱい出てきて、その人たちがみんな砂

利採取をしてしまうということで、砂利採取が活発になった。それから、地方に色々な権限を譲渡

した結果、砂利採取による税収入がみんな地方に入ってくるということになって砂利採取が活発に

なったという側面があって、かなり社会経済的なインパクトも過剰砂利採取には大きいということ

です。日本では砂利採取は完全に規制されていますので少し状況は違うのですが、世界的に見ると、

かなり色々な自然的、社会的インパクトが砂利採取に影響して、それが流域の荒廃を招いて災害を

引き起こしているという側面もあると。 

 これは、先ほど複合土砂災害ということを話しましたが、先程のものは一つの台風のイベントの
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中で色々な災害が継続して起こって、最終的に深層崩壊が起こって大災害が起こるという複合災害

でしたが、これも一つの複合災害。というのは、インドネシアの事ですが、大噴火が起こって、そ

の後、火砕流・土石流災害が起こって、その後、河床上昇が起こる。こういう土砂がいっぱい出て

くる事によって災害が起こる。その後、資源活用として砂利採取を活性化する。それから、それに

頼った社会構造ができる。さらに過剰砂利採取は続く。それによって、河床低下や洪水時の弱点が

いっぱい形成される。それから環境も悪くなる。ただ、こういう一度活性化して、それに頼った社

会構造になると、砂利採取は中止が困難になってくるということで、どんどん流域が荒廃してきて

災害のポテンシャルが上がってしまう。これも全てこの大噴火が起こったということがきっかけで

一連のことが起こっていると見ると、これも一つの複合土砂災害であるということで、ここで資源

の話と災害の話が少し結び付いたかなというところです。 

 そういうことで、資源活用をしていくに当たって、日本では主に河床低下や環境改善の為に、こ

ういった排砂、通砂、置き土、バイパス、河川や貯水池ではこういう対策をして、なるべく土砂を

下流へ流そうと置き土をしたりしています。それから砂防の方では、透過型砂防ダムが造られると

いうことで、ツールとしてはあります。災害時に異常な過剰土砂供給があった時にこういった土砂

をどうするのか。一体どのように土砂を管理するのかということも、あらかじめ考えておくことは

大事かと思います。 

 例えば火山地域で噴火が起こる。ただ、砂利採取も必要であるといった場合に、時々起こる大災

害に対しては砂防事業である程度緩和して、その後、砂利採取を管理しながら河川事業と連携する

ということで、砂防と河川と砂利採取が連携した一つの対策が必要と。これも一つインドネシアを

対象にしたお話ですが、こういったものが重要だというところです。 

 土砂管理をする上での色々なツールはあるわけですが、そのような策が良いのか、悪いのかとい

う評価が必要になってくるわけですが、これが皆さんも困っている所かなと思います。評価軸とし

ては社会経済状態的に現在どの辺にいて、色々な土砂管理策をした後にその状態が良くなるか悪く

なるか。これが一つの評価になるわけですが、これをどう評価するのか。それから、総合土砂管理

の要点は、安全、利用、環境ですので、この三つの軸で現在の状態が将来どうなるのかということ

を評価しないと、この土砂管理は非常に優れているとか、これはあまり良くないという評価が出来

ない事になるわけです。 

 そういった場合に一つ難しいのは、いわゆる生物的な、例えば水生生物の評価、環境保全や環境

改善の評価が出来るのかということです。こういったことも大学で少し今、研究を進めているとこ

ろではあるのですが、現在のところはなかなかこれをちゃんと適切に評価する方法がありません。

それは、一つは物理環境と生息場の関係がいまいちよく分かっていないということも一つの理由で

す。 

 それから、土砂管理をする上では、一体どういう河川が望ましいのかという目標も決めないとい

けないわけですが、これまでは、なるべく河道は、ある計画河床だからとか、あるところになるよ

うに管理をするということですが、例えば生物的な観点からすると、ある程度河床が変化するとい

うことがどうしても大事になってくる。同じ状態で固定するというのはあまり良くなくて、ある程

度変化する河道を造るということが大事になってきます。 

 例えば河床がずっと上昇一本の傾向というのはあまり良くないし、当然、河床位が治水・利水上

の上限値を超えるとまずいということです。こういうものはあまり好ましくないし、どんどん河床

が低下してしまうというのも将来的には利水的にも問題が出てくるし、環境上もこういうものはあ

まり良くない。どこかある程度変動があるという川の状態が、環境上は望ましいと考えます。ただ、

治水・利水上の限界値の範囲内で、いかに変動させるかということです。 

 どういう変動が良いのかということはまだまだ研究のレベルであるわけです。時々、限界を越え

てもいいよという事になればこういうものもあります。こういう変動を与えるというのは、いかに

土砂を供給するかということですので、これは砂防としての一つの任務になってくるかと思います。
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いわゆる土砂供給をコントロールすることによって、川の変動を与えるということです。そういっ

たことが将来的には大事になってくるのではないかなと思っています。そういう評価の管理の目標

というものもなかなか今見つけにくい状況ではありますが、目標をどのように決めていくかという

ことも、行政の方々としては大事な問題かなと思います。 

 先ほどちょっと言いましたが、ちょっと話が前後しているのですが、評価手法が問題です。特に

安全、利用、環境的にどう評価するかということで、一つ研究として今やっている、非常に単純な

事なのですが、先ほどのメラピ火山の流域で、ある河道を対象にして砂利採取をどうコントロール

するか。例えば砂利採取を、量を色々変化させていく。当然、沢山砂を取ると河床が低下しますの

で、それには床固めをいっぱい入れないといけないということになりますので、これは砂利採取量

の色々なケースを見せているわけですが、砂利採取のコントロールと床固めをどう入れるかは河道

整備とは連携して行う。それを数値計算で調べてみたということです。 

 計算した結果ではなくて示したいのは、一つの評価方法として、縦軸が河床の平均粒径で、この

平均粒径というのは環境を評価する一つのパラメータです。これが全てを表しているわけでは無い

のですが、一つのパラメータとして平均粒径。こちら側は、例えば橋脚の安定です。橋脚が洗掘さ

れると危険になってくる、こちらは危険側、安全側、これは土砂をどれだけ取るかという量です。

いわゆるこれが安全軸、それから利用軸と環境軸と。 

 河床変動計算をすると、平均粒径がどう変化するかということや、洗掘深がどうなるかという評

価ができます。それから、シナリオで土砂の利用量が分かっていますので、砂利採取量を規定して

いますので、それで利用が分かるということで、例えばケース 1 ですとこのようになる、ケース 2

だとこうなるというものが出来てくる。この中で一体どれが良いのかという評価をしないといけな

いわけで、一応、安全、環境、利用の面から状態がどうなるかという答えが出てくる。しかしこれ

らケースの内どういうものが良いのかということが実は全然まだ分かっていません。 

 例えば実態がこれで、もしも目標がこれだと設定されたとしたら、この目標を設定するというと

ころが難しいのですが、いかにこの目標に近いかという評価をしないといけないということで、例

えばこれもまだアイデアの状態ですが、目標を表す三つの軸、危険を表す安全、利用、環境という

三つの軸があって、それぞれに目標値と目標に対する現在の実態がある。ある策をやるとこういう

状況になって、ある策をやるとこういう状況になるとした場合に、一つの考え方としてこれを法線

ベクトルで示す。面積に応じてベクトルの大きさを決めてやって、これが目標値ですので、それぞ

れのベクトルとの差を取って、それが最上位になるものが一番良い策であるとする。これも評価の

一つのやり方かなと思います。まだこれから研究するということですが、とにかく何らかの方法で

この三つの軸から評価しないと、土砂管理の策が良いのか悪いのかが言えないということです。 

 最後に、こういった研究を通してこれからやらないといけないと思う砂防技術的な話ですが、一

つは、降雨の極端現象に対して適用する砂防技術を磨く。それから、特に複合土砂災害に対する警

戒・避難をこれからどうしていくか、今の土砂災害警戒情報では多分ちょっと不十分ではないかな

と思っているところです。それから、土砂資源の量と質をモニタリング、これは先ほど言ったよう

に砂防が土砂資源を握っているというところで、これをいつでも河川の方に、「これぐらい欲しい」

と言えば「これぐらい砂防が持っているのでこれぐらい与えましょう」みたいな話が出来るように

しておかないといけない。それから、もちろん土砂資源をコントロールする技術も磨かなければい

けないし、最後に、土砂管理策を評価する技術もまだまだ未熟であるということです。実際、これ

から総合的土砂管理を進めていく上では、評価手法が向上する事も大事だと思います。 
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枕崎市（鹿児島県）
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降雨特性の変化
の方向性

R

r

現在

����

����

������

より安全

R: ��雨� r : ��雨�

15

降雨特性

成功大学防災研究センター提供

高雄県茂林郷御油山

高強度，長継続時間 極めて多量
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台風の特徴

08/03 
台風形成

08/06 
陸上台風警報

08/07 
降雨開始

08/08
豪雨

08/10
台風消散

08/05
海上台風警報

八八水災 8月3日に発生
8月7日23時50分ごろ
東部の花蓮県に上陸

8月8日14時ごろ
北部の桃園県から抜ける

最少気圧
９４５ｈPa

大型で強く，遅い

16

深層崩壊と天然ダム

南投県 2個 決壊１ 未決壊１
台南県 1個 決壊１
高雄県 9個 決壊5 未決壊4
屏東県 3個 決壊2 未決壊１
台東県 1個 未決壊１

18
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異常土砂堆積

高屏渓支川
荖濃渓

19

特徴

 ある地域，または流域全体，または流域を越えて，様々な土砂
移動現象（表層崩壊，深層崩壊，土石流，天然ダム）が広範囲に
，同時または連続的に発生

 情報伝達システムの障害，避難システムの障害，救援活動の障
害

 住民の判断の限界

結果として
 甚大な被害（壊滅的被害）
 異常堆積，異常侵食
 災害後の土砂の処理

21

連続した
土砂移動プロセス

���災�

土��

��

����

����

��→��

成功大学防災研究センター
23

災害の特徴

高強度，長継続時間，広範囲の降雨
多数の深層崩壊，天然ダムの発生
複合土砂災害

多様な土砂移動現象が連続的に発生
異常土砂生産・流出
橋梁被害
流木被害

20

高雄県甲仙郷小林村の
大災害

�害��

22

�����

死者500人以上
台湾 林務局提

幅800m 長さ2.5km
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避難経路

25

黄金寳さん

第9号橋

太子宮

第8号橋
×

27

黄金寳さん

第9号橋

太子宮

第8号橋
×

×

29

黄金寳さん

第9号橋

太子宮

第8号橋

黄金寳さんの証言
(NHK取材班の協力）

26

黄金寳さん

第9号橋

太子宮

第8号橋
×

28

黄金寳さん

第9号橋

太子宮

第8号橋

×

天然ダム

深層崩壊

30
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黄金寳さん

第9号橋

太子宮

第8号橋
×

天然ダム

深層崩壊

31

災害翌日

成功大学防災研究センター

高雄県消防局提供 33

警戒避難情報

B

A

C

D

地形，地質
基岩形状
土層厚
岩盤浸透，土中パイプ

異なる地盤条件
崩壊に対する異なる耐力
異なる発生条件
異なる発生形態

異なる形態のものが異なる
タイミングで複合的に発生

指標は何か

35

黄金寳さん

第9号橋

太子宮

第8号橋

×

天然ダム

深層崩壊

32

土砂移動プロセス
時系列

黄色警戒
レベル

赤色警戒
レベル

8号橋被災

9号橋被災

深層崩壊

天然ダム決壊

34

崩壊発生指標
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竹田市瀬ノ口の斜面

斜面土層内水分量

防府市真尾の斜面

斜面土層内水分量
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斜面崩壊警戒情報

B

A

Vb: 限界水分量

Va: 限界水分量

限界水分量

土中水分量の予測と計測
もしも地盤情報が
得られれば

37

各斜面の崩壊に対する
耐力

Water content [m3]

0 20000 40000 60000 80000

R
ai

nf
al

l i
nt

en
si

ty
 [m

m
/h

r]

0

20

40

60

80

100

120
28.9 [deg]
26.6 [deg]
24.3 [deg]
21.8 [deg]
19.3 [deg]
16.6 [deg]
14.0 [deg]
11.2 [deg]

Water content [m3]

20000 30000 40000 50000 60000 70000

R
ai

nf
al

l i
nt

en
si

ty
 [m

m
/h

r]

0

20

40

60

80

100

120
x = 60 m
x = 120 m (original)
x = 180 m

斜面長と土層内水分量の関係 表層面勾配と土層内水分量の関係

Slope No. L [m] B [m] H [m] θ [deg] Wp [m3]
1 165 280 50 16.9 41508
2 133 558 50 20.6 37948
4 170 131 60 19.4 54889
6 161 279 60 20.4 53942
7 168 154 50 16.6 41597
8 131 402 40 17.0 27106
10 187 76 60 17.8 55761

39

0 1km
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③
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⑩

⑪

⑫

：自立できない斜面

：対象斜面

：崩壊が発生しない斜面

崩壊なし

Case1

41

0 1km
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③
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⑨

⑩

⑪

⑫

：自立できない斜面

：対象斜面

：崩壊が発生しない斜面

緒方川流域（大分県竹田市瀬ノ口地区を含む流域）

流域規模の
崩壊発生予測

集水域に分割
任意の斜面を抽出（集水
域ごと）
基岩面勾配の仮定
自立できない・崩壊しない
斜面を除去（表層面勾配か
ら）
先行降雨を与え、自立でき
ない斜面を除去
対象斜面

38

入力降雨

Time [min]
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Case2 (R=1608mm, rpeak=32mm/hr)
Case3 (R=1608mm, rpeak=96mm/hr)

Case1 : 2005年台風14号の降雨
Case2 : Case1の継続時間を3倍
Case3 : Case1の降雨強度を3倍

40

斜面⑥→②→④→⑩の順に崩壊が発生

0 1km
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：崩壊が発生しない斜面

：崩壊が発生する斜面

Case2
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斜面⑥→④→②→⑩→①→⑦の順に崩壊が発生

0 1km
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⑩
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⑫

：自立できない斜面

：対象斜面

：崩壊が発生しない斜面

：崩壊が発生する斜面

Case3

43

農地形成
建設材料（砂利採取）
河床低下，海岸侵食の改善
河川環境の改善
ろ過材，肥料，その他

45

土砂資源利用の持続性

土砂資源としての利用
地域経済のため
雇用のため

違法が堂々
と

47

Slope No. Time of occurrence [min] Sediment volume [m3] Slope No. Time of occurrence [min] Sediment volume [m3]
6 9711 16.0×106 6 3147 3.72×106

2 9974 23.5×106 4 3185 2.27×106

4 10050 4.71×106 2 3208 8.03×106

10 10400 2.19×106 10 3296 1.49×106

1 3454 6.92×106

7 3494 4.17×106

Case2 Case3

46.4×106 m3 26.6×106 m3

降雨強度が弱い降雨（Case2）の場合

→流域内の一部分で大規模崩壊が発生

降雨強度が非常に強い降雨（Case3）の場合

→流域内の至る所で小規模な崩壊が同時多発的に発生

発生時刻と生産土砂量

44

��ン�����

4�後

��後

13�後

農地形成

噴火後のサンドポケット内

46

河床低下

48
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人工的アーマリング

49

自然的・社会経済的
インパクト

Putih River

19951990 20102000 2005

P.F P.F P.F

E.C R.A

E.C = Economic Crisis

P.F = Pyroclastic Flow

R.A = Regional Autonomy

Year

Activity Putih River
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E.C = Economic Crisis

P.F = Pyroclastic Flow

R.A = Regional Autonomy

Year

ActivityBoyong River
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P.F = Pyroclastic Flow
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Year

Activity Boyong River
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P.F = Pyroclastic Flow
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Year

Activity

Gendol River
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E.C = Economic Crisis

P.F = Pyroclastic Flow

R.A = Regional Autonomy

Year

Activity Gendol River

19951990 20102000 2005

P.F

E.C R.A

E.C = Economic Crisis

P.F = Pyroclastic Flow

R.A = Regional Autonomy

Year

ActivityWoro River

19951990 20102000 2005

P.F

E.C R.A

E.C = Economic Crisis

P.F = Pyroclastic Flow

R.A = Regional Autonomy

Year

Activity Woro River

19951990 20102000 2005

P.F

E.C R.A

E.C = Economic Crisis

P.F = Pyroclastic Flow

R.A = Regional Autonomy

Year

Activity

51

置き土�����

土砂�����

排砂，通砂
置き土
バイパス

透過型砂防ダム ��ダム

53

メラピ火山からの
平均土砂生産量
1.2x106m3/year

農地等から
土砂生産量

0.24x106 m3/year

土砂流出量
1.46x106m3/year

砂利採取
5～6x106 m3/year

砂利採取
1.07x106m3/year

メラピ火山地�の土砂��

持続的砂利採取管理
砂防事業，河道整備とともに

0 5 10

Km15

N

Progo River

Opak River

ジョクジャ
カルタ

メラピ火山

50

一つの複合土砂災害

 大噴火
 火砕流，土石流災害
 河床上昇による災害
 砂利採取事業の活性化とそれに頼った社会構造
 過剰砂利採取
 河床低下，河川構造物の不安定化
 洪水時の弱点の形成
 河川環境の悪化，流域の荒廃
 一度活性化した砂利採取事業の中止は困難

時間

52

過剰土砂供給

異常堆積土砂

54
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������砂管理

河川事業

砂�事業

バッファーゾーン
砂利採取管理

サンドポケット

55

水生生物の生息場
評価����の��

土砂水理学的な物理環境の評価
物理環境と生物生息場の関係
自然的、人的インパクトの影響評価

・洪水、崩壊、噴火
・貯水池
・排砂、置き土砂
・森林開発
・砂利採取

57

時間

河床位

現在 将来

治水利水上の下限値

一方向変化

治水利水上の上限値

河床変�の�����
�����の��

59

経済 安全

利用

環境

土砂管理策の評価軸

社会

現在

将来

将来

現在
将来

将来
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時間

河床位

現在 将来

治水利水上の下限値

一方向変化

治水利水上の上限値

河床変�の�����
�����の��

58

時間

河床位

現在 将来

治水利水上の下限値

治水利水上の上限値

河床��の�����
�����の��
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時間

河床位

現在 将来

治水利水上の下限値

河床��の�����
�����の��

61

Mount Merapi

Progo R.

Opak R.

Mount Merapi

Progo R.

Opak R.

Q = 83.1 m3/s

Cases 1, 2a, 2b

I = 0.0015

I = 0.0015

dm = 1 mm
L = 30 km
B = 200 m

Q = 83.1 m3/s

Cases 3a, 3b

安全，環境，利用の変化
Cas
es

Sediment Control 
Structure

Sand mining volumes
(m3/year)

1 No No
2.a No 1.44x106

2.b No 0.72x106

3.a Groundsills 1.44x106

3.b Groundsills 0.72x106

63

実態と目標
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治水利水上の下限値

河床��の�����
�����の��
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RP1, T = 10 years
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安全，環境，利用の変化

64

���法の���

法線ベクトルの大きさ，位置，方向

危険度

河床材料

砂利採取量

目標 策１ 策２

T
A1

A2

T An- min
66

― 51 ―
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◎討議結果報告（第1分科会） 

「山地流域における流砂の把握と砂防設備による土砂移動制御の検証について」 

 

 第1分科会の報告をさせていただきます。関東地方整備局で河川計画課の課長補佐をしておりま

す熊澤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 第1分科会では、「山地流域における流砂の把握と砂防設備による土砂移動制御の検証について」

ということで、今年度につきましては、平成 20年度後半から、本年度もそうなのですが、全国的に

掃流砂量の観測であるとか浮遊砂量の観測などが進められておりますので、そういった観測を行う

上で、行政的な課題、技術的な課題、データの蓄積・保管に関する課題などを取りまとめるという

会議をしました。 

 第1分科会の進行スケジュールですが、1日目は、代表的には 4流砂系からの取り組み事例紹介、

あと、流砂計自体の実物を国総研の方から持ってきていただいて、それぞれの観測機器がどういう

役割を持っていて、どういう維持管理をしていくのかという紹介をいたしました。2 日目につきま

しては、1 日目の議論の紹介を踏まえて、どういった課題があるのか、その課題を解決する為には

どういった事が今後必要なのかというところについて議論をいたしました。 

 1 日目の代表水系の事例紹介ですが、４つの流砂系から紹介をしていただきました。一つ目が十

勝川水系、北海道開発局の方からご説明していただきましたが、説明の中では、積雪寒冷地のため

河川が結氷すると、そういった所で掃流砂の計測計が設置できなかったという紹介がありました。

また、出水後に流木が非常に観測装置に引っ掛かって、維持、メンテナンスの面でちょっと問題が

あったというご紹介がありました。 

 2 件目ですが、天神川、中国地方整備局の方からご紹介がありました。こちらにつきましては、

河川区間、海岸への土砂供給の観点から観測地点を選定する為ということで、こちらはまだ観測機

器が設置されていないのですが、どういうポイントで観測地点を選定していったかというご紹介が

ありました。これら2事例が、どちらかというと平成20年度後半から21年度にかけて全国的に基

準点付近で設置されている観測機器に関するご紹介という形になります。 

 3 件目のご報告としまして、常願寺川、こちら北陸地整からの報告がありました。こちらは連続

した透過型砂防堰堤の効果の検証、新しいシャッター砂防堰堤の効果の検討というご紹介がありま

した。連続した既設の砂防堰堤をスリット化した後に、実際流砂にどういう影響を及ぼすのかとい

う観点で観測をされておりましたので、その事例の紹介と、あと、出水時に開閉するような新しい

砂防堰堤がありますので、その砂防堰堤の効果を検証するために今後観測が必要な内容についてご

紹介をいただきました。また、新しいハイドロフォンの設置方法ということで、スリット部の縦方

向にハイドロフォンを設置して、縦方向とか立体的に流砂の流れを観測するような取り組みをされ

ておられましたので、その報告をいただきました。 

 4 番目は飯豊山系。こちらは北陸地方整備局になりますが、こちらの方も連続した透過型砂防堰

堤の効果検証。既設砂防堰堤のスリット化による既設透過化の検証について事例をご紹介していた

だきました。 

 こういったご報告を受けて全体討議をしたわけですが、今回の討議の論点としましては、監視・

観測、経常的に土砂がどのように出ているかというのを監視していく、また観測していくという観

点でどういう課題があるのかというのが一つの論点です。二つ目に、先ほど事例紹介がありました

3番目、4番目に当たると思うのですが、砂防施設をスリット化したとか、そういう効果を検証する、
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評価していくためには、どういった課題があるのか。三つ目の論点が、監視、観測、検証、評価と

派生的に出てくる、その精度を高める為のものですが、研究技術開発といった観点での課題のよう

なものについて議論いたしました。 

 討論の結果です。まず技術的な課題といたしまして、1 点目の論点。監視、観測については、北

海道の方からご紹介があった冬季の結氷対策、これは実際、川の所が凍ってしまって観測ができな

い。ここをどういうふうに観測するのか。こういったところについては、今後、技術開発なり何か

が必要なのではないかというところが課題として挙がってきたと。 

 データ容量の圧縮。これは何の事かといいますと、今やっているデータ観測というのが非常に 

データ量が膨大である。データ量が膨大なために、かなり頻繁にデータを回収して、それを解析し

ていかなければならないという課題がありまして、冬季の積雪期間などは実際にデータ回収が出来

ないために、観測が出来ないといったような課題もあります。こちらについてはデータ圧縮方法等

について改善が必要だろうという課題が挙がりました。 

 澪筋の変化が激しい河川での対応としまして、非常に広い河川などでは澪筋が頻繁に変わるので

すが、ハイドロフォンや流砂量計を全面に付けるわけにはいきませんので、そういった所でどうい

う観測方法をすべきなのかというところが課題として挙がっています。 

 維持・管理方法。定常的に監視、観測していくための維持と管理をどういうふうにしていくのか

というところです。検証につきましては、検証のために間接的な監視も当然大事なのですが、直接

的監視方法についても並行して確立していく必要があります。 

 研究技術開発としまして、雨量強度と流出土砂が変化するような要因が発生した場合の対応。例

えば森林変化、地震、砂防施設の完成等について研究開発を進めていく必要があるのではないかと

いう意見でした。 

 行政的な課題ですが、各機関の情報共有方法について課題があるのではないか。得られたデータ

をどういうふうに公開、活用していくかどうか。その辺のルールづくりがまだしっかり出来ていな

いので、その辺の枠組みをしっかり作る必要があるのではないかというところです。 

 設置の際の他機関との調整に非常に苦慮しているという事例がありました。国有林内であったり

国立公園内であったりということです。また、占用協議、観測機器を設置するために、河川の専用

協議等、河川橋梁等の占用協議が必要になるのですが、その際に、今回、全国的にやられている土

砂量観測の目的自体がきちっと整理されていないという問題もありまして、その協議の際の説明に

苦慮しているというところがあります。こちらについては統一的な見解が示される必要もあるので

はないかという見解がありました。 

 電力供給に関しては電力会社との調整。こちらは時間的な問題です。あと、定常的に監視を続け

ていくということなので、維持管理の費用が必ず問題として出て来るというところが課題として挙

がっております。 

 こういった課題を取りまとめますと、流砂を定常的に監視していくためには、定常的に監視をす

るための予算を含めた枠組みづくりがきちんとなされる必要があるというところ。また、行政担当

者は人がころころ替わっていきますので、監視、監督、そのデータ公開、目的説明、調整等をする

ために、目的がきちっと整理されたような文書みたいなものがないと、監視目的自体がぶれてし 

まって正しい観測ができなかったりするのではないか。またその調整にも苦慮しているということ

なので、そういうところが必要ではないかというところが結論です。以上でご報告を終わらせてい

ただきます。 
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◎討議結果報告（第2分科会） 

「大規模土砂災害に対する危機管理について」 

 

 第2分科会の報告をさせていただきます。九州地方整備局河川部で建設専門官をしております瀧

口といいます。よろしくお願いいたします。 

 第2分科会のテーマは「大規模土砂災害の危機管理について」です。趣旨を述べさせていただき

ますが、大規模な土砂災害が切迫している場合、ひとたび発生すると広範囲に多大な被害が及ぶと

ともに、時々刻々と状況が変化し、リスクの把握に技術力が必要。大規模な土砂災害が切迫してい

る状況においては、効率的に迅速に対応し、市町村が適切に住民の避難指示の判断等を行えるよう、

被害の想定される区域、時期の情報を提供する必要がある。 

 この分科会では、大規模土砂災害として、新潟県中越地震、岩手・宮城内陸沖地震のように、地

震によって広域に様々な土砂移動現象が発生する場合、それから集中豪雤により斜面崩壊、土石流

が集中的に発生する場合。3番目として火山噴火に伴う土石流が発生する場合。4番目は鶴岡市七五

三掛（しめかけ）地区のような大規模地すべりを対象とし、危機に対応しての迅速な行動につなげ

ることを目的として、これらの大規模災害に直面した際の迅速な対応手法や技術の課題解決策に関

する事例紹介を交えた討論を行いました。 

 分科会を進めるに当たってどのように進めていこうかと座長として悩んだのですが、やはり、大

規模土砂災害を経験している人と経験していない人の持っている情報の差が非常に大きいので、統

一的な議論はなかなか進められないという事があります。そういったことに配慮して議論を進める

という形で、「ねらい」と書いてありますが、まず一つは、先ほど言いましたように大規模土砂災害

の経験者と経験の無い者の情報の共有を図りました。 

 私自身も、座長をしていますが、大規模土砂災害の経験がなくて、訓練等しかしたことがないの

で、何となく漠然とした不安というものがあるのです。それで、そういった不安を経験されていな

い方は、経験されていないことが普通だと思うのですが、持っているのではないかということで、

事例紹介をとにかくいっぱいする。いっぱいすることによって、何となく自分も災害を経験したよ

うな気になってもらって、そのまま職場に戻った時に、そういった訓練とか、どうすれば良いかと

いうことを考えてもらうというのが狙いの一つにしました。 

 二つ目なのですが、それが当事者としての意識付け。これも職場に持って帰ってもらって、その

時に大規模土砂災害の担当をする一人になるとして、今時点で不安に思っている事や、その不安を

解消する為にやりたい訓練などについて班別で議論をしていただいて、それを具体的にやってみよ

うかという気になってもらえれば分科会をやったかいがあったかなと思ってやりました。 

 一つ目が事例紹介なのですが、1日目から 2日目にかけてたくさんやっております。一つ目が岩

手・宮城内陸沖地震の対応ということで、東北地方整備局の専門官にご紹介をいただきました。た

だ特に岩手・宮城地震では、今、土砂法が改正の継続審議になっているということで、具体的に天

然ダムの対応をされた事例ということで、特に天然ダムが発生して、調査をして、湛水する範囲と

か、あと、氾濫シミュレーションをして市町村に提供したという事を情報としていただきました。 

 こういった作業が、今後我々がやらなければならない作業になるのだろうということを共有しま

した。それから中越地震の対応ということで、中越地震は、天然ダムという言葉が出てきた地震災

害で、その時の対応ということで、初めての経験ばかりだということで大変だった点を紹介いただ

きました。同じ地震でも、中越地震は平成16年で岩手・宮城内陸地震は20年です。この間4年間
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たった後でどういった変化が土砂災害対応にあったのかという議論をしましたが、中越のときに比

べると、色々な条件はあるのですが、対応スピードがかなり速くなった。そういったことが共有化

されています。今後、次に経験する時になると、多分かなりスピードが求められるのではないかと

いうことを議論いたしました。 

 それから、広島県の庄原市は豪雤災害の対応ということで、中国地整の太田川の松下課長にご紹

介をいただきました。これは、地震や火山とは違いまして風水害で土石流が頻発した場合の対応で

あるということと、あとは、直轄管外にTEC-FORCE隊員の派遣が行われた。色々な時点から行われ

たという事例があって、TEC-FORCE として出るのには色々な条件があるということを学びました。

その時の大変だったご苦労とか、色々解決すべき問題があるという事をご紹介いただきました。な

かなか悩ましい状態、特に人員が少ない中で対応しなければいけないという問題とか、あとは、自

分の所管するところも災害が起こりそうなのによそに手伝いに行かなければいけないという状況も

あるので、これはちょっと問題かなと思いました。 

 それから七五三掛地すべりの対応。これは東北地整の新庄河川の専門官にお話しいただいたので

すが、地すべりが動き始めたという事情が分かってから、大変時間がたってから対応することに 

なったのですが、その経緯とか、これはどちらかというと技術的というより、行政区の調整という

か、地すべり防止法の問題とか、そういったところの色々な問題を話していただきました。 

 それから防府市のTEC-FORCEでの経験を踏まえて、四国地整の藤本係長にご説明いただきました。

先程の話に出たTEC-FORCE条件により、四国地整の藤本係長は TEC-FORCEとして行ったわけではな

くて、お手伝いに行ったということですが。その時に、土石流危険渓流の点検をされているのです

が、その時の点検のやり方、ABC判定をするのは非常に難しいといった話をしていただきました。 

 それから、浅間山の噴火を想定した訓練を投下型ブイの設置訓練ということで、関東地整の利根

水系砂防の専門官から発表していただき、浅間山噴火を想定した訓練と合わせて、投下型ブイの設

置の訓練をやっていますので、投下型ブイというのはこういうものでこういう機能があるというこ

とを皆さんで情報共有できたこと。 

 あとは大規模土砂災害を想定した訓練の効果と課題ということで、日光砂防の各専門員に発表し

ていただきました。日光砂防は経年的に大規模土砂災害の訓練をやっていて、年毎にみんながレベ

ルアップしているのです。それを如実に語っていただくと、継続するとやはりスキルというのは上

がっていくのだということが非常によく分かりました。あとは、対象とする参加者ですね、初めは

自分のところでやっていたのですが、だんだん組織も広がって、だんだん大規模に、大変だとは思

うのですが、より良い訓練になっているということを紹介いただきました。 

 それから、改正土砂法の公式説明というところで、砂防計画課の吉村補佐に、土砂法が改正され

るとこういったことをやる必要があるという話を伺いました。 

 それから最後ですが、長距離レーザー距離計の調査デモということで、実物の距離計、2 点間距

離を測る機械を持っていただいて、天然ダムを想定した場合に天然ダムの高さや幅を調査する機械

を紹介していただきました。 

 後半に班別で討議をしました。テーマを二つに絞りました。色々あるのでテーマを絞った方がい

いかと思って絞って議論しました1つ目が管内で大規模土砂災害が起こると想定した場合に、現時

点で何が一番不安か。また、大規模土砂災害を経験して得られた課題は何か。2 つ目が、大規模土

砂災害に備えてどのような訓練を行いたいか。どのような技術を身に付けたいか。ということを議

論しまして、持って帰って頑張ってもらおうかということです。 
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 不安な点としては、TEC-FORCE危険個所点検、ABC判定の難しさがあります。細かい内容は時間が

ないのでご説明しませんが、何をしていいか分からないという漠然とした不安がある。それから、

あとは、いっぱい問題があるのは分かっているけれどもこなせるかどうかという不安。作業が膨大

になると、例えば天然ダムは湛水状況が危ないという状態になってきた場合に、膨大な作業と危な

い状況ということで対応が間に合うかどうかというのは不安があるということが、議論した結果と

して出てきております。 

 これは不安な点なのですが、では不安な点を実際に解消するためにどういった訓練をやりたいか、

ということを個人個人で発表してもらいました。一つ目はやはり一番大事だと思うのですが、皆さ

んも多分派遣されることが多いと思うのですが、TEC-FORCEとしてのスキルアップ、ABC判定の技術

の習得が必要。あとは机上訓練だけではなく実地の訓練、実際にやる訓練というのが大事。あとは

慣れもありますので、ヘリに乗って、今どこを飛んでいるのかとか、レーダー距離計の使用とかを

習得したい。あとは天然ダムに対する正しい知識の習得。天然ダムというのはどういうものなのか。

すごく大変なもののように思っているので。どれぐらい大変なのか、また逆にどれぐらい大変では

無いのか。状況によっては大変では無いという場合もあると思いますので、その辺の知識を得たい。

それからマスコミ対応や資機材の取り扱いの習得をしたい、という意見をいただいております。 

 こういった訓練、色々な意見をいただいておりますので、こういったものを組み合わせて訓練 

パックのようなものを考えて、基礎的にはこういう事をやりましょうというのを決めたり、あとは、

色々な地整で色々な訓練をやっていますので、地整間で交流したり、訓練してレベルを上げていく

ということも考えられるのではないかと思いました。 
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◎討議結果報告（第3分科会） 

「土砂災害の警戒避難等における技術的課題について」 

 

 それでは私の方から第 3分科会ということで、中国地方整備局の建設専門官をしています横林と

申します。よろしくお願いします。 

 第3分科会では、「土砂災害の警戒避難等における技術的な課題」というテーマで議論をいたしま

した。まず趣旨ですが、土砂災害の被害を減尐させるためには、適切な避難行動で、早めに避難す

ることが重要ということです。土砂災害警戒情報につきましては、平成 20年から全国で運用されて

おりますが、その制度の課題が明らかになってきています。平成 12年から土砂法が公布されて 10

年ということで、警戒区域等の指定が進捗してきているという状況の下に、土砂災害の危険個所と

か警戒区域の位置を周知し、ハザードマップ、こういったものを団体毎に作成することが重要とい

うことです。そして、適切な避難行動を起こすためには、地域の自主防災の組織こういったものが

立ち上がって、日ごろから訓練していく、それで地域防災力の向上を図るということが一番ではな

いかということです。 

 本分科会では、こういった背景を基に、土砂災害警戒情報等による避難警戒対策の確立における

各地の先進的な取り組みを、情報を共有しつつ、課題の対応について議論を行うということでやっ

てまいりました。まず分科会の進行ですが、砂防部砂防計画課の越智補佐の方から話題提供という

ことで4点ぐらいいただいております。土砂災害警戒避難に関する概論、あとは情報伝達の関係で、

X バンドレーダ、あるいは斜面崩壊地調査、これが土研の方でいろいろ進められておりますが、そ

ういった情報。あとは、本省の方で進められています土砂災害口コミ情報、ツイッターを使用した

防災情報の収集、こういった情報提供をしていただきました。 

 あと、警戒避難等の発令の事例ということで京都府の事例、あるいは広島県加計町（太田町）の

事例。防災意識の向上ということで、今後は土砂災害防災教育の位置付けで、小学校の教科書にも

色々取り組みが載るという事の紹介をいただきました。 

 その後、議論の進行としては、まず情報共有ということで、各検査あるいは直轄の事務所から、

こういった警戒避難に関する対応ということで色々取り組みを紹介していただきました。まず、宮

城県の土木部さんから、分かりやすい情報提供、防災情報提供促進ということで報告をいただきま

した。特に災害時要援護者関連施設への対応ということで、施設の方が自らそういった情報を入手

してもらうような仕組みづくりの推進をしておられるという事例を紹介していただきました。 

 神奈川県さんからは、老人等が要援護施設には多いということで、避難訓練で特に施設内の 2階

へ避難するような、そういった訓練の取り組みを紹介していただきました。また、情報伝達のため、

その強化に向けて、一斉送信するような FAXやメールを運用しているという事例を紹介していただ

きました。 

 続きまして山梨県からは、市町村の防災の職員が緊急時に適切に対応出来ないということがあり

まして、その課題に対して研修会や避難勧告を発令した事例研究の実施ということの取り組み紹介

がありました。あるいは、土砂災害発生前の避難勧告の発令により人的被害を逃れた事例、こうい

った事例を紹介していただきました。 

 新潟県さんは色々な取り組みをされているのですが、土砂災害警戒情報の不足情報として、危険

度メッシュ等、各メッシュの災害時要援護施設を表示するという、そういった文書を自動的にメー

ル発信したり、市町村によって自動的に発信するというシステムを構築されているという先進的な
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事例を紹介していただきました。 

 石川県さんからは、災害時要援護者関連施設できめ細かいサポートをするということを目的とし

まして、砂防サポート隊といったものの創設や、日頃からの土砂災害に関する相談を受け付けると

いうことで、土砂災害の相談カウンターを設けたりしているという事例を紹介していただきました。 

 続きまして静岡県さんですが、市町村が避難勧告の判断、伝達のマニュアルの策定に関して説明

会の開催や技術的な助言を行うために、県の中にもそういったワーキングを立ち上げたり、市町村

にもワーキングを立ち上げて、それをサポートするような体制づくりをしているという事例を紹介

していただきました。 

 愛知県さんですが、局地的なゲリラ豪雨に対する土砂災害警戒情報の発令判断についてというこ

とで、局地的なゲリラ豪雨というのはなかなか周辺の観測所も観測出来ないという場合があって、

そういった場合の対応をどうするかということで問題提起がありました。 

 三重県さんからは、台風直撃が予想されていたために、前日から避難を呼び掛けて避難対応を実

施した事例とか、土壌雨量指数による避難勧告の発令基準を独自で作られたという事例をご報告い

ただきました。 

 愛媛県さんでは、モデル事業として、土砂災害危険個所の周知と誘導のための看板を設置するこ

とを住民と一体となってやっているという事例を紹介していただきました。 

 福岡県さん、佐賀県さん、大分県さん、直轄の事務所ということで、事例紹介あるいは問題提起

をしていただきました。 

 私の方から、昨年度ありました中国・九州北部豪雨、防府市の災害を中心にしたこの１年間の対

応状況ということで説明させていただきました。 

 本日になりますが、話題提供ということで、土研の方から斜面崩壊地検査の関係の評価手法と監

視技術、こういったものを新しい技術の開発という面で紹介していただきました。国総研の水野主

研から、土砂災害における課題、避難、警戒の現状と課題ということで、捕捉率も 75％と比較的高

いのですが、的中率と空振りが多いということが報告されました。そういった現状を報告していた

だきました。 

 最後に、4班に分かれてグループ討議を行ったのですが、二つの課題で特に議論を行いました。 

 まず、防災意識の向上をどうやって図ろうかという事です。その中で色々お話が出てきたのです

が、まず、県や市町村の行政内部の連携、特に最近要援護施設対応が重要となる中で、福祉部など

の内部と調整がなかなかうまくいっていないということで、内部の連携が必要という話がありまし

た。あとは自主防災会等における防災リーダー、こういった人が重要なキーポイントとなってくる

のではないかという話がありました。特に都区市部で、地域コミュニティーの形成強化ということ

が必要でして、きっかけづくりは、手づくりハザードマップとか子どもを対象にした防災教育をや

ることによって親も取り込むという形で、あとは避難訓練も重要だという話がありました。 

 防災意識を向上させることに付きましては、過去の災害、特に最近災害が起きていない所で避難

率が悪いという話も有りまして、昔の災害地で地域の古老から話をしてもらうことも有効ではない

かという話がありました。 

 それともう1点、頻繁に討議の中で出てきたのですが、情報伝達の手段の関係でして、豪雨時に

は広報車や屋外の防災放送ではなかなか聞き取りにくいということなので、防災ラジオとかコミュ

ニティーFM、緊急FAX等を使った多種多様な情報伝達手段が必要ではないかという話がありました。 

 最後にもう1点ですが、避難勧告。なかなか住民が自主避難してくれないということで、それに
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ついてどうやったら避難してくれるかということを議論しました。結果ですが、土砂災害警戒情報

は今市町村単位で出ておりますが、もっと細かい単位、あるいは町内ごととか、そういった単位で

発令されれば住民が自主避難してくれるのではないかという話がありました。あとは補足情報とし

て、土砂災害警戒区域、あるいは地形図とか地質、こういったものを重ね合わせた補足情報を出す

のが有効ではないかということがありました。あとは最後、河川水位の情報のような分かりやすい

情報をきめ細かく出すということが必要ではないかということがありました。 

 最後に地域防災リーダーの役割が重要ということで、今は結構お年を召した方がリーダーになっ

ておりますが、若い人の育成がもっと必要ではないかという話が出ました。 

 最後に、こういう取り組みをやってくわけなのですが、継続的な取り組みが必要で、やはり PDCA

サイクルのような、これは私の意見なのですが、こういった市町村あるいは地域に対して警戒避難

態勢試験計画みたいなものを作って、それを実行して点検して改善していく、これをぐるぐる回す

ような形で地道な努力を積み重ねていかないといけないという話がありました。 
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◎討議結果報告（第4分科会） 

「砂防事業実施の際の技術的な課題について」 

 

 第4分科会の座長を務めさせていただきました北陸地方整備局の浅井と申します。よろしくお願

いします。 

 第4分科会のテーマということで、昨日も説明があったのですが、「砂防事業実施の際の技術的な

課題について」ということで、現場で困っていることを議論しましょうということで、ざっくりと

したテーマだったので、どういう事に困っているのだろうかということで、事前にメンバーの方々

に、アンケートを取らせていただきました。多少同じような課題を持っておられる方がおられたの

ですが、全部ばらばらのような感じで、全体をまとめると、維持管理的なところ、それから設計上

の課題というのが大きなところです。あとは施工、コスト、試験、環境ということでした。 

 維持管理と設計上の課題というのは、皆さん、多く現場で持っておられるのかと思ったのですが、

設計という話になると結構細かいところがあったりして、県さんも入っている中ではなかなか全員

で議論するのは難しいかなという話と、設計上の話ですので理論的な話になりますのでこの場では

やめようということで、維持管理というものに的を絞って議論したいということで、維持管理にさ

せていただいたということです。 

 昨日の説明の中で背景ということで、現場で色々な課題があるという事と、特に砂防事業をやっ

てから130年ぐらい経過しているという中で、既存の資産が多くあって、それをきちっと有効に活

用するということは、やはりきっと適正な管理を行っていく必要があるだろうということで、そう

いうテーマを選んだということです。 

 進め方ですが、維持管理ということがメインですが、全般についてということを 1日目で実施し

ておりまして、その中でも特殊になるかと思いますが、私の北陸でも今年こういう水抜き暗渠（あ

んきょ）から土砂が流出したという事もあって、こういうことは下流に対して影響も有りますので、

こういうことも皆さん課題に思っておられたので、それを特出しするような形でさせていただきま

した。 

 1 日目の維持管理ということで、これも皆さんから事前のアンケート以降、事例紹介ということ

で皆さん出してくださいという話をしましたら、これも結構ばらばらな話がありまして、除石の話

があったり、点検や摩耗対策、住民参加型による維持管理、融雪出水時に被災した堰堤における応

急対策、そういう被災した事例だとか、そういうものがいろいろありました。ただ、やはりそれぞ

れ現場で抱えておられる問題だろうということで、これはやはりきちっと皆さんから出されたもの

については全て報告をいただいて、それぞれについて一応議論はさせていただくということで進め

させていただきました。 

 一個一個全部やったわけですが、特にここで少し議論したのは、点検をどうしていくのだという

話があります。国と県両方に意見を出して頂くと相当差があると。国の場合は年に 1回ぐらいは必

ずやっている。それ以上やっている。場合によってはヘリを使って流域の流出状況も含めてやって

います。ただ、一方では、都道府県の場合は数年に 1度やられている程度だということで、本当に

国と県とで相当差があるということを感じました。あと、ここで言う適正な維持管理というのはど

ういうことなのかというところも問題提起としてはありました。 

 これは設計基準が徐々に変わってきているという中で、昔の設計基準で造ったものは現状に合わ

ないという中で、それをどうしていくのだろうということが議論になったということです。 

 あとは、施設が老朽化しているという中で、今後それをどういうふうにして適正に管理していこ

うかということで、今、巡視点検では主に見た目で管理しておられると思うのですが、やはりそれ
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をもう少し定量化を図って、優先順位を付けながら計画的に維持管理していく必要があるのではな

いかという議論がありました。 

 ざっくりとすぐまとめになってしまいますが、点検の方ですが、やはり災害復旧の申請をする際

も適正な管理が求められますので、少なくとも 1回は目視でもいいから点検をしておくべきでしょ

う。ただ、今後の維持管理、計画的に補修、補強も含めてですが、やっていく際には、やはりそう

いったものの評価基準を定量化していく必要があるのではないかということがあります。 

 もう一つは計画的な改修ということで、そういった基準を設けて優先順位を付けながらやってい

く必要があるということ。それから補修、補強については、工法的なものについてはやはり情報を

収集して共有化を図る必要があるということを最後の取りまとめの結論とさせていただきました。 

 もう一つは水抜き暗渠からの土砂流出ということで、以前、平成 16年に本省土研の方で取りまと

められたものがありましたので、それの報告と、メンバーから出された事例紹介を基に議論をさせ

ていただきました。本省の方では、水抜き暗渠の目的や下流への影響について報告があって、あと、

どういう状況になったら土砂が流出するのかというところを色々調べたのですが、結論から言うと

よく分からないというところらしいのですが、ただ、ここで唯一言えるのは、やはり竣工後 5年か

ら10年たったものについては、事例の中ではある程度そういった土砂が流出しやすい傾向にあるの

ではないかということと、流出した土砂ボリュームは1,000から1万立米ぐらい、この辺が多い。

そういったものが事例の傾向としてあるのではないかということは報告されました。 

 後は事例紹介ということで、これは北陸の事例ですが、今年の 5月に松本の方であった土砂流出

の状況ということで、その際には雨が末期の状況だったのですが、約 8万立米ぐらいの土砂が下流

に流出して下流で氾濫しそうになったので、下流では土砂を取るということ、それから水抜き暗渠

の所に巨石を投入してふさぐという応急的な対策を行ったという紹介がありました。 

 まとめとして、まず水抜き暗渠を施工時にふさいでしまった方がいいのではないかという話も私

の方から問題提起をさせていただいたのですが、地すべりというのは特殊な例かもしれませんが、

そういった事を誘発する恐れも有るし、地下水位を上げると地下水の環境が変わってしまうとか、

色々あって、やはり単純にふさぐべきでは無いだろうという話が有りました。 

 それから対策工法については、施工中の転流だとか、あるいは施工中の安全管理はやはりちょっ

と問題があるという話があって、これについてはどうしていくのかというのはもう少し議論を深め

ていく必要があるということです。 

 それから、上流側からふさげれば一番いいのですが、どうしても上流側からというと、締め切り

の関係とか水の処理の関係がありますので、下流側からふさぐというのが比較的楽な方法になるの

ですが、その場合の外力の考え方というのは問題になってくるのではないかという話と、この水抜

き暗渠から土砂が出た場合には、もし何か災害等があれば管理瑕疵が問われる恐れがあるという話

があります。 

 結論としては、新設堰堤については土砂流出によって下流に被害が及ぶ恐れがあるという場合は、

必ずやはり何らかの対応をしておくべきでしょうという話。既設堰堤で、土砂流出を起こした堰堤

については、抜けた暗渠のみならず、多分暗渠もやはり何らかの対策を講じた方がいいという話。

それから、既設堰堤でまだ流出を起こしていない堰堤でも、土研の報告でもどこで起こるか分から

ないという話もありましたので、極力、先ほどの管理瑕疵という話もありますので、できるだけあ

らかじめ対策を施しておく。お金の関係もありますので、ハードでできれば一番いいのですが、そ

れが無理ならば、やはりソフト対策とか何らかの形で対策を講じておく必要があるということに討

議の中で話になりました。 
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Ⅱ．平成 21年度に実施した砂防調査の概要 
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Ⅱ.１ 各機関の代表的な調査の概要 
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【国土交通省】 

（北海道開発局） 
石狩川上流砂防事業の内 砂防区域表層崩壊危険度評価検討業務    （旭川建設部） 
大規模土砂災害危機管理計画検討業務                （札幌開発建設部） 
十勝川直轄砂防事業の内砂防施設に係る小水力発電可能性調査検討業務 （帯広開発建設部） 
樽前山緊急減災対策検討業務                    （室蘭開発建設部） 
 
（東北地方整備局） 
立谷沢川流域外水と緑の渓流づくり調査               （新庄河川事務所） 
阿武隈川水系土砂災害検討業務                   （福島河川国道事務所） 
栗駒山系深層崩壊危険箇所検討業務                 （岩手河川国道事務所) 
栗駒山系迫川流域状況調査                     （北上川下流河川事務所） 
 
（関東地方整備局） 
H21関東地整管内における大規模土砂災害の危機管理体制の業務    （利根川水系砂防事務所） 
H21鬼怒川流域総合土砂モニタリング業務              （日光砂防事務所） 
H21渡良瀬川流域土砂動態調査検討業務               （渡良瀬川河川事務所） 
H21深層崩壊斜面調査業務                     （富士川砂防事務所） 
 
（北陸地方整備局） 
奈川流域里山砂防モデル事業検討業務                （松本砂防事務所） 
姫川流域航空レーザー計測業務概要                 （松本砂防事務所） 
湯沢砂防事務所管内既設魚道機能調査検討業務            （湯沢砂防事務所） 
常願寺川水と緑の渓流づくり調査業務（外来植物対策効果調査）    （立山砂防事務所） 
手取川上流部掃流砂量調査解析業務                 （金沢河川国道事務所） 
手取川上流域監視システム改良業務                 （金沢河川国道事務所） 
焼岳火山噴火緊急減災対策砂防計画検討業務             （神通川水系砂防事務所） 
黒部川上流域崩壊状況調査業務                   （黒部河川事務所） 
土石流危険渓流基礎調査及び砂防施設点検業務委託          （飯豊山系砂防事務所） 
水と緑の渓流づくり調査業務                    （飯豊山系砂防事務所） 
平成 21年度 阿賀野川水系砂防事業検討業務             （阿賀野川河川事務所） 
平成 21年度 阿賀野川水系砂防管内猛禽類調査業務          （阿賀野川河川事務所） 
平成 21年度 滝坂地すべり対策検討業務               （阿賀野川河川事務所） 
 
（中部地方整備局） 
遠山川における新たな砂防施設整備の試み 

（設計 VEによる新たな砂防工法の発案と水理実験）      （天竜川上流河川事務所） 
平成 21年度 安倍川総合土砂管理計画検討業務            （静岡河川事務所） 
平成 21年度 御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討業務      （多治見砂防国道事務所） 
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平成 21年度 越美山系砂防流砂量観測施設検討業務          （越美山系砂防事務所） 
平成 21年度 富士山大沢川源頭域崩壊特性調査業務          （富士砂防事務所） 
平成 21年度 狩野川砂防情報機器整備計画策定業務          （沼津河川国道事務所） 
 
（近畿地方整備局） 
六甲山系砂防堰堤老朽化調査業務                  （六甲砂防事務所） 
大規模災害危険度調査業務                     （六甲砂防事務所） 
六甲山系斜面崩壊観測施設計画・設置業務              （六甲砂防事務所） 
六甲山系降雨・土砂災害等監視強化策定業務             （六甲砂防事務所） 
六甲山系航空レーザ測量データ解析・活用業務            （六甲砂防事務所） 
六甲山系警戒避難システム技術検証業務               （六甲砂防事務所） 
瀬田川砂防 GISシステム整備業務                  （琵琶湖河川事務所） 
瀬田川砂防管内他航空レーザ測量業務                （琵琶湖河川事務所） 
瀬田川歴史的砂防施設広報資料作成業務               （琵琶湖河川事務所） 
木津川上流砂防管内の流送土砂に関する調査             （木津川上流河川事務所） 
真名川砂防融雪土砂流流域調査業務                 （福井河川国道事務所） 
平成 21年度 亀の瀬地すべり管理手法策定業務            （大和川河川事務所） 
平成 21年度 亀の瀬地すべり挙動解析検討業務            （大和川河川事務所） 
 
（中国地方整備局） 
天神川砂防自然環境調査業務                    （倉吉河川国道事務所） 
広島西部山系小規模崩壊対応型施設検討業務             （太田川河川事務所） 
広島西部山系砂防堰堤工事発生土有効活用検討業務          （太田川河川事務所） 
 
（四国地方整備局） 
平成 21年度 吉野川・重信川流域調査外業務委託           （四国山地砂防事務所） 
 
（九州地方整備局） 
川辺川流域土砂収支検討業務                    （川辺ダム砂防事務所） 
霧島火山噴火緊急減災対策砂防計画の検討              （宮崎河川国道事務所） 
土石流検知センサー高度化に向けた調査検討業務           （大隅河川国道事務所） 
雲仙普賢岳溶岩ドーム地質構造検討業務               （雲仙復興事務所） 
 
 
【都道府県】 

福岡県土砂災害関連施設調査業務                  （福岡県地域河川部砂防課） 
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード

北海道開
発局

旭川開発建設
部

渓流保全工のた
めの環境保全対
策検討

H21 石狩川上流
小学校の沢

砂防施設を設置する事前の環
境調査をし、保全対策を考慮し
た施設を検討

自然環境の保全するために必要な
データ収集

当該地区の他の環境調査も含めた中で、
各専門分野の学識者の意見を受けながら
環境全般の調査

各種の貴重種が確認されたこと
から、多方面の学識者の意見を
基に保全対策を検討

渓流保全対策施設の
詳細設計に反映し工
事施工時の留意事項
も整理

環境砂防
環境調査
砂防構造物

北海道開
発局

旭川開発建設
部

表層崩壊発生危
険度評価

H21 石狩川上流
地区

危険度評価を実施するために、
対象地区の選定をしたうえで危
険斜面の抽出

降雨以外の新しい情報による斜面崩壊
発生予測技術の構築と、通報・巡視に
よらない監視・情報入手ルートの構築

・地質資料等収集
・Ｈ－ＳＬＩＤＥＲ法による地区選定
・簡易貫入試験による土層厚測定
・土質強度の設定
・観測器機設置

解析の結果から、崩壊危険面積
率が高い、白水川が崩壊発生危
険度が最も高い渓流と評価

土砂災害発生予測 斜面崩壊
崩壊監視
警戒避難

北海道開
発局

旭川開発建設
部

活火山対策基本
計画調査

H20-H21 十勝岳 十勝岳の火山噴火時に発生が
予想される融雪型火山泥流等
の土砂災害に対する、火山噴火
緊急減災対策砂防計画の検討

火山災害に対し、緊急対策を迅速かつ
効果的に実施し、被害をできる限り軽
減する

噴火、積雪条件の違いによる影響範囲と
被害の把握、火山噴火時の緊急調査計
画の検討、ハード対策の追加検討、関係
者有識者による検討委員会を開催

十勝岳火山噴火緊急減災砂防
の検討

十勝岳火山噴火緊急
減災砂防の計画策定

火山砂防
警戒避難
緊急減災対策

北海道開
発局

札幌開発建設
部

大規模土砂災害
危機管理計画検
討業務

H19～
H21

札幌開発建
設部管内

大規模土砂災害発生時におけ
る行動計画について検討

大規模土砂災害危機管理計画策定の
ため必須

資料収集
災害シナリオ作成
現状の防災体制の課題抽出
危機管理計画（案）の検討

大規模土砂災害危機管理計画
（案）を作成した

大規模土砂災害危機
管理計画の策定

危機管理計画

北海道開
発局

帯広開発建設
部

砂防施設に係る
小水力発電可能
性検討

Ｈ２１ 札内川、戸蔦
別川

砂防施設を対象とした小水力発
電の可能性の調査検討

小水力発電の可能性を検討し、既存砂
防施設等がCO2削減に寄与できるか調
べるために必要である。

・砂防堰堤の区分
・発電形式及び電気供給形態整理
・流量及び落差データの収集・整理
・水系別対象砂防堰堤一時選定
・需要施設及び周辺調査
・対象施設の抽出
・総合検討

周辺には、直轄の大規模電力消
費施設がなく、かつB/C＜１では
あるが、戸蔦別川８号砂防堰堤
の地震計に給電する施設を設置
する案が最適案とされた。

新規砂防堰堤検討・
設計時の基礎資料

小水力発電

北海道開
発局

帯広開発建設
部

表層崩壊危険度
評価検討

Ｈ２１ 札内川、戸蔦
別川

「表層崩壊に起因する土石流の
発生危険度評価マニュアル
（案）」を参考とした危険斜面の
抽出と表層崩壊危険度評価

高精度の物理的な観点からの危険度
評価を実施することにより、渓流が有す
る将来の崩壊課濃土砂量を定量化し、
適切な砂防施設配置を計画するのに
必要である。

・調査対象斜面の抽出
・土層厚の測定
・土質強度等の設定
・メッシュ分割
・危険度評価の実施
・崩壊可能土砂量の定量化
・検討結果とりまとめと今後の課題

表層崩壊の危険度は札内川流
域の方が、戸蔦別川流域よりも
崩壊危険度の高い結果となり、
過年度の崩壊地判読調査と一
致した。

砂防施設配置計画の
基礎資料

表層崩壊

北海道開
発局

室蘭開発建設
部

樽前山緊急減災
対策検討業務

H21.6.13
～
H22.3.25

樽前山直轄
火山砂防事
業区域

樽前山緊急減災対策検討業務 本業務は、的確な危機管理対応を実施
するため噴火シナリオ及び緊急対策ド
リルを基礎資料として、平常時からの
準備事項を整理し緊急対策の迅速か
つ効果的な実施に向け関係機関及び
学識者との連携を行い、樽前山火山噴
火緊急減災対策砂防計画を策定する
ため

対策ドリルの策定
平常時からの準備事項の検討
緊急対策開始のタイミングに関する検討
樽前山火山噴火緊急減災対策砂防計画
のとりまとめ
規模別泥流計算

対象とする火山噴火現象・規模
を想定し、関係機関・有識者の
意見を踏まえ、地域社会環境を
考慮し、緊急ハード・ソフト対策
実施方針、平常時からの準備事
項、関係機関との連携・調整方
法等を行うため「樽前山火山噴
火緊急減災対策砂防計画に関
する検討報告書」を取り纏めた。

「樽前山火山噴火緊
急減災対策砂防計
画」の立案

緊急減災

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

管内鳥類生態等
調査

H7 事務所管内 砂防施設周辺(施工中、計画)の
イヌワシ、クマタカの生息調査

砂防事業の推進とイヌワシ、クマタカの
保全措置を検討するため。

・行動圏調査
・営巣地調査
・影響予測等検討
・保全措置等検討

イヌワシ、クマタカの繁殖成否及
び行動条件、行動圏等を把握で
きた。

イヌワシ、クマタカの
生息に配慮した砂防
事業の実施・推進

環境砂防

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

最上川水系土砂
災害検討業務

H21 角川・銅山
川・鮭川流域

角川・銅山川・鮭川流域の深層
崩壊発生危険箇所の抽出

崩壊発生危険箇所やその規模などを
把握し、土砂災害を防止・軽減するた
め。

・深層崩壊の発生実績調査
・地質構造検討
・微地形要素検討
・発生危険渓流抽出指標検討
・発生危険渓流抽出

角川・銅山川・鮭川流域の深層
崩壊の発生の恐れのある渓流
が抽出された。

危機管理及び砂防計
画検討の基礎資料

深層崩壊
大規模崩壊

調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト
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平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

赤川水系外土砂
災害検討業務

H21 寒河江川・赤
川流域

寒河江川・赤川流域の深層崩
壊発生危険箇所の抽出

崩壊発生危険箇所やその規模などを
把握し、土砂災害を防止・軽減するた
め。

・深層崩壊の発生実績調査
・地質構造検討
・微地形要素検討
・発生危険渓流抽出指標検討
・発生危険渓流抽出

寒河江川・赤川流域の深層崩壊
の発生の恐れのある渓流が抽
出された。

危機管理及び砂防計
画検討の基礎資料

深層崩壊
大規模崩壊

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

立谷沢川流域外
水と緑の渓流づく
り調査

H21 立谷沢川・寒
河江川・赤川

立谷沢川・寒河江川・赤川流域
の動植物の生息・生態調査

生態系に配慮した砂防事業の実施の
ため。

・魚類調査：捕獲、目視、産卵状況調査
・植物調査：植物相、植生調査
・鳥類調査：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ法、定点観察法
・両生類･は虫類調査：任意観察法
・ほ乳類調査：ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ法、ﾄﾗｯﾌﾟ法
・陸上昆虫類調査：任意採取･観察法、ﾍﾞｲ
ﾄﾄﾗｯﾌﾟ法､ﾗｽﾄﾄﾗｯﾌﾟ法
・底生動物調査：定量･定性採集法

①立谷沢川では重要種であるｲ
ﾜﾋﾊﾞやﾔﾏｽｶｼﾕﾘが確認された
②寒河江川では谷底平野上の
水溜まりを利用する種が確認さ
れた③赤川では特定外来生物
のｵｵﾊﾝｺﾞｳｿｳが確認された。

自然に配慮した砂防
事業の実施・推進

環境砂防

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

角川流域外水と
緑の渓流づくり調
査

H21 角川・銅山
川・鮭川

角川・銅山川・鮭川流域の動植
物の生息・生態調査

生態系に配慮した砂防事業の実施の
ため。

・魚類調査：捕獲、目視、産卵状況調査
・植物調査：植物相、植生調査
・鳥類調査：ﾗｲﾝｾﾝｻｽ法、定点観察法
・両生類･は虫類調査：任意観察法
・ほ乳類調査：ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲﾝ法、ﾄﾗｯﾌﾟ法
・陸上昆虫類調査：任意採取･観察法、ﾍﾞｲ
ﾄﾄﾗｯﾌﾟ法､ﾗｽﾄﾄﾗｯﾌﾟ法
・底生動物調査：定量･定性採集法

角川・銅山川・鮭川流域のどの
渓流でも両生類の確認種が多く
見られ、逆に昆虫類が少ないこ
とが確認された。

自然に配慮した砂防
事業の実施・推進

環境砂防

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

銅山川流域外事
業評価検討業務

H21 事務所管内 銅山川･寒河江川･鮭川流域に
おける砂防事業の事業評価検
討

砂防事業によってもたらされる経済的
な便益や費用対効果の算出のため。

・資料収集整理
・砂防事業直接便益検討
・砂防事業費用便益分析検討

全体事業費(C)及び被害額(B)を
算出し費用対効果(B/C)の算定
を行った。

事業の効果評価 事業評価

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

大規模土砂災害
危機管理計画検
討業務

H21～
H22

事務所管内 新庄河川事務所の危機管理体
制確立のため果たすべき役割と
行動計画について検討

大規模土砂災害に対する危機管理体
制の確立のため。

・大規模土砂災害危機管理計画(案)検討
・防災訓練計画(案)検討
・業務継続計画(案)検討

大規模土砂災害危機管理計画
(案)、防災訓練計画(案)、業務継
続計画(素案)を作成することが
できた。

大規模土砂災害の危
機管理

危機管理

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

砂防情報基盤整
備検討業務

H21 事務所管内 砂防指定地及び砂防施設等の
情報管理

事業執行の迅速化及び業務資産の蓄
積による適切な情報管理のため。

・砂防情報データ整備計画検討
・維持管理方法検討

砂防情報システムの情報蓄積及
び機能改善を行うことができた。

砂防関連情報の共有
化

砂防情報

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

砂防新技術施工
管理検討業務

H21 事務所管内 流域特性を反映した砂防ｿｲﾙｾﾒ
ﾝﾄ工法の対応方針検討

環境負荷軽減、コスト縮減、施工合理
化等のため。

・適用実態調査
・基本事項検討
・流域別砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工法対応方針検討

砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工法活用の手引
き(案)を作成した。

砂防事業の実施・推
進

砂防事業
砂防構造物

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

砂防計画検討業
務

H21 事務所管内 施設整備優先渓流の検討 砂防事業を効率的に進めるため。 ・施設整備優先渓流抽出指標検討
・施設整備優先渓流検討

各流域における水系砂防･土石
流危険渓流を統合化した施設整
備優先順位について設定でき
た。

砂防基本計画への反
映、砂防事業の実施・
推進

砂防計画

東北地方
整備局

新庄河川事務
所

最上川水系等斜
面崩壊・地すべり
対策検討業務

H21 事務所管内 月山地区地すべりにおける地す
べり状況の分析、対策・調査計
画の検討

基本計画について検討し適切に地すべ
り対策事業を推進するため。

・現地調査
・地すべり機構解析
・地すべり対策・調査計画検討

地すべり機構、安定度評価結果
及び、対策工・調査計画を行っ
た。

地すべり対策事業の
実施・推進

地すべり
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東北地方
整備局

福島河川国道
事務所

阿武隈川水系土
砂災害検討業務

H21 阿武隈川水
系

阿武隈川上流域の深層崩壊発
生危険箇所の抽出

崩壊発生危険箇所やその規模などを
把握し、土砂災害を防止・軽減するた
め。

・資料収集・整理
・深層崩壊地の整理
・地質構造・微地形指標要素の抽出
・地形量指標の抽出
・深層崩壊の発生実績による深層崩壊の
発生の恐れのある渓流抽出
・地形・微地形指標による深層崩壊の発
生の恐れのある渓流抽出
・地形量指標による深層崩壊の発生の恐
れのある渓流抽出

堆積岩分布地域、火山岩分布地
域において検討対象地域ごとの
抽出結果を統合し、的中率優
先、カバー率優先で深層崩壊の
発生の恐れのある渓流が抽出さ
れた。

危機管理及び砂防計
画検討の基礎資料

深層崩壊
大規模崩壊

東北地方
整備局

福島河川国道
事務所

姥湯地区警戒避
難対策検討業務

H20～Ｈ
22

山形県米沢
市姥湯地区

孤立化が懸念される山間地に
おける警戒避難体制を構築する
ための警戒避難対策の検討

土砂災害防止法の警戒区域等に該当
し、厳しい自然・社会条件下にあり孤立
化が懸念される山間地における自主避
難対策についてとりまとめるため。

・住民の防災に対する判断力の段階的向
上支援
・斜面崩壊検知センサーによる斜面計測
・土石流検知センサーによる土石流計測
・ＧＰＳセンサーによる土砂移動計測
・雨量計による降雨量観測
・警報表示板を用いた地域住民への情報
提供

観測データに基づく、観測機器
の基準値（案）を設定し、姥湯地
区における自主避難対策の手
引きを作成した。

観測機器の基準値の
設定、姥湯地区にお
ける自主避難対策の
手引き作成のための
基礎資料

警戒避難
土石流
土砂法

東北地方
整備局

岩手河川国道
事務所

磐井川流域航空
レーザ測量業務

H21 栗駒山系 深層崩壊危険箇所対策のため
の航空レーザ測量

岩手・宮城内陸地震により被災した地
域の変状を把握するため。

・航空レーザ測量（データ取得密度は１㍍
×１㍍に１点以上）
・大規模崩壊調査基礎データ作成
・深層崩壊調査

グランドデータ、オリジナルデー
タ、グリッドデータ、等高線デー
タ、オルソフォトデータを作成し、
地形データとしてとりまとめた。
また、３次元ビューワを導入し簡
易に閲覧できるようにした。

大規模地震後の地す
べり・崩壊の拡大や新
規発生箇所の把握、
危機管理体制強化の
ための基礎資料

航空レーザ計測
数値地形データ
地形解析
地形データ作成

東北地方
整備局

岩手河川国道
事務所

栗駒山系深層崩
壊危険箇所検討
業務

H21～Ｈ
22

栗駒山系 栗駒山系の深層崩壊発生危険
箇所の抽出

崩壊発生危険箇所やその規模などを
把握し、土砂災害を防止・軽減するた
め。

・深層崩壊の恐れのある渓流抽出に有効
な指標の検討
・深層崩壊危険箇所の抽出
・リモートセンシング等による地表変状調
査方法の検討

深層崩壊跡地分布、大規模土砂
災害に関係する微地形分布（地
すべり、岩盤クリープ、小崖地形
など）のＧＩＳデータを元に深層崩
壊の発生の恐れのある渓流が
抽出された。

危機管理及び砂防計
画検討の基礎資料

深層崩壊
大規模崩壊

東北地方
整備局

岩手河川国道
事務所

岩手山火山噴火
緊急減災対策砂
防計画検討業務

H20～
H22

岩手山 火山噴火緊急減災対策砂防計
画の検討

火山災害に対する緊急対策を迅速か
つ効果的に実施し、被害を軽減するた
め。

・噴火シナリオ検討
・対策方針設定
・緊急時に実施する対策の検討
・平常時からの準備事項の検討
・緊急減災対策砂防計画とりまとめ

火山噴火緊急減災対策砂防計
画の基礎資料を整理できた。

火山災害対応の基礎
資料

火山砂防
火山噴火緊急減
災計画

東北地方
整備局

岩手河川国道
事務所

八幡平山系小水
力発電適地調査
業務

H21 八幡平山系 砂防堰堤の落差水を活用した
小規模水力発電の検討

、砂防堰堤の落差水を活用した小規模
水力発電について検討し地球温暖化
対策に寄与するため。

・現地調査
・需要調査
・供給調査
・総合検討
・水力発電施設予備設計

発電適地に選定した砂防堰堤に
ついて、買電を考慮した規模検
討を含めた小水力発電施設の
予備設計により、実施上の課題
を抽出できた。

小水力発電施設整備
の基礎資料

小水力発電

東北地方
整備局

北上川下流河
川事務所

栗駒山系砂防
（宮城県側）環境
調査

H21 栗駒山系 砂防施設周辺(施工中、計画)の
猛禽類を含んだ貴重種の生息
調査

地震災害復旧における砂防事業の推
進と貴重種の保全措置を検討するた
め。

・鳥類：行動圏調査・営巣地調査
・影響予測検討
・保全措置等に関する検討。
・植物、底生動物、魚類の生息種の把握。

イヌワシ、クマタカの繁殖成否及
び行動条件、行動圏等を把握で
きた。

イヌワシ、クマタカの
生息に配慮した砂防
事業の実施・推進

環境砂防

東北地方
整備局

北上川下流河
川事務所

栗駒山系迫川流
域状況調査

H21 栗駒山系 迫川流域の崩落状況調査 土砂移動の定量的検討や計画砂防施
設の位置・規模決定のための基礎資料
とするため。

・空中写真、地形図を活用した微地形分
類図に基づく地形要素の判読
・ＧＩＳ活用のための電子データ化

４時期の判読による時期ごとの
崩落状況を把握できた。

危機管理及び砂防計
画検討の基礎資料

斜面崩壊

東北地方
整備局

北上川下流河
川事務所

栗駒山系三迫川
流域状況調査

H21 栗駒山系 三迫川流域の崩落状況調査 土砂移動の定量的検討や計画砂防施
設の位置・規模決定のための基礎資料
とするため。

・空中写真、地形図を活用した微地形分
類図に基づく地形要素の判読
・ＧＩＳ活用のための電子データ化

４時期の判読による時期ごとの
崩落状況を把握できた。

危機管理及び砂防計
画検討の基礎資料

斜面崩壊
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

榛名川・根利川
環境モニタリング
調査業務

Ｈ１３～ 利根川水系
根利川・榛名
川流域

砂防施設の設置による自然環
境（動物界・植物界）への影響を
定量的に把握

自然環境の保全措置等に必須なデー
タ

魚類調査、底生動物調査、植物調査、両
生類調査、鳥類調査、ほ乳類調査、河川
環境（水質）調査、ヒアリング調査

多様性調査による生物種の把握 経年変化調査による
環境影響評価

環境砂防
環境調査

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１浅間山及び
草津白根山の火
山砂防対策検討
業務

Ｈ１４～ 群馬県・長野
県

浅間山及び草津白根山の火山
活動に伴う土砂管理に対する総
合的な対策の検討

浅間山及び草津白根山火山対策事業
の基礎資料とするために必須となる

ハード対策の検討、ソフト対策の検討、ハ
ザードマップの検討、噴火時の防災体制
検討

火山噴火緊急減災対策の定義
付け、緊急減災ハード対策の基
本方針の設定、火山監視システ
ム整備方針、ハザードマップの
改良

浅間山及び草津白根
山火山対策事業への
反映

火山対策
緊急減災

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１関東地整管
内における大規
模土砂災害時の
危機管理体制検
討業務

H17～ 群馬県 大規模災害時における行動計
画を検討

危機管理計画策定に必須となる 資料収集整理
ヒアリング
大規模土砂災害時における対応手順の
検討

大規模土砂災害時における危
機管理計画（案）の策定

危機管理計画策定に
活用

危機管理

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１利根砂防水
と緑の渓流づくり
調査業務（魚類）

Ｈ３～ 利根川水系
砂防管内流
域

管内における植物の生息状況
調査（水と緑の渓流調査）

自然環境の保全措置等に必須なデー
タ

資料収集・聞き取り調査を行い、併せて植
物の分布状況を把握するため現地調査を
実施した

調査地点における植物の生息
状況把握

環境に配慮した砂防
施設計画の基礎資料

環境砂防
環境調査

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１利根川流域
における総合土
砂管理マニュア
ル検討業務

Ｈ１９～ 利根川流域 国内外における総合土砂の事
例を収集し、河川整備基本方針
と土砂管理の扱いを整理し、利
根川流域の現状と問題点の整
理を行った。

利根川流域では土砂管理が行われて
いないため。

既存資料の収集整理、利根川流域の土
砂管理の問題点の整理

・流砂量観測の国内外の現状の
把握。
・利根川流域の現状。

２１年度業務の基礎
資料とする。

総合土砂管理

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１土砂災害発
生モニタリング・
モニター制度検
討業務

Ｈ１９～ 群馬県 現在の土砂災害警戒情報設定
における課題整理、土砂災害警
報情報の精度向上に資するモ
ニタリング項目の検討、モニタリ
ングデータ収集試行の実施

今後の事業方針の検討のための重要
な基礎資料とし、当面、土砂災害警戒
情報の精度向上に必要

資料収集
モニタリングデータ収集試行

・土砂災害警戒情報の精度向上
に関する課題の整理
・モニタリング項目の検討
・モニタリング体制の検討

・土砂災害警戒情報
の精度向上
・今後の事業方針の
検討のための基礎資
料

危機管理

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１利根川水系
砂防事務所砂防
設備の総合管理
手法検討業務

Ｈ１９～ 利根川水系
砂防管内流
域

床固工群（流路工）等の機能維
持と除石計画など、防災と環境
保全を両立させるための植生
（立木）管理及び支障木の利活
用システム検討

既設砂防施設の総合管理手法策定に
必須

資料収集
現地調査
ヒアリング調査

流路工内維持管理計画　流路内
除去砂礫の有効活用計画

既設砂防施設の総合
管理手法策定に反映

砂防設備
総合管理

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１吾妻川流域
における事業効
果評価検討業務

Ｈ２０～ 利根川水系
吾妻川流域

吾妻川流域における砂防事業
の再評価に係わる事業効果評
価検討のための基礎資料収集

吾妻川流域における直轄砂防事業を
対象として事業評価を行うための資料
作成を行う。

資料収集・整理
費用対効果分析の再検討
資料作成

事業の必要性、事業進捗の見込
み、コスト縮減や代替案飲む可
能性

砂防事業（再評価）へ
の反映

事業評価

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１譲原地すべ
り対策工効果検
討業務

Ｈ１７～ 群馬県藤岡
市譲原地区

譲原地すべりの対策工検討、地
下水解析、安定解析、対策工の
効果判定

譲原地すべり対策事業に必須となる 現地調査
資料収集整理
地下水解析
安定解析

地下水解析
安定解析
効果判定
対策工検討

譲原地すべり対策事
業への反映

地すべり

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２０片品川流域
深層崩壊調査業
務

Ｈ２０～Ｈ
２１

利根川水系
片品川流域

片品川流域における深層崩壊
の危険性の恐れのある渓流の
抽出

近年地震や豪雨により深層崩壊に起
因する大規模な土石流や河道閉塞等
が生じ甚大な被害が発生しているた
め、深層崩壊発生の恐れのある渓流
の抽出を行う

資料収集、整理、検討対象地域の分割、
深層崩壊の恐れのある渓流抽出に有効
な指標の検討、深層崩壊の恐れのある渓
流の抽出

吾妻川流域における深層崩壊
の危険性の恐れのある渓流の
抽出を行った。

危機管理計画策定及
び砂防事業計画に活
用

深層崩壊調査

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２０浅間山麓他
土砂・流木流出
特性調査業務

Ｈ２０～Ｈ
２１

利根川流域 モデル地域における土砂及び
流木の流出特性調査

モデル地域を対象とした土砂・流木の
流出特性の把握を行う

現地調査、資料収集 モデル流域における流木の流出
特性の把握を行った。

砂防計画に反映 流木調査
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１地すべり
データベース検
討業務

H21 群馬県藤岡
市譲原地区

譲原地すべり対策施設の観測
データ、点検結果登録

譲原地すべり対策事業に必須となる 登録データ仕様検討
地すべりデータベース構築

登録データ仕様検討
地すべりデータベース構築

危機管理及び地すべ
り観測記録、点検管
理に活用

地すべり

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１吾妻流域深
層崩壊調査業務

Ｈ２１ 利根川水系
吾妻川流域

吾妻川流域における深層崩壊
の危険性の恐れのある渓流の
抽出

近年地震や豪雨により深層崩壊に起
因する大規模な土石流や河道閉塞等
が生じ甚大な被害が発生しているた
め、深層崩壊発生の恐れのある渓流
の抽出を行う

資料収集、整理、検討対象地域の分割、
深層崩壊の恐れのある渓流抽出に有効
な指標の検討、深層崩壊の恐れのある渓
流の抽出

吾妻川流域における深層崩壊
の危険性の恐れのある渓流の
抽出を行った。

危機管理計画策定及
び砂防事業計画に活
用

深層崩壊調査

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１烏流域深層
崩壊調査業務

Ｈ２１ 利根川水系
烏川流域

烏川流域における深層崩壊の
危険性の恐れのある渓流の抽
出

近年地震や豪雨により深層崩壊に起
因する大規模な土石流や河道閉塞等
が生じ甚大な被害が発生しているた
め、深層崩壊発生の恐れのある渓流
の抽出を行う

資料収集、整理、検討対象地域の分割、
深層崩壊の恐れのある渓流抽出に有効
な指標の検討、深層崩壊の恐れのある渓
流の抽出

吾妻川流域における深層崩壊
の危険性の恐れのある渓流の
抽出を行った。

危機管理計画策定及
び砂防事業計画に活
用

深層崩壊調査

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１神流流域深
層崩壊調査業務

Ｈ２１ 利根川水系
神流川流域

神流川流域における深層崩壊
の危険性の恐れのある渓流の
抽出

近年地震や豪雨により深層崩壊に起
因する大規模な土石流や河道閉塞等
が生じ甚大な被害が発生しているた
め、深層崩壊発生の恐れのある渓流
の抽出を行う

資料収集、整理、検討対象地域の分割、
深層崩壊の恐れのある渓流抽出に有効
な指標の検討、深層崩壊の恐れのある渓
流の抽出

吾妻川流域における深層崩壊
の危険性の恐れのある渓流の
抽出を行った。

危機管理計画策定及
び砂防事業計画に活
用

深層崩壊調査

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１利根川水系
砂防事務所流砂
量観測装置設置
検討業務

Ｈ２１ 利根川水系
砂防管内流
域

総合的土砂管理、砂防計画立
案、砂防工事実施等に資する流
砂量観測装置を設置するため
の、観測システム検討及び設
計。

観測装置設置のためのデータとなる 現地調査、観測装置設置検討、管理手法
検討、危機管理システム検討、設置図面
作成、地形測量

管内４流域を代表する地点（計
画基準点もしくは補助基準点）
に、流砂量観測装置を７箇所設
置する。

観測装置の設置及び
維持管理。

総合土砂管理

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１白砂川土砂
災害警報システ
ム設置検討業務

Ｈ２１ 利根川水系
吾妻川流域

山腹崩壊、河床堆積物の２次移
動、土石流を観測し、砂防工事
の安全管理等に資する土砂災
害警報システムを構築する。

斜面崩壊発生時期を正確に捉え、安全
管理等に資する。

現地調査、観測計画の検討、導入環境の
検討、観測装置仕様の検討

斜面崩壊など土砂生産の著しい
地区（白砂川上流域と吾妻川再
窪地区）に崩壊検知システムを
構築する。

土砂生産の一形態で
ある斜面崩壊の検知
と工事安全確保に活
用する。

危機管理

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１利根川上流
域土砂災害等監
視強化検討業務

Ｈ２１ 大谷川流域、
渡良瀬川上
流域、吾妻川
流域、早川流
域

局地的集中豪雨に起因する土
砂災害や火山噴火状況をより的
確に把握するため、レーダーを
利用した土砂災害監視強化策
を検討する。

土砂生産の誘因である降雨量観測の
精度向上に資する。

降雨等解析調査、観測計画の検討、導入
環境の検討、仕様の検討

関東直轄４砂防区域を網羅する
レーダーサイトを３箇所設定し
た。

レーダー施設設計の
ための基礎資料。

危機管理

関東地方
整備局

利根川水系砂
防事務所

Ｈ２１片品川流
域・烏川流域にお
ける事業効果評
価検討業務

Ｈ２１ 利根川水系
片品川流域・
烏川流域

片品川流域及び烏川流域にお
ける砂防事業の再評価に係わ
る事業効果評価検討のための
基礎資料収集

片品川流域及び烏川流域における直
轄砂防事業を対象として始業評価を行
うための基礎資料を得る。

資料収集・整理
現地調査
費用対効果分析
資料作成

事業の必要性、事業進捗の見込
み、コスト縮減や代替案飲む可
能性

砂防事業（再評価）へ
の反映

事業評価

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21稲荷川源頭
部砂防施設検討
業務

H21 大谷川支川
稲荷川

荒廃の著しい稲荷川源頭部に
おいて、土砂の生産及び流出に
よる土砂災害を効果的に処理
するための砂防施設の配置計
画等の検討

世界遺産を含む日光市街地等への土
砂流出が懸念されるため、対策施設の
検討が必要

・既往成果調査及び現地調査による大規
模崩壊危険箇所の抽出
・二次元氾濫シミュレーションによる被害
想定
・施設配置計画の検討

・大規模崩壊危険箇所が把握で
きた
・想定される土砂移動現象にお
ける被害範囲が把握できた
・配置すべき施設の位置及び規
模が把握できた

・荒廃著しい稲荷川源
頭部への施設整備
・地域に対する事業説
明

大規模崩壊
砂防計画
砂防施設配置計
画
砂防事業効果
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21鬼怒川流域
総合土砂モニタリ
ング業務

H20～21 日光砂防事
務所管内

・流砂量観測計画の検討
・掃流砂採取器の製作
・流砂量観測マニュアル(案)の
作成
・流砂量観測調査
・河床材料調査
・流砂量観測結果の整理・解析
・流砂量観測の問題点と課題の
抽出

・鬼怒川流域における総合土砂管理計
画を策定するための土砂動態の実態
把握が必要
・数値計算による将来の土砂移動予測
精度向上に資するための土砂移動実
態のデータを収集、蓄積するためのモ
ニタリングが必要

・澪筋が変化しても横断方向の移動が可
能な３箇所の橋を観測地点に選定
・橋の歩道から、昇降装置、掃流砂採取
器、浮遊砂採水器を使って流砂量を採取
・流砂量観測マニュアル(案)に基づいてモ
ニタリング調査・解析を実施
・GPSで河床材料調査地点の座標を計測
・河床材料の10mm以上を対象に礫種分
類を実施

・金網式掃流砂採取器納品３台
・流砂量観測マニュアル(案)
・流量と流砂量の相関図
・粒径別土砂ハイドログラフ
・礫種分類調査結果図
・河床材料粒度分布図

・中長期の土砂動態
予測計算の条件設定
の精度向上
・流砂量観測作業を行
う技術者が活用しや
すい観測マニュアル
(案)

土砂モニタリング
流砂系総合土砂
管理
掃流砂観測
浮遊砂観測
粒度分析

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21鬼怒川藤原
地区施設配置計
画検討業務

H21.8.4～
　H22.3.25

鬼怒川流域
のうちの藤原
地区流域

計画基本土砂量に対する施設
配置計画の策定

基本土砂量策定に対応する砂防施設
配置計画の策定のため

・現地調査（立木調査、計画地点確認調
査）
・施設配置計画の策定
・既往施設効果量の算定
・土砂収支の検討
・概算工事費の算出

対象地域における土砂整備目
標に対する施設配置計画の策
定

・砂防事業の展開
・事業評価

砂防施設配置計
画
水系砂防計画
対策優先度
流木対策
事業計画説明資
料

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H20地域防災関
係機関が連携し
た土砂災害応急
減災対策検討業
務

H21 日光砂防事
務所管内

進行型土砂災害等を想定すると
ともに、国・県及び市町村が執
るべき役割と行動を明確にし、
地域防災計画と整合した応急対
策・防災体制の検討

進行型土砂災害等の発生に際しては、
従来の体制下では効果的・効率的な対
応・対策を講じることが困難な現状にあ
る

・都道府県及び市町村の情報共有化に関
する検討
・国・県及び市町村と連携した防災訓練の
実施
・連携に関する危機管理マニュアル(案)の
作成検討

・ソフト・ハードが一体となった効
果的な土砂災害防止対策（日光
砂防事務所大規模土砂災害危
機管理計画（案）改善への寄与）
・関係機関の連携に関する危機
管理マニュアル(案)の策定
・訓練結果をふまえた危機管理
計画の見直し

・地域防災関係機関
による土砂災害に関
する情報の共有、相
互支援の実施に活用

進行型土砂災害
連携に関する危
機管理計画マ
ニュアル

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21稲荷川上流
工事用道路検討
業務

H21 稲荷川 工事用道路計画のための現地
踏査

安全で効率的な工事用道路の計画 地形条件や土砂移動・分布状況の現地踏
査

急崖・落石箇所及び崖錐の分布
を把握し、予測されるハザードを
抽出した。

地形条件（急崖等）や
ハザードをコントロー
ルポイントとし路線検
討を行った。

落石
ハザード
工事用道路

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21清滝・丹勢地
区土石流対策堰
堤群施設配置計
画検討業務

H21 日光市清滝・
丹勢地区

土石流危険渓流(11渓流)を対象
とした計画流出土砂量および計
画流木量の調査

清滝・丹勢地区は砂防事業が未着手で
計画流出土砂量および計画流木量は
算出されていない。今後、砂防事業を
進めていくためには、計画流出土砂量
および計画流木量が必要である。

不安定土砂量把握のための現地踏査、発
生流木量把握のためのサンプリング調査

計画流出土砂量および計画流
木量が把握できた。

土石流・流木対策施
設配置計画および砂
防堰堤設計

土石流対策、流
木対策

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21大谷川上流
床固群補強対策
検討業務

H21 大谷川 大谷川上流区間の既設床固の
補強対策のための既存堤体の
ボーリング調査

概観調査結果から多数の空隙が確認
されたため、対策検討にむけて堤体内
の状況確認が必要になった

・ボーリング調査 内部空隙の度合いを確認した。 調査結果から、安定
状況、漏水状況を想
定し、設計形状に反
映した。

既往床固老朽化
対策

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

Ｈ２１渓流環境整
備計画検討業務

H19～21 日光砂防事
務所管内

・既往の水と緑の渓流づくり調
査結果のデータベース化
・環境情報図の作成･河川区分
(案)の検討
・河川区分(案)に基づく渓流環
境類型区分の検討と設定
・渓流環境特性の整理と砂防工
事の際の配慮事項の整理
・水と緑の渓流づくり調査の見
直し検討と全体調査計画の策
定
・渓流環境整備計画の見直しの
方向性の検討

・渓流の自然特性を踏まえた工事実施
時の環境配慮事項の整理が必要
・効率的・効果的な水と緑の渓流づくり
調査のための全体調査計画策定が必
要
・渓流環境整備計画策定から10年ほど
経過したこと、計画対象区域が管内全
てを対象としていないため、将来の見
直しを念頭に情報整理が必要

・文献収集・整理
・GIS等による環境データ整理
・数値解析（生物データのグルーピング）
による渓流環境類型区分の検討・設定
・現地調査

・環境関連データベース
・河川環境情報図
・渓流環境類型区分図
・環境配慮方針カルテ
・全体調査計画
・渓流環境整備計画対象外区間
の情報整理と見直しに係る参考
情報の整理結果

・環境配慮方針カルテ
を活用した環境に配
慮した工事の実施
・全体調査計画に基
づく効率的・効果的な
調査の実施
・今後の渓流環境整
備計画の見直しの際
の与条件・基礎データ
として活用

水と緑渓流づくり
砂防環境
渓流環境
渓流環境整備計
画
影響評価
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21高原山災害
ポテンシャル調査
業務

H21.9.19
～
　H22.3.31

活火山である
栃木県高原
山周域

高原山における地震・火山噴
火・降雨に伴う災害ポテンシャ
ルの評価・分析

高原山周域での将来の災害可能性を
把握するため

・現地調査（荒廃状況、土砂生産・流下形
態の把握、不安定土砂量の算定のため）
・空中写真判読（微地形分類図作成、崩
壊地の推移検討のため）
・有史以降の災害履歴調査と土砂移動実
績図の作成
・土石流の発生・流下の検討
・大規模崩壊地形からの土砂流下に伴う
被害予測
・火山体の地形解体の解析

・不安定土砂量の把握
・現況での土砂整備の実態把握
・将来の災害可能性の把握
・対象範囲における過去の土砂
移動実態の把握

・地域の将来の災害
可能性の評価・検討
・事業の必要性の把
握・検討

災害予測
危険度評価
不安定土砂量
災害履歴
砂防調査

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21日光砂防管
内除石管理計画
検討業務

H21 日光砂防事
務所管内
(湯西川流域
を除く)

日光砂防事務所管内を対象とし
た効率的・効果的な砂防施設除
石管理計画の検討

新土対針で除石が明記されたが、管内
の施設において具体的な除石計画が
立案されていないことが実態であった。
そのため、砂防施設の効率的な維持管
理とこれに基づくアセットマネジメントを
目的に除石施設の抽出及び除石重要
度の高い施設の除石計画の立案を
行った。

・除石重要度の評価基準の検討・作成
・必要性と容易性に着目した除石対象施
設の選定
・AHP法に基づく優先除石施設の抽出

・除石優先度の評価方法の提案
・優先施設を対象にした個別の
除石管理計画を立案

・平常時、災害時の円
滑な除石の実施・実
践
・今後の除石可能施
設の除石計画の立案

維持管理
除石工
危機管理
砂防堰堤
アセットマネジメ
ント

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21日光砂防管
内流木対策検討
業務

H21 日光砂防事
務所管内

現行砂防基本計画との整合を
考慮した流出流木量の算定と、
流木対策施設の配置計画。

流木対策の効果的な事業の推進のた
めに、管内全域で統一的な手法・考え
のもとで流木対策計画を検討する必要
がある。

・現地調査および空中写真判読
・1/5,000DMを用いた施設配置計画

流木対策を優先的に実施すべき
流域が把握できた。

流木対策事業のため
の資料

流木対策

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21大谷川流域
生産土砂量調査
検討業務

H21 日光砂防事
務所管内大
谷川流域

砂防基本計画策定に必要な計
画基本土砂量に関する調査

算出根拠を明確にした計画基本土砂
量を設定する必要がある

・資料収集整理
・計画基本事項の検討
・崩壊地の推移および河床堆積土砂量把
握のための空中写真判読
・崩壊地規模および河床堆積土砂量把握
のための現地調査

・計画基本土砂量の設定
・現況土砂整備率の設定

・砂防基本計画策定
のための基礎資料
・施設配置計画
・事業評価根拠資料
の一部

砂防基本計画
計画基本土砂量
現地調査
空中写真判読

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

Ｈ21鬼怒川流域
生産土砂量調査
検討業務

H21.9～
H22.3

日光砂防事
務所管内　鬼
怒川流域

砂防基本計画で扱う計画土砂
量設定のための調査。

現行砂防基本計画のうち、算出手法・
根拠が不明な土砂量値を明らかにする
必要がある。また用語については、現
行の河川砂防技術基準に準拠し統一
する必要がある。現況の既設効果量調
査結果より現時点での土砂整備率・超
過土砂量を明らかにする必要がある。

・空中写真判読
・崩壊地・河道のサンプル現地調査
・GISを用いた崩壊ポテンシャル解析
・既設効果量調査

崩壊地分布図(4時期)・詳細微地
形分類図や現地調査により、荒
廃の地域特性が明らかとなっ
た。算出手法・根拠が明確な各
土砂量値が設定された。

・計画土砂量をもとに
した土砂処理方針の
検討。
・施設整備計画の検
討。

砂防基本計画

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21男鹿川流域
生産土砂量調査
検討業務

H21 男鹿川の鬼
怒川合流点
から上流域

・男鹿川流域における生産土砂
量の調査
・流域の基本計画の検討

S56～58年度に設定された計画基本土
砂量の見直しのため

・空中写真判読
・崩壊生産土砂量調査
・渓床・渓岸堆積土砂量調査
・計画土砂量の設定
・現況時土砂収支の検討

・崩壊生産土砂量及び渓床・渓
岸堆積土砂量の算出
・計画土砂量を国有林内外に分
けて整理
・現況土砂整備率及び現況時の
超過土砂量の算出

・男鹿川流域の施設
配置計画
・事業の効果評価

砂防調査
水系砂防
砂防計画
生産土砂量
土砂収支

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21那須岳火山
噴火時応急対応
手法検討業務

H21 那須岳周辺
地域

那須岳噴火に伴い発生する土
砂移動現象に関する火山噴火
緊急減災対策砂防計画を策定
するための調査

那須岳噴火に伴い想定される土砂移
動に対して緊急時に行う対策・対応を
講じるために必要な調査である。

・文献収集・整理
・専門家への聞き取り
・土砂移動の二次元氾濫シミュレーション
計算
・ＧＩＳを用いた整理・解析

・那須岳周辺の噴火に対する防
災・砂防の現状を整理した。
・噴火に伴い発生する土砂移動
を想定し，その影響被害を把握
した。
・噴火緊急時の対策・対応の基
本理念を策定した。

１．地元や関係防災機
関が噴火影響の認識
を共有
２．火山噴火緊急減災
対策砂防計画のため
の資料

火山砂防
融雪型火山泥流
降灰後土石流
緊急減災対策
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21日光砂防管
内山腹工モニタリ
ング業務

Ｈ21 大薙山腹工、
中ノ沢山腹
工、般若沢山
腹工、稲荷川
山腹工

山腹工の現状調査及び維持管
理方針の策定

山腹工の機能(砂防、生物多様性)を向
上させるために必要な、地元森林関係
者との協働を取り入れた維持管理方策
の検討

・ヘリレーザ計測データの解析による森林
構造の把握
・現地調査（植生、表層土砂の移動、基礎
工、シカ害の状況）
・森林関係者へのヒアリング

・基礎工、緑化工の工法によって
樹林の発達状況、地表の植被率
に相違がみられた
・全体的にシカ害の影響を受け
ていることがわかった
・工法や植生等の条件が異なる
エリア別の維持管理方針を策定
した

・各山腹工の特徴に
応じて作成した維持管
理方針の現場での実
践

里山砂防、山腹
工、モニタリン
グ、維持管理、
レーザ計測

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21日光砂防管
内砂防指定地
GIS検討業務

H21 日光砂防事
務所管内

日光砂防情報管理システム
データの標準化、ならびに更新
を行うとともに、LPデータの管
理、活用を図るための三次元解
析機能についての基本検討を
実施

事務所内のみならず広く関係機関との
データ共有、活用を図るため、データを
標準化し、最新の状態に管理する必要
がある
また新規取得中のLPデータについて
も、日光砂防情報管理システム上で一
元管理し、砂防事業等への活用を図る
必要がある

左記目的の実現のため日光砂防情報管
理システムに関し、以下の検討を実施
・砂防関連情報データの追加、更新
・砂防指定地ＤＢの標準化
・ＬＰデータの適切な管理、活用のための
三次元解析機能の基本検討

・日光砂防情報管理システム
データを最新の状態に更新
・当事務所が取得予定のLPデー
タを管理・活用するための三次
元解析機能に関する基本検討を
実施

・砂防関連情報の適
切な管理、
・それを活用した砂防
事業の高度化・効率
化

砂防ＧＩＳ
情報システム
台帳管理
レーザプロファイ
ラ
三次元解析

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21日光砂防管
内小水力発電施
設調査検討業務

H21 日光砂防事
務所管内

管内における小水力発電の可
能性調査及び電力の有効利用
方法の検討、候補地の予備設
計

管内の未開発の包蔵水力を有効利用
するために必要な調査

・地形、流況、構造物、電力消費施設等の
資料整理及び現地調査
・年間発電電力量及び事業収益の計算に
よる経済性の調査
・事業収益の高い地先での発電施設予備
設計

・抽出選定した5候補地について
予備設計を実施した上で実現
性、総コスト、定性的特徴等の視
点で総合評価し、発電施設の優
先度をとりまとめた
・大谷川支流の鳴沢川における
発電施設が最も早期に費用対
効果を発現可能であった
・定性的には大谷川第４床固に
おける水車型発電施設がＰＲ効
果が高く、維持管理面で優位で
あった

地域貢献及び自然エ
ネルギーの活用や
CO2削減効果などの
面から、今後の小水
力発電事業の実施に
資する

水力発電
自然エネルギー
砂防施設
事業効果
予備設計

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21 釜ッ沢砂防
堰堤補修詳細設
計業務

H21 大谷川流域
稲荷川

文化財登録砂防施設を対象とし
た補修工事の作業効率・文化的
価値を維持した補修方法に関わ
る調査

文化財登録砂防施設の破損を補修す
るため、現在、ほとんど用いられなく
なった石積工法、作業効率、留意点を
明らかにしておく必要がある

・別途実施の文化財砂防施設補修工事に
対して、石工技能者が実施する作業の記
録
・上記の記録と他の文化財施設との比較
検討

・文化財砂防施設の石積補修工
事における作業効率（積算参考
資料）
・施工業者に必要な技術能力の
抽出・整理
・石積工事の留意点

・石積欠落等の破損
が生じた文化財砂防
施設に対して補修工
事実施時に活用

文化財砂防施設
石積
補修

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

H21斜面崩壊危
険度評価検討業
務

H21 日光砂防事
務所管内

・斜面監視渓流の抽出
・危険度評価の実施
・監視計器の設置

流量などの降雨量以外の情報から土
砂災害警戒情報を発信するために必
要な基礎データの収集

・基礎資料による斜面崩壊危険度評価対
象地点の選定
・斜面崩壊危険度評価による危険斜面の
抽出
・斜面監視装置・水文観測計器の設置

・安良沢、社宅裏沢、浄水場沢
において危険度が高い斜面を抽
出
・斜面の監視装置、水文観測計
器の設置

・斜面の水文観測
データの収集
・崩壊時の水文特性
の把握
3)警戒避難体制構築
への応用
など

表層崩壊
モニタリング
安定度評価
Ｈ－Ｓｌｉｄｅｒ法

関東地方
整備局

日光砂防事務
所

Ｈ21日光砂防管
内砂防施設健全
化調査検討業務

H21.11.21
～
H22.3.25

大谷川（20km
区間）
稲荷川
合流部
～
関の沢
第3床固

・高水護岸を主体とした大谷川
砂防施設群の健全度調査
・不健全箇所の対策検討並び維
持管理手法の立案

経年劣化に起因する施設背後の空洞
現象等、機能や河川利用者の安全性
を確保するための調査。

・護岸背面地盤の空洞や施設の健全性を
判断するためのNETIS登録の新技術を活
用した物理探査ならび載荷試験
・空洞調査：パルスレーダ探査、連続波探
査
・地盤物性調査：ＥＭ探査
・砂防施設コンクリート劣化調査：孔内局
部載荷試験

・高水護岸背面地盤の不健全箇
所を抽出
・巨石張り低水護岸に対する探
査手法の適用性を整理
・床固群のコンクリート強度や表
面劣化を評価

・不健全箇所の対策
検討ならび優先順序
づけ
・維持管理計画（案）
の検討

河川維持管理計
画
土砂防災
砂防施設調査
床固工群
空洞化
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H20・21渡良瀬川
水と緑の渓流づく
り調査業務

H13～
H21

渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

砂防事業の対象流域における
自然環境特性の把握及び施設
による自然環境への影響調査

生態系に配慮し、渓流を貴重な財産と
して次世代に受け継ぐにふさわしい保
全整備を図っていくための基礎資料

事前調査
現地調査計画策定
現地調査（春夏秋冬季）
調査成果とりまとめ

調査の結果より砂防事業時の配
慮事項とりまとめ

環境に配慮した砂防
施設計画

環境砂防

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21足尾砂防（緑
化）事業の評価
手法検討業務

H19～
H21

日光市足尾
町

事業効果の評価手法検討 砂防事業の波及的な事業効果を検討
し、砂防事業の事業広報資料

事業評価項目の検討
アンケート集計結果の分析
新たな事業評価項目の検討
多面的な事業効果検証手法の検討
事業説明資料（案）の検討

CVM,TCM,コンジョイントを実施し
事業評価を抽出した

砂防事業の多面的な
事業効果の広報

事業効果

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H20渡良瀬川流
域大規模崩壊危
険度評価検討業
務

H20～
H21

渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

大規模斜面崩壊発生の危険性
の高い箇所の抽出

大規模斜面崩壊における天然ダム等
異常土砂災害への対応

・資料収集・解析
・崩壊発生危険箇所の抽出に有効な指標
の検討
・崩壊危険箇所の抽出
・崩壊規模の予測
・異常土砂災害による被害想定

異常土砂災害の被害想定による
危機管理

危機管理シナリオの
一つとして取り扱う

大規模崩壊

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川大
規模土砂災害対
策検討業務

H20～
H21

渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

大規模土砂災害発生時におけ
る国・県及び市町村が連携し、
適切な行動をとるために必要な
対応策の検討

関係機関との連携による効率的な危機
管理計画

・現状の危機管理体制の調査
・大規模土砂災害危機管理計画策定に向
けた検討
・災害対応手順の検討

大規模土砂災害危機管理計画
（素案）とりまとめ

危機管理計画の策定 危機管理

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川流
域危険区域調査
検討業務

H20～
H21

渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

土砂災害警戒区域の調査検討 土砂災害警戒区域等の危険箇所の把
握

土砂災害の発生状況を踏まえた吐瀉災害
警戒区域等の危険箇所に関する調査

対象箇所の選定、危害のおそれ
のある土地等の把握

危機管理計画への活
用

土石流

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川砂
防施設景観検討
業務

H21 渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

自然と地域に馴染んだ砂防施
設の景観検討に必要な景観形
成ガイドライン（案）の検討

事業区域が源流域から里地まであり、
地域特性に応じた景観形成の基本方
針

現地調査
基本事項の整理
景観計画検討
ガイドライン（案）の検討

渡良瀬川砂防施設景観形成ガ
イドライン（案）とりまとめ

砂防事業の事業段階
における配慮事項

景観検討

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川流
域土砂動態調査
検討業務

H21～ 渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

移動土砂量の検討、モニタリン
グ計画の検討

土砂移動現象の把握 資料収集整理
モニタリング計画の検討
土砂移動計算モデルの検討
年平均生産土砂量の検討

モデルによる土砂移動現象を概
ね再現できた

総合土砂管理計画へ
の活用

総合土砂

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川流
域表層崩壊危険
度評価検討業務

H21 渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

表層崩壊発生の危険度を評価
検討

斜面崩壊の危険度の高い箇所におけ
る評価

斜面崩壊危険度評価対象地点の選定
斜面崩壊危険度評価
監視機器設置

斜面崩壊危険箇所の抽出し監
視機器を設置

危機管理計画の策定 危機管理

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川流
域生産土砂量検
討業務

H21 渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

水系砂防における土砂処理計
画に必要な計画土砂量につい
て検討

河川砂防技術基準の改訂に伴う計画
土砂量の検討

資料収集整理
現地調査
計画土砂量の設定
現況土砂収支の検討

河川砂防技術基準に準拠した計
画土砂量

砂防施設計画の基礎
資料

砂防計画

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川流
域流木発生ポテ
ンシャル検討業
務

H21 渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

流木発生と特性の分析を行い、
災害ポテンシャル・流木対策施
設の検討

流木被害軽減のため配置計画により
効率的に流木を捕捉するため

資料収集整理
流木発生源の特性分析
計画流出流木量の算出
流木発生ポテンシャルの検討
流木対策基本方針の検討
流木対策施設の位置選定・概略検討

流木対策事業を展開していく上
で概ねの配置計画のとりまとめ

流木対策施設計画検
討の為の資料

砂防計画

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川小
水力発電施設検
討業務

H21 渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

砂防施設により落差を持った流
水を利用した小水力発電施設
の可能性についての検討

既設堰堤を利用した小水力発電施設
実現のため

資料収集整理
調査対象施設の検討
河川等流況検討
電力需要検討
発電計画の検討・立案
発電計画の経済性に係る検討

小水力発電可能施設をとりまと
めた

発電計画の基礎資料 砂防環境
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平成21年度の調査種別
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平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

関東地方
整備局

渡良瀬川河川
事務所

H21渡良瀬川流
域里山砂防検討
業務

H21 渡良瀬川河
川事務所砂
防管内

土砂災害の被害軽減するため、
地域と連携した施策についての
検討

里山地域における、土砂災害に対して
安全かつ活力のある地域づくりのため
の基礎資料

資料収集整理
対象箇所の選定
現地調査
課題の抽出
里山砂防の検討

新規事業箇所の抽出と概略設
計

事業計画 里山砂防

関東地方
整備局

富士川砂防事
務所

Ｈ２１深層崩壊斜
面調査業務

Ｈ２１ 富士川砂防
事務所管内

大規模崩壊の発生する恐れの
箇所に対して、地形・地質構造
等を把握して、大規模土砂災害
対策の検討を実施

大規模土砂災害に対する危機管理計
画の策定の一環

・流量、水質(電気伝導率、ｐＨ、イオン状
シリカ、主要溶存イオン等)調査
・空中物理探査(空中電磁探査、空中磁気
探査、空中放射能探査)
・ボーリング調査

・各種試験結果から、大規模崩
壊危険値の候補地を抽出し、更
に天然ダムを形成する危険性が
大きいと考えられるブロックを選
定

抽出された候補地に
おいて、大規模土砂
災害対策の検討

深層崩壊、土砂
災害対策

関東地方
整備局

富士川砂防事
務所

H21富士川砂防
事務所防災関係
機関の連携によ
る土砂災害応急
減災対策検討業
務

Ｈ１９～ 富士川砂防
事務所管内

進行型土砂災害等を想定し、
国・県及び市町村が執るべき役
割と行動を明確にし、地域防災
計画と整合した応急対策・防災
体制の検討を実施

従来の体制下では効果的・効率的な対
策を講じることが困難

応急対策工法の検討及び災害対応訓練
の実施

・モデル地区における応急対策
工法の立案。
・富士川砂防事務所職員による
災害対応訓練の実施。

大規模危機管理計画
の策定

大規模土砂災害

関東地方
整備局

富士川砂防事
務所

H21富士川小水
力発電施設設計
業務

Ｈ２１ 富士川砂防
事務所管内

本業務は、富士川砂防事務所
管内において、発電施設が配置
可能な砂防施設を選定し、小水
力発電施設の概略及び詳細設
計を実施

地球温暖化が社会問題となる中で、既
存砂防施設を有効活用することでＣO２
削減を図ることができる。

既存の砂防施設の落差、流域面積、流
量、発電量、需要施設の有無を整理し、
現地調査を実施し小水力発電施設の設
置可能箇所の選定を行った。

・小水力発電施設設置可能箇所
３カ所選定

小水力発電施設の設
置

小水力発電

関東地方
整備局

富士川砂防事
務所

Ｈ２１表層崩壊発
生リスク評価検
討業務

Ｈ２１ 富士川砂防
事務所管内

斜面崩壊しやすい箇所における
表層の斜面崩壊危険度を評価

表層崩壊発生により一部が流動化し、
土石流になると考えられるため、表層
崩壊危険度の算出が必要。

・選定した３地区における簡易動的コーン
貫入試験
・土質試験（せん断試験、透水試験、物理
試験）

・土木研究所資料4129に基づき
表層崩壊危険度を算出

Ｃ－ＳＬＩＤＥＲによる表
層崩壊危険度の算出

表層崩壊

関東地方
整備局

富士川砂防事
務所

Ｈ２１管内砂防施
設安全管理対策
検討業務

Ｈ２１ 富士川砂防
事務所管内

集中豪雨による鉄砲水や土石
流による渓流利用者の砂防施
設周辺での安全確保対策につ
いての検討

近年の地球温暖化に伴い、ゲリラ豪雨
といわれる集中豪雨によるフラッシュフ
ラッド（鉄砲水）や土石流の危険性が高
まっている。

机上調査を基に渓流利用者等の危険性
の高い箇所を抽出し、現地調査を踏まえ、
危険を回避するための検討を実施。

・安全対策が必要な施設を抽
出。
・渓流利用者の危険を回避する
ための情報提供について検討。

安全対策施策の設置 ゲリラ豪雨に対
する安全対策

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

信濃川上流域航
空レーザー計測
業務委託

H21 信濃川上流
域（鎖川流
域・奈良井川
流域）

基礎的な地形データの整備 火山噴火時におけるリアルタイムハ
ザードマップの作成、大規模地震発生
時における天然ダム等のリスク評価等
を実施するために必要である。

１）航空レーザー計測
２）デジタル空中写真撮影
３）計測データ等作成
４）数値地形図データ等作成

地形等の詳細なデータ情報を整
備した。

火山噴火時や大規模
地震時のリスク評価、
雪崩危険箇所の解析
等に活用

リスクマネジメン
ト

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

信濃川上流域航
空レーザー計測
（その２）業務委
託

H21 信濃川上流
域（美ヶ原地
区）

基礎的な地形データの整備 火山噴火時におけるリアルタイムハ
ザードマップの作成、大規模地震発生
時における天然ダム等のリスク評価等
を実施するために必要である。

１）航空レーザー計測
２）デジタル空中写真撮影
３）計測データ等作成
４）数値地形図データ等作成

地形等の詳細なデータ情報を整
備した。

火山噴火時や大規模
地震時のリスク評価、
雪崩危険箇所の解析
等に活用

リスクマネジメン
ト

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

信濃川上流域及
び姫川流域深層
崩壊危険区域基
礎調査業務委託

H21 信濃川上流
域
姫川流域

深層崩壊が発生する危険が高
い渓流の抽出

当該箇所の危機管理計画策定のた
め、深層崩壊の恐れがある渓流を抽出
する必要がある。

１）資料収集
２）深層崩壊の恐れのある渓流抽出に有
効な指標の検討
３）深層崩壊の恐れのある渓流の抽出

深層崩壊の恐れがある渓流を抽
出した。

危機管理計画のハー
ド対策及びソフト対策
の策定

・防災
・減災対策

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

信濃川上流域深
層崩壊危険区域
基礎調査業務委
託

H21 信濃川上流
域（美ヶ原地
区）

深層崩壊が発生する危険が高
い渓流の抽出

当該箇所の危機管理計画策定のた
め、深層崩壊の恐れがある渓流を抽出
する必要がある。

１）資料収集
２）深層崩壊の恐れのある渓流抽出に有
効な指標の検討
３）深層崩壊の恐れのある渓流の抽出

深層崩壊の恐れがある渓流を抽
出した。

危機管理計画のハー
ド対策及びソフト対策
の策定

・防災
・減災対策
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平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)
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平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

上高地自然環境
影響調査業務委
託

Ｈ１～ 梓川本川上
流

松本市安曇上高地地先におけ
る自然環境データの収集

今後の砂防工事及び砂防計画等の基
礎資料として必要である。

１）明神地区環境調査
２）五千尺沢環境調査
３）小梨平地区環境調査
４）八右衛門沢環境調査

昨年度とほぼ同じ傾向の結果が
得られ、砂防施設が自然生態系
へ与える景況が少ない事が確認
された

砂防計画検討・施設
設計・工事関係機関
協議

・砂防計画関係
機関協議
・自然環境調査

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

姫川流域魚道調
査業務委託

H20～ 姫川流域 ・既設魚道の機能評価
・魚道計画の留意点

既設魚道機能の評価を行い、遡上困
難な魚道について問題点を整理し、施
設改良をする必要がある。
また、今後整備する魚道についても設
計時に於ける留意点を整理する必要が
ある。

１）魚道遡上における問題点の整理
２）魚道設計時における留意点の検討
３）既設魚道の対策方法の検討

・魚道遡上の問題点を整理し、
既設魚道の対策工法を検討し
た。
・今後設置する魚道において、
設計段階での魚道タイプや共通
課題への留意点を整理した。

・魚道設計
・既設魚道改良

魚道の効果

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

姫川流域航空
レーザー計測業
務委託

H21 姫川流域 基礎的な地形データの整備 大規模地震発生時における天然ダム
等のリスク評価等を実施するために必
要である。

１）航空レーザー計測
２）デジタル空中写真撮影
３）計測データ等作成
４）数値地形図データ等作成

地形等の詳細なデータ情報を整
備した。

大規模地震時のリス
ク評価、雪崩危険箇
所の解析等に活用

リスクマネジメン
ト

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

奈川流域里山砂
防モデル事業検
討業務委託

H21 信濃川上流
水系（奈川流
域）

里山砂防事業実施に向けた整
備計画検討

地域活性化へとつながる里山砂防事
業が必要である。

１）林業施工状況調査
２）地元関係機関・地域住民ヒアリング
３）里山砂防事業計画検討

地域の関係機関・地元住民及び
林業関係者の意見を取り入れ、
地元が求める里山砂防事業の
あるべき姿を整理し、事業実施
に向けた整備計課鵜を検討し
た。

・里山砂防事業 地元が求める里
山砂防事業

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

信濃川上流域魚
道調査業務委託

H20～ 梓川流域
高瀬川流域

・既設魚道の機能評価
・魚道計画の留意点

既設魚道機能の評価を行い、機能低
下している魚道について問題点を整理
し、施設改良をする必要がある。
また、今後整備する魚道についても設
計時に於ける留意点を整理する必要が
ある。

１）魚道遡上における問題点の整理
２）魚道設計時における留意点の検討
３）既設魚道の対策方法の検討

・魚道遡上の問題点を整理し、
既設魚道の対策工法を検討し
た。
・今後設置する魚道において、
設計段階での魚道タイプや共通
課題への留意点を整理した。

・魚道設計
・既設魚道改良

魚道の効果

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

水と緑の渓流づく
り調査業務委託

H19～ 梓川流域
高瀬川流域
姫川流域

渓流環境整備計画見直しのた
めの調査

渓流環境整備計画策定から10年以上
経過しているため、現状変化に応じた
見直しが必要である。

１）魚類調査
２）底生生物調査
３）生息環境要素調査
４）ハビタットマップ作成

魚類及び底生生物の生息環境
についてのハビタットマップが作
成された。

渓流環境整備計画の
見直し

渓流環境整備計
画

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

土石流捕捉工に
関する新技術工
法評価検討業務
委託

H21 梓川上流域 新技術工法の検討及び梓川上
流域での設置候補地点調査

年間多くの観光客が来場する上高地に
おいて、景観・環境に配慮しつつ且つ
高い土砂抑止効果のある施設を検討
することが必要である。

１）既存施設の機能・維持管理性の評価
２）既存施設の改良方法検討
３）施設候補地点及び施工方法検討

既存施設を評価することによる
改良方針及び、新規設置候補地
が選定された。

新技術工法の施工 既存施設の評
価、新規設置候
補地の選定。

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

小水力発電調査
業務委託

H21 梓川流域
高瀬川流域
姫川流域

砂防施設を活用した小水力発
電施設の検討。

既設砂防施設を調査し、水力発電とし
ての可能性を検討する為必要である。

１）既設堰堤調査
２）候補地の選定
３）小水力発電計画検討

既設砂防えん堤調査結果を基
に、小水力発電施設の発電効果
を算出した。

小水力発電施設の整
備

小水力発電

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

局地的豪雨等に
対応した地域防
災力向上支援に
関する検討業務
委託

H21 適切な防災対応に資するため
の基礎資料の収集検討。

豪雨・土砂災害被害の低減させるた
め、自治体等への効果的な情報提供・
共有のあり方を検証する必要がある

１）資料収集・整理
２）聞き取り調査
３）意見交換会開催
４）豪雨・土砂災害に関する情報提供等の
課題のとりまとめ
５）情報提供の改善手法等に関する検討

自治体との連絡体制強化方策
等ソフト面での検討をし、今後の
防災体制強化への方針が示さ
れた。

地域防災力向上 地域防災支援

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

姫川流域猛禽類
調査業務

H18～ 姫川流域 ･姫川流域における猛禽類調査 ・姫川流域における工事実施に伴う猛
禽類への配慮検討のために必要であ
る。

１）モニタリング調査
２）騒音調査
３）保全対策検討

猛禽類の公示実施中における
保全対策が策定された。

砂防計画検討・施設
設計・施工計画・工事
関係機関協議

・猛禽類
・施工計画
・関係機関協議

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

災害弱者施設対
策検討業務委託

H21 信濃川上流
域
姫川流域

災害弱者施設に対する土砂災
害対策

･災害弱者施設に対するハード対策及
び、施設完成までの当面のソフト面で
の対策を策定することが必要である。

１）土石流対策施設計画
２）土石流危険渓流カルテ作成

土石流に対するハード対策及び
ソフト対策が検討され、箇所毎の
最適な対策工が示された。

砂防計画検討・施設
設計・工事関係機関
協議

・災害弱者施設
・土石流危険渓
流
・砂防計画
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平成21年度の調査種別
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平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

融雪時における
土石流発生検討
業務委託

H21 信濃川上流
域
姫川流域

融雪期における土石流発生危
険度を評価検討

・融雪時に於ける土石流発生危険度の
評価手法を検討するため必要である。

１）融雪水量の適応性の検討
２）土石流発生の適応性の検討

融雪時の土石流発生危険度評
価のための観測及び評価方法
の考え方が示された。

土石流発生の危険度
評価・施工計画

融雪時の土石流
発生の危険度評
価

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

梓川流域流木災
害ポテンシャル調
査業務委託

H21 梓川流域 流木災害防止計画検討のため
の基礎資料作成

流木災害防の観点から適切な森林整
備を地域と連携して実施していくため必
要である。

１）人工林等状況調査
２）流木災害危険箇所調査
３）山腹斜面流木生産ポテンシャルの検討

流木対策施設配置計画検討策
定及び流木対策施設優先度の
基礎資料が策定された。

流木対策施設配置計
画

流木対策

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

透過型砂防堰堤
（ハイダム）の段
階施工等計画検
討業務委託

H21 信濃川上流
（島々谷流
域）

40mを超える透過型砂防堰堤の
段階施工計画検討

ハイダムを施工することによる効果及
び環境への影響等を検証するため必
要である。

１）既往資料の整理
２）計画土砂量の算出
３）砂防堰堤の型式決定
４）施工計画検討
５）自然環境保全計画

透過型砂防堰堤（ハイダム）の
段階施工が可能となる施工計画
が示された。

透過型砂防堰堤（ハイ
ダム）の段階施工

透過型砂防堰堤
（ハイダム）

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

大規模土砂災害
に対応した危機
管理検討業務委
託

H20～
H22

松本砂防管
内

大規模土砂災害時の危機管理
計画の策定
大規模災害発生時に業務を継
続するために必要な業務継続
計画の策定

大規模土砂災害時の危機管理計画の
策定及び大規模災害発生時に業務を
継続するために必要な業務継続計画を
策定するために必要である。

１）大規模土砂災害危機管理計画策定に
向けた検討
２）松本砂防事務所業務継続計画(案）の
検討

大規模土砂災害危機管理計画
(案）及び松本砂防事務所業務
継続計画(案）が策定された。

大規模土砂災害時の
危機管理
大規模災害時の事務
所業務継続計画

大規模土砂災害

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

高瀬川流域流木
災害ポテンシャル
調査業務委託

H21 高瀬川流域 流木災害防止計画検討のため
の基礎資料作成

流木災害防の観点から適切な森林整
備を地域と連携して実施していくため必
要である。

１）人工林等状況調査
２）流木災害危険箇所調査
３）山腹斜面流木生産ポテンシャルの検討

流木対策施設配置計画検討策
定及び流木対策施設優先度の
基礎資料が策定された。

流木対策施設配置計
画

流木対策

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

霞沢自然環境モ
ニタリング調査業
務委託

H11～ 信濃川上流
（霞沢流域）

・霞沢第２号砂防堰堤施工時に
おける周辺環境影響調査

・砂防施設施工時における周辺環境へ
の影響を評価するため調査が必要であ
る。

１）クマタカ生息調査
２）チョウ類調査
３）植物貴重種の試験移植の活着状況調
査

昨年度とほぼ同じ傾向の結果が
得られ、砂防施設が自然生態系
へ与える景況が少ない事が確認
された

砂防計画検討・施工
計画・工事関係機関
協議

・施工計画
・関係機関協議

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

島々谷川自然環
境影響調査業務
委託

H11～ 信濃川上流
（島々谷流
域）

島々谷第６号堰堤の影響評価
のための調査

砂防施設の必要性と環境への影響を
評価するため調査が必要。

１）保全対象植物の移植実験
２）猛禽類繁殖状況モニタリング
３）カワネズミ生育状況モニタリング
４）植生図作成

昨年度とほぼ同じ傾向の結果が
得られ、砂防施設が自然生態系
へ与える景況が少ない事が確認
された

砂防計画検討・施設
設計・工事関係機関
協議

・砂防計画
・関係機関協議
・自然環境調査

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

来馬河原遊砂地
整備計画水理模
型実験業務委託

H18～
H21

姫川本川（来
馬河原地区）

来馬河原地区における遊砂地
計画の水理模型実験による施
設効果検討

・遊砂地計画は土砂動態が数値計算だ
けで表現出来ないため、水理模型実験
により確認が必要である。

１）実験準備及び模型改造
２）実験
３）現象解析
４）大暗渠砂防堰堤の概略検討

･計画施設配置後に河道閉塞が
発生した場合を想定した実験を
行い、施設の妥当性が把握され
た。

砂防計画・施設設計
検討

・砂防計画遊砂
地
・超過土石流対
策

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

高瀬川流域土砂
動態調査業務委
託

H21 高瀬川流域 土砂移動現象を把握するため
に必要な諸項目を取得。

流域土砂移動現象を量・質の両面から
把握し、今後の砂防施設計画に反映さ
せるために必要である。

１）中・長期生産土砂量調査
２）高瀬川流域の降雨特性分析
３）粒度特性の把握
４）河床変動計算

数値シミュレーションにて河床の
粒度組成の変化が明らかになっ
た。

・砂防計画検討 数値シミュレー
ションによる土砂
移動現象の把握

北陸地方
整備局

松本砂防事務
所

姫川流域流木災
害ポテンシャル調
査業務委託

H21 姫川流域 流木災害防止計画検討のため
の基礎資料作成

流木災害防の観点から適切な森林整
備を地域と連携して実施していくため必
要である。

１）人工林等状況調査
２）流木災害危険箇所調査
３）山腹斜面流木生産ポテンシャルの検討

流木対策施設配置計画検討策
定及び流木対策施設優先度の
基礎資料が策定された。

流木対策施設配置計
画

流木対策

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

湯沢砂防事務所
管内既設魚道機
能調査検討業務
委託

H21 湯沢砂防事
務所管内

魚道機能評価及び遡上調査 管内の砂防施設に設置された魚道の
実態を調査し、改良などの対策方法を
検討する

１）現地調査
２）魚道遡上調査
３）漁協、市町村へのヒアリング

現況の魚道の課題の抽出及び
改善点の提案

管内魚道の改修を進
める上での基礎資料

魚道機能評価

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

湯沢砂防事務所
管内大規模土砂
災害発生危険度
調査評価検討業
務委託

H21 湯沢砂防事
務所管内

深層崩壊発生の恐れのある渓
流の抽出調査

大規模土砂災害を防止・軽減するため
に深層崩壊発生危険箇所やその規模
等を予測するための基礎資料とする

資料収集整理及び空中写真による深層
崩壊地・深層崩壊跡地を整理し、抽出指
標を設定検討

深層崩壊発生の恐れのある渓
流の抽出

施設整備計画の基礎
資料

・深層崩壊
・大規模土砂災
害
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

湯沢砂防事務所
管内老朽化えん
堤補修対策検討
業務委託

H21 湯沢砂防事
務所管内

老朽化堰堤の補修計画 歴史的な石積砂防施設の長期機能維
持を図るための調査方法、補修方法を
検討

１）施設調査
２）堤体物理調査に基づく安定計算等の
照査

老朽化堰堤の補修計画 老朽化堰堤の機能維
持、補修計画を作成
するための基礎資料

石積砂防施設の
長期機能維持

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

湯沢砂防事務所
管内猛禽類調査
業務委託

H9～ 湯沢砂防事
務所管内

砂防事業箇所における猛禽類
調査

希少猛禽類の生息実態を把握し、砂防
事業を実施する上での基礎資料とする

モニタリング調査 生息域、繁殖状況の把握 環境に配慮した砂防
事業を実施する上で
の基礎資料

希少猛禽類

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

湯沢砂防事務所
管内環境調査業
務委託

H20～ 湯沢砂防事
務所管内

自然環境調査 生態系に配慮した渓流の保全整備を
図っていくための基礎資料とする

１）既往資料収集
２）現地調査

調査地点における生物種の把
握

環境に配慮した砂防
事業を実施する上で
の基礎資料

砂防環境

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

湯沢砂防事務所
管内砂防施設配
置計画検討業務
委託

H21 湯沢砂防事
務所管内

砂防施設配置 施設配置計画を検討し、事業計画資料
とする

基礎資料及び現地調査による砂防施設
配置の検討

基本計画及び管内の荒廃状況
に基づく砂防施設配置を行い、
施設の優先順位をとりまとめた

施設配置及び優先順
位を踏まえた事業計
画

・砂防計画
・施設配置

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

清津川流域砂防
事業評価検討業
務委託

H21 湯沢砂防事
務所管内

これまで実施された砂防事業の
効果について検討

公共事業の効率性と透明性を確保し、
説明責任を果たしていくため

砂防事業費及び被害軽減便益から費用
対効果、CVMによるアンケートを実施し、
今後の対応方針の検討をする

費用対効果の算定
事業評価委員会資料の作成

事業効果を説明する
基礎資料

・費用対効果
・CVM

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

湯沢砂防事務所
管内Ｘバンドレー
ダー設置検討業
務委託

H21～ 湯沢砂防事
務所管内

局地的豪雨での雨量観測手法
の検討及びデータ活用方法の
検討

局地的豪雨を監視することで、土砂災
害発生を高精度かつ短時間に把握す
る必要があるため

現地調査及び雨量データの現状把握を行
い、Xバンドレーダ－の配置計画検討

湯沢砂防管内におけるXバンド
レーダーの配置計画

より精度の高い雨量
の観測

・危機管理
・XバンドMPレー
ダー

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

土砂移動モニタリ
ング業務委託

H15～ 湯沢砂防事
務所管内

土砂移動現象の実態把握調査 効果的な砂防施設設置計画の立案の
ため

モニタリング調査 土砂移動現象の実態の把握 砂防計画立案の基礎
資料

・砂防計画
・ハイドロフォン

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

流木災害発生ポ
テンシャル調査
検討業務委託

H21～ 湯沢砂防事
務所管内

流木処理対策及び里山砂防実
施検討の調査

管内の流木災害の発生危険度の調
査、評価を行い、その対策を考慮した
里山砂防の検討を行うもの

１）過去の流木災害発生の分析
２）計画流木量の算定
３）里山砂防実施計画の検討

モデル流域の流木処理方針策
定及び里山砂防実施メニューの
抽出

里山砂防実施の基礎
資料

・流木処理計画
・里山砂防

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

砂防えん堤等を
活用した小水力
発電設置検討業
務委託

H21～ 湯沢砂防事
務所管内

砂防堰堤を利用した小水力発
電の実施可能性調査

環境エネルギーを有効活用した砂防事
業を進めるうえでの基礎資料とする

１）資料収集
２）発電ポテンシャル調査
３）小水力発電の利活用調査

管内の小水力発電実施可能箇
所の抽出及びモデル箇所での
概略検討結果

小水力発電を展開す
る上での基礎資料

小水力発電

北陸地方
整備局

湯沢砂防事務
所

芋川地区地すべ
り対策における
効果及び評価に
関する検討業務
委託

H21～ 芋川流域 地すべり対策箇所の効果・評価
を検討

地すべり対策箇所の効果判定・完了判
定の基礎資料とする。

１）既往資料収集
２）対策工事の評価と課題整理

対策箇所の効果把握・
完了に向けた課題抽出

地すべり対策立案の
基礎資料

地すべり

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

常願寺川水と緑
の渓流づくり調査

H3～
（H16～
H19調査
休止、
H20～再
開）

常願寺川流
域

鳥類調査、猛禽類調査、砂防堰
堤計画地における環境調査

砂防事業の実施河川における環境実
態、経年変化の把握など事業実施上
必要である。

１）文献調査
２）聞き取り調査
３）現地調査による生育状況調査

鳥類・猛禽類等のの生育実態を
把握。外来種対策の対応（タイ
ヤ洗浄機）の効果把握

砂防施設計画、関係
機関協議等への活用

砂防環境

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

常願寺川土砂移
動モニタリング調
査

H19～ 常願寺川流
域

移動土砂量の観測、既設コンク
リートスリットえん堤の施設効果
の把握

砂防計画の策定や土砂管理等の基礎
資料として土砂移動現象の把握が必要
である。

１）移動土砂量の観測
２）データ解析

土砂移動現象の概略的な推定 砂防施設効果の検
証、出水時の移動土
砂量の推定

・土砂移動
・モニタリング
・砂防計画

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

常願寺川シャッ
ター砂防えん堤
設計

H21～ 常願寺川流
域

透過型砂防堰堤に可動式ゲー
ト（シャッター）を設置するための
検討及び詳細設計

透過型砂防堰堤は、出水後半に補足し
た土砂が急激に流出することがあるた
め、洪水時にゲート（シャッター）を操作
し、より効率良く土砂を補足するために
必要な調査である。

１）現地踏査
２）基本事項決定
３）施設検討
４）施設詳細設計
５）観測施設設計

シャッター砂防堰堤を整備する
ための設計

透過型砂防堰堤の効
率的な土砂の補足

シャッター砂防堰
堤
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平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

立山カルデラ山
腹緑化状況調査

H21 常願寺川流
域

管内で施工した山腹工の緑化
の状況調査

自然環境の非常に厳しい箇所における
砂防施設（山腹工）の機能評価を確認
するため、必要である。

１）既往資料調査
２）現地調査（植生調査、樹林調査）
３）新たな山腹緑化工法の適用に向けた
検討

施工方法の違い、施工経過によ
る山腹工の緑化状況を把握

今後の山腹工事への
反映

山腹緑化

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

砂防情報管理活
用手法検討

H21 常願寺川流
域

既往の砂防情報システムの改
善・構築

災害時等の緊急時に迅速な対応を実
施するため、従来システムの不具合の
改善等が必要である。

１）資料収集整理
２）システム利用の改善
３）砂防指定地に関する砂防情報の電子
化

砂防情報システムを構築 砂防計画検討、迅速
な防災対応

砂防情報システ
ム

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

立山砂防管内危
機管理情報シス
テム検討

H21～ 常願寺川流
域

各種観測機器システムの統合
化

危機管理情報となる各種観測機器
データのシステムを統合化し、迅速な
防災対応をする為に必要である。

危機管理情報システム検討 システム構築によるアウトプット
イメージを設計

迅速な防災対応 危機管理

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

立山砂防管内小
水力発電等検討

H21 常願寺川流
域

管内の砂防施設を利用した小
水力等の検討

低炭素型社会構築に向けての有効な
自然エネルギーについて、砂防施設を
利用した小水力発電等を推進する為に
必要な調査である。

１）現地調査
２）事例収集整理
３）自然エネルギーの検討
４）発電電力の活用検討
５）予備設計、詳細設計

魚道を利用した小水力発電施設
を整備するための設計

観測施設等の電力供
給に活用

小水力発電

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

立山砂防事務所
砂防設備点検保
全計画検討

H21 常願寺川流
域

管内の砂防施設の点検・保全
計画の検討

既存施設の有効活用、長寿命化を考
慮し、点検・保全計画を向上させる必要
がある。

１）施設点検手法の検討
２）補修・補強対策の検討
３）各施設の補修・補強重要度評価

安全度を定量的に評価、保全に
向けた補修・補強対策の体系化

施設巡視点検の向
上、補修・保全計画の
向上

・点検
・保全・補修

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

立山砂防事務所
大規模土砂災害
に対する危機管
理計画検討

H21 常願寺川流
域

事務所管外での大規模土砂災
害を想定した防災業務計画(案)
の作成
大規模災害発生時に業務を継
続するために必要な業務継続
計画の策定

事務所管外での大規模土砂災害時の
防災業務計画(案)の策定及び大規模
災害発生時に業務を継続するために
必要な業務継続計画を策定するために
必要である。

１）管外における大規模土砂災害を想定し
た危機管理計画の検討
２）立山砂防事務所業務継続計画（BCP）
の検討

大規模土砂災害に対する防災
業務計画（案）作成及び立山砂
防事務所業務継続計画を策定

大規模土砂災害時の
危機管理
大規模災害時の事務
所業務継続計画

大規模土砂災害

北陸地方
整備局

立山砂防事務
所

立山カルデラ県
営砂防施設機能
評価調査

H18～ 常願寺川流
域

直轄化以前(約80年以上前）に
建設された砂防施設の現状把
握調査

現存有無把握、歴史的砂防施設の機
能把握

！）既存資料調査
２）現地調査

確認された砂防施設の現在の状
況をもとに施設の機能評価を実
施

機能評価による砂防
施設の基礎資料

・砂防事業
・歴史

北陸地方
整備局

金沢河川国道
事務所

手取川上流域環
境調査業務

H3～ 手取川直轄
砂防区間

陸上昆虫類等調査、尾添川第２
号砂防堰堤工事施工後の環境
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査。

砂防事業の実施河川における環境実
態、経年変化の把握など事業実施上
必要である。

１）文献調査
２）聞き取り調査
３）現地調査により生育調査を実施。

陸上昆虫類等の生育実態を把
握した。工事施工後の自然環境
の変化を把握した。

過去の調査との比較
などを通して今後の事
業実施にあたり活用
する。

砂防環境

北陸地方
整備局

金沢河川国道
事務所

手取川上流監視
システム改良業
務

H17～ 手取川流域 砂防及び地すべり防止工事に
対する安全管理及び事務所防
災体制の判断基準と大規模土
砂移動検知システムの精度向
上。

災害への対応のため、監視基準の明
確化が必要である。

手取川上流域監視システムのうち、大規
模土砂移動検知システムの検知センサー
の配置計画・検討、設置・調整。機器の増
設に伴うシステムプログラム改良。

大規模土砂移動検知システムの
検知精度を向上するため、既存
システムにおける観測機器の増
設とシステム改良を行った。

災害への対応を迅速・
的確にするために活
用する。

警戒避難

北陸地方
整備局

金沢河川国道
事務所

甚之助谷地すべ
り移動調査検討
業務

S52～ 甚之助谷地
すべり対策地
区

移動量測量、地下水位観測、排
水量観測及び機構解析を実
施。

観測結果をふまえ、地すべり機構を明
らかにし、今後の対策計画を立案する
必要がある。

地表面の移動量、すべり面位置、地下水
位等の観測結果をふまえた地すべり機構
の解析。

観測結果の整理、すべり面の検
討、安定解析などを行った。

変位量など観測デー
タを蓄積し機構解明と
対策計画に活用す
る。

地すべり対策

北陸地方
整備局

金沢河川国道
事務所

手取川上流部掃
流砂量調査解析
業務

H16～ 細谷、牛首
川、尾添川

牛首川及び尾添川での掃流砂
量の調査解析及び土砂生産移
動特性調査を実施。

砂防計画策定及び土砂管理等の基礎
資料として必要である。

１）移動土砂量観測手法として、音響法を
利用したハイドロフォン手法を用いて移動
土砂量を検討。
２）土砂生産移動特性調査として、土砂生
産・移動の概略特性、粒度分布特性を検
討。

掃流砂量推定方法について検

討し相関係数Ｒ２
＝0.73となっ

た。
土砂動態解析について、年間の
流砂量と移動礫径の時系列
データを観測値から推定した。

観測を継続し、解析を
行い流出土砂量検討
に活用する。

砂防計画

―
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

北陸地方
整備局

神通川水系砂
防事務所

焼岳火山緊急減
災対策砂防計画
検討業務委託

H20～23 焼岳 焼岳を対象とした火山噴火緊急
減災対策砂防計画策定に向け
た検討（噴火シナリオの検討、イ
ベントツリーの作成、影響範囲
と被害の想定、対策方針（案）の
設定）

火山噴火に伴う土砂災害に対してハー
ド対策とソフト対策からなる緊急対策を
迅速かつ効果的に実施し、被害をでき
る限り軽減できる計画を策定するため
に必要な検討である。

１）文献収集・整理
２）デジタル地形情報図を用いた地形・火
山活動履歴などの解析
３）ＤＥＭデータを用いたシナリオケース毎
の数値シミュレーションの実施

噴火シナリオの検討、イベントツ
リーの作成、影響範囲と被害の
想定、対策方針（案）の設定まで
整理できた

焼岳火山噴火緊急減
災対策砂防計画策定
のための資料

・砂防計画
・火山砂防

北陸地方
整備局

神通川水系砂
防事務所

砂防施設を利用
した小水力発電
調査検討業務委
託

H21 高原川流域 管内において、包蔵水力調査を
実施し、小水力発電の適地選定
を行い、モデル施設の基本設計
を行う。

砂防施設の維持、または将来の施設
設計においては、電気エネルギーが必
要。

１）文献収集・整理
２）管内砂防施設の包蔵水力量の把握
３）適地選定及び基本設計

しのぶ砂防堰堤において基本設
計を実施。実施設計に向けては
課題も多く、地元自治体との調
整が必要。

環境に配慮した砂防
事業実施のための基
礎資料

・砂防計画
・砂防構造物

北陸地方
整備局

神通川水系砂
防事務所

高原川流域水と
緑の渓流づくり調
査業務委託

H21～２２ 高原川流域 管内の自然環境特性の把握及
び施設による自然環境への影
響調査

生態系に配慮した渓流の保全整備を
図っていくための基礎資料とする。

渓流環境基礎調査及び砂防施設周辺調
査を実施。また、環境アドバイザー会議に
て調査実施の助言、調査結果の考察等を
いただき、調査成果及び今後の調査計画
立案に反映している。

確認種数については過去の調
査結果と比較しても大きな変化
は見られない。

環境に配慮した砂防
事業実施のための基
礎資料

自然環境

北陸地方
整備局

黒部河川事務
所

黒部川上流域崩
壊状況調査

Ｈ２１ 黒部川水系 黒部川直轄砂防流域を対象とし
た、深層崩壊の恐れのある渓流
の抽出

深層崩壊危険斜面の推定を行い想定
される災害規模についての検討

１）資料収集
２）空中写真判読
３）深層崩壊の恐れのある渓流の抽出
４）微地形分類図の作成
５）深層崩壊規模及び危険度の検討

１）深層崩壊の恐れのある箇所・
規模の把握

大規模土砂災害に対
応した危機管理のた
めの資料

・砂防計画
・危機管理

北陸地方
整備局

黒部河川事務
所

黒部川直轄砂防
事業効果検討業
務

Ｈ２１ 黒部川水系 総合土砂管理を考慮した砂防
堰堤の考案

総合流域土砂対策促進 １）現況調査
２）施設構造の検討
３）効果検討

１）現状の粒度分布の把握
２）総合土砂管理に対応した砂
防堰堤として求められる機能の
検討

総合土砂管理計画を
考慮した砂防堰堤考
案のための基礎資料

・砂防計画
・総合土砂管理

北陸地方
整備局

飯豊山系砂防
事務所

土石流危険渓流
基礎調査及び砂
防施設点検業務
委託

H21 飯豊山系管
内

1)土石流危険渓流基礎調査
・土石流危険渓流の災害実績、
他官庁施設の効果評価、流出
調査
2)砂防施設点検
・老朽化下砂防堰堤の緊急点
検

1)土石流危険渓流基礎調査
・総合的な土砂災害防止対策を効果
的・重点的に実施するための基礎資料
とする。
2)砂防施設点検
・砂防堰堤の長寿命化を図る。

1)土石流危険渓流基礎調査
・対策施設の状況堪忍調査、効果評価
・災害発生ポテンシャルの検討
・氾濫区域の現地確認調査
2)砂防施設点検
・目視点検
・CCD水中カメラ、熱赤外線カメラによる点
検の有効性の確認調査

1)土石流危険渓流基礎調査
・今後の土石流対策事業の方向
性を確認できた。
2)砂防施設点検
・早急な復旧が必要と判断され
る施設は確認されなかった。

1)土石流危険渓流基
礎調査
・今後の事業展開に
向けた基礎資料
2)砂防施設点検
・砂防堰堤の維持管
理

・砂防計画
・施設点検

北陸地方
整備局

飯豊山系砂防
事務所

砂防情報管理活
用手法検討業務
委託

H21 飯豊山系管
内

砂防情報システムの更新 ・災害時等の緊急時に迅速な対応を実
施するための基礎資料とする。
・砂防指定地に関する情報を全国標準
フォーマットに統一する。

１）資料収集整理
２）新規砂防情報の管理・活用検討
３）砂防情報の追加・更新
４）砂防指定地に関する砂防情報の電子
化

砂防情報システムについて、砂
防情報を一元的な管理が可能な
システムに更新できた。

砂防計画検討 ・大規模災害
・砂防情報システ
ム

北陸地方
整備局

飯豊山系砂防
事務所

大規模土砂災害
の危機管理に関
する検討業務委
託

H21 飯豊山系管
内

・飯豊山系における大規模土砂
災害のシナリオ作成

管内における土砂災害の危険性対応
策について検討する必要がある

１）資料収集整理
２）現状の危機管理体制の調査
３）大規模土砂災害危機管理計画の策定
へ向けた検討

・大規模土砂災害のシナリオを
作成した。
・関係機関との連携のあり方に
ついて整理した。

・砂防計画検討
・危機管理計画検討

・大規模災害
・危機管理
・砂防計画

北陸地方
整備局

飯豊山系砂防
事務所

既設砂防堰堤ス
リット化検討業務
委託

H21 飯豊山系管
内

1) 既設砂防堰堤のスリット化を
行うための構造検討
2) 堆積土砂の処理方法を考慮
した施行方法の検討
3) 流木捕捉工の詳細設計

スリット化による砂防堰堤の機能向上、
環境改善を考慮した設計を実施のため
の基礎資料作成

１）藤沢第２号砂防堰堤におけるスリット化
の検討
２）女川第１号砂防堰堤における流木捕捉
工の詳細設計

1) 環境面、土砂調節効果、経済
性に有利なスリットの立案
2) 流木捕捉工設置計画の立案

今後の既設砂防堰堤
スリット化設計に活用
する。

砂防計画

北陸地方
整備局

飯豊山系砂防
事務所

玉川上流域（梅
花皮沢）土砂災
害ポテンシャル調
査業務委託

H21 飯豊山系管
内

1) 土砂災害ポテンシャルの検
討
2)  施工性の高い砂防堰堤等の
予備設計

効率的な砂防事業を実施していくため
の基礎資料作成

１）現地調査
２）土砂ポテンシャル及び砂防施設整備の
必要性整理
３）砂防堰堤予備設計
４）工事用道路概略設計

・土砂流出ポテンシャルの高い
箇所を選定し、予備設計を行っ
た

今後の施設整備計画
の為の基礎資料

土石流氾濫
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

北陸地方
整備局

飯豊山系砂防
事務所

水と緑の渓流づく
り調査業務

H21 飯豊山系管
内

1)管内の自然環境の現状を把
握
2) 施設による自然環境への影
響調査

土砂災害対策とともに平常時の活用に
も配慮した、渓流環境と調和した砂防
事業を図っていくための基礎資料

１）既往資料等の収集・整理
２）現地踏査
３）渓流基礎調査
４）調査結果のとりまとめ

・現地調査で確認された種の同
定等を行うともに、調査結果をハ
ビタットマップとして整理した
・堰堤整備による渓流環境への
影響評価

管内における渓流環
境調査計画への活用

・自然環境
・砂防事業

北陸地方
整備局

阿賀野川河川
事務所

平成21年度　阿
賀野川水系砂防
事業検討業務

H21 実川流域、馬
取川流域

・既往検討結果資料等による現
況把握
・砂防施設計画の再検討
・流域の土砂動態等の把握
・今後の砂防事業の展開検討

・平成19年3月の砂防基本計画策定指
針（土石流・流木対策編）の更新に対応
し、また、航空レーザ計測などの高精
度の地形情報の入手も可能となったこ
とから、平成11年度に策定されている
現行砂防基本計画の再検討が必要で
ある

１）基本計画諸元等の整理
２）実川流域における砂防施設計画の再
検討
３）ソフト対策の計画・立案
４）今後の砂防事業展開と総合土砂管理
に向けた基本検討

・現行砂防計画の課題を把握
・除石管理を前提とした施設配
置計画を策定
・土砂管理や土砂移動のモニタ
リング、警戒避難のためのモニ
タリング計画を策定
・今後の検討課題を把握

今後の砂防事業展開
のための基礎資料

砂防計画

北陸地方
整備局

阿賀野川河川
事務所

平成21年度　滝
坂地すべり対策
検討業務

H21 ・福島県耶麻
郡西会津町
（滝坂地すべ
り）

・滝坂地すべりの安定性、対策
効果を検討、評価
・滝坂地すべり対策事業の費用
便益分析

・大規模かつ複雑な地すべり機構を有
する滝坂地すべりにおいて、効果的な
対策事業を推進するため、地すべりの
安定性、事業の効果評価及び課題の
把握が必要である

１）対策工効果追跡評価
２）地すべり安定解析
３）地すべり対策事業の費用便益分析
４）委員会の開催
５）今後の課題と方針検討

・現地観測及び安定解析結果か
ら安全率の向上傾向を確認
・滝坂地すべり対策事業は十分
な費用対効果が得られていると
評価
・委員会において、地すべり防止
工事基本計画に沿った対策事業
の更なる推進が指摘された。た
だし、大規模地震が地すべり安
定度に与える影響検討の必要
性が指摘された。

効果的な地すべり対
策事業を推進するた
めの基礎資料

・地すべり
・三次元解析
・費用対効果

北陸地方
整備局

阿賀野川河川
事務所

平成21年度　阿
賀野川水系砂防
管内猛禽類調査
業務

H21 新潟県東蒲
原郡阿賀町

・馬取川流域のクマタカ・オオタ
カを主とした猛禽類調査

・馬取川流域における砂防事業を円滑
に実施するため、生息が確認されてい
るクマタカ・オオタカを主とした猛禽類の
生息実態の把握及び保全対策の検討
が必要である

１）定点観測調査
２）営巣位置確認調査
３）H21年度繁殖期保全対策の検討
４）学識者ヒアリング

・猛禽類は8種確認
・クマタカは下流域で繁殖に着手
したと考えられる
・オオタカは繁殖に未着手と考え
られる。
・石神沢砂防堰堤周辺において
6月までのオオタカ繁殖状況に合
わせた保全対策を立案

環境に配慮した砂防
施設計画立案の基礎
資料

猛禽類

中部地方
整備局

天竜川上流河
川事務所

遠山川における
新たな砂防施設
設備の試み

H21～ 遠山川 設計VEによる新たな砂防工法
の発案と水理模型実験による検
証

地域の要望が特に大きい渓流環境へ
配慮した新たな砂防施設の整備が必
要である。

河川、道路、ダム、橋梁、砂防、環境、渓
流釣りの分野の専門家をメンバーとした設
計VEによる検討を行い、設計VEにより提
案された工法について水理模型実験を行
い検証を行う。

提案された４タイプの工法につい
て評価を行い、今後の課題を抽
出した。

渓流環境に配慮した
砂防施設の整備

砂防構造物、新
工法、設計VE、
透過型砂防堰
堤、水理模型実
験

中部地方
整備局

天竜川上流河
川事務所

天竜川流域にお
ける斜面風化深
について

H17～
H21

管内 風化深調査 天竜川上流域は、昭和36年に100年確
率を超える降雨災害を被っているが、
その後約50年間これを凌ぐ降雨に見舞
われていない。このため、現在の災害
ポテンシャルを把握するために、崩壊
地の風化深等を調査する必要がある。

管内の各地質分布域の代表的な流域を
選び、空中写真による崩壊地の判読を行
う。抽出した崩壊地の測量を行うとともに
崩壊地内外の試験掘削と簡易貫入試験
を実施して風化深の状況を把握する。

風化の進行速度を把握するとと
もに強風化帯での予測式を提案
した。

災害ポテンシャルの
把握

崩壊、風化深、
風化速度、花崗
岩

中部地方
整備局

天竜川上流河
川事務所

天竜川流域にお
ける大規模土砂
災害に対する地
域連携の取り組
み

H18～ 管内(上・下
伊那地域)

大規模土砂災害時の地域連携
の構築

天竜川上流域では、平成18年７月豪雨
災害により各地で土石流等による被害
が発生した。大規模土砂災害が発生し
た場合の市町村・県・国の防災関係機
関による連携が課題となり地域連携の
検討が必要性となった。

地域連携の課題を抽出し、災害を想定し
た災害シナリオ、対応シナリオの作成を行
う。これらを基に学識経験者と関係機関に
よる検討会を実施し、地域連携マニュアル
を作成する。

上伊那地域（８市町村）について
地域連携マニュアルを作成し、
協定書の締結を行った。情報共
有のための天竜川流域防災GIS
システムを構築した。

大規模土砂災害時の
市町村、県、国の連携

大規模土砂災害
対策、地域連
携、防災GIS、人
的・物的支援、地
域防災力向上
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

中部地方
整備局

天竜川上流河
川事務所

与田切川の土砂
移動特性につい
て

H12～ 与田切川 総合的な土砂管理 流砂系における総合的な土砂管理の
ためには、流域を移動する土砂量・質
の定量的な把握が必要である。

雨量、流量（土石流観測）、流砂量観測、
河床変動測量、河床材料調査を行い、土
砂移動の実態を把握する。

与田切川から天竜川本川への
土砂の流出量とその粒径を把握
することができた。

土砂移動特性を把握
することにより、今後
の総合的な土砂管理
に反映する

総合土砂管理、
土砂移動特性、
土砂動態マップ、
砂防堰堤

中部地方
整備局

沼津河川国道
事務所

平成21年度　狩
野川砂防情報機
器整備計画策定
業務

H20-H21 狩野川砂防
流域

土砂移動監視の検討 　土砂災害発生時の緊急対応の迅速
化、素早い避難情報の提供、砂防基本
計画のための基礎資料の蓄積・解析な
どのために、狩野川砂防管内で発生す
る崩壊、あるいは土石流の前兆現象を
観測するため。

　狩野川砂防管内全域を網羅できるよう、
崩壊発生履歴・地形・降雨・集落分布など
から管内全域を一定ルールで分割した13
ブロック毎に観測を行う。崩壊発生は、各
ブロック毎の代表地点で斜面崩壊検知セ
ンサにて観測する。土石流の前兆現象
は、小崩壊や土砂移動などによる流水の
濁りを各ブロック下流端で観測する。その
他、流量変化（水位計）や画像情報、斜面
崩壊観測地点の静止画像(将来)などを用
いる。

　ピンポイントではなく流域全体
を網羅し、かつ早期に整備完了
が可能な観測項目・手法を検討
した。H21から具体的設置地点
の選定、機器の検証、設計等を
開始した。約４ヶ月間の濁度計
の検証では雨量や水位の変化
に対して濁度が敏感に追随する
ことが把握でき、前兆現象監視
のセンサーとしての有用性が確
認できた。

「情報活用上の課題」
である１）緊急対応の
迅速化、２）素早い避
難情報の提供に活用
するとともに、「機器整
備上の課題」である
３）全域を網羅した効
率的な監視、４）コスト
の大幅な縮減、５）現
実的な監視状況を考
慮した体制の確立に
活用する。

警戒避難、
斜面崩壊、
崩壊監視、
検知センサ、
濁度観測

中部地方
整備局

沼津河川国道
事務所

平成２１年度　狩
野川砂防小水力
発電設計業務

H21 狩野川砂防
流域

狩野川直轄砂防を対象として既
設堰堤の小水力発電の検討

既設砂防堰堤を活用した温暖化ガス排
出の少ない新エネルギーへの転換

管内にある既設砂防堰堤の流量データ等
の整理を行い、事業費、維持管理費、及
び効率額に基づき経済性評価を行い、対
象施設を抽出したのち、小水力発電の計
画、設計を行う。

小水力発電の利用目的や発電
効率等を総合的に判断して、長
野第７砂防堰堤を抽出した。

非常時の電力供給
（避難地への誘導灯
など）を目的に災害時
の避難支援への活用

小水力発電、
既存ストックの活
用、
Co2削減

中部地方
整備局

沼津河川国道
事務所

平成２１年度　狩
野川水系大規模
土砂災害対策検
討業務

H21-H22 狩野川砂防
流域ほか

伊豆地域における大規模土砂
災害の検討

大規模土砂災害危機管理計画の更新 既往の調査結果を基に最新のLPデータを
活用し、大規模崩壊危険エリア（深層崩
壊）の見直しを行う。また、大規模土砂災
害想定箇所を抽出し、天然ダム決壊シミュ
レーション、既設砂防堰堤の対策工を実
施する。

検討中 大規模土砂災害が発
生した場合の対策工
の検討、関係自治体
への復旧支援等

大規模土砂災
害、
深層崩壊、
危機管理計画

中部地方
整備局

越美山系砂防
事務所

越美山系砂防流
砂量観測施設検
討業務

H21 越美山系砂
防管内

流砂量観測施設の設置検討 流出土砂量調査 資料収集整理、現地調査 流砂量観測施設設置箇所選定、
観測所詳細設計

流砂量観測所の設
置、データ取得

流砂量観測

中部地方
整備局

越美山系砂防
事務所

越美山系砂防崩
壊地調査業務

H21 越美山系砂
防管内

崩壊地観測施設の設置検討 表層崩壊に起因する土石流の発生危
険度評価

・表層崩壊に起因する土石流の発生危険
度評価マニュアル
・資料収集整理、現地調査、概略危険度
評価(C-SLIDER法)、現場物理特性調査、
斜面単位の土石流発生危険度評価(H-
SLIDER法)

斜面崩壊検知センサーの設置
計画及び設置

斜面崩壊検知セン
サーの設置、データ取
得

崩壊地観測

中部地方
整備局

越美山系砂防
事務所

越美山系砂防危
機管理検討業務

H21 越美山系砂
防管内

大規模崩壊による天然ダムが
発生した場合を想定した危機管
理計画

危機管理計画の策定 資料収集整理、現地調査、天然ダム形成,
決壊シミュレーション

大規模土砂災害危機管理計画
（案）天然ダム対応編

災害対応マニュアル 危機管理

中部地方
整備局

富士砂防事務
所

富士山における
深層崩壊に係わ
る地形判読業務

H20 富士山南西
地区

砂防計画基礎調査 富士山直轄砂防区域において、地形・
地質の特徴や数値地図から算出される
地形量の客観的な情報に基づいて、深
層崩壊の発生の恐れのある渓流抽出
に有効な指標の検討を行い、深層崩壊
の恐れのある渓流の抽出を行うことが
必要である。

深層崩壊の恐れのある渓流の抽出は、土
木研究資料第4115号「深層崩壊の発生の
恐れのある渓流抽出マニュアル(案)」に準
じて行うが、富士山特有の地形・地質等の
諸特性を十分に踏まえた地形・地質、地
形量の各指標についても整理・検討を
行った。そして、深層崩壊により想定され
る被害形態・規模と危機管理計画の策定
も念頭に、深層崩壊発生の可能性の高い
流域の抽出と危険度の評価を行った。

・災害直後の昭和51年に撮影さ
れた空中写真を再評価し、崩壊
地分布図から、８３箇所の深層
崩壊跡地を抽出。
・対象地域において深層崩壊の
恐れのある渓流抽出に有効な指
標を検討・設定。
・設定した指標により、対象地域
の危険度評価を行い４渓流を深
層崩壊の恐れのある渓流として
抽出。

砂防計画策定に必要
な基礎資料

砂防計画
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

中部地方
整備局

富士砂防事務
所

富士砂防施設緊
急対応検討業務

H20 富士山南西
地区

危機管理計画調査 富士砂防事務所が直轄砂防事業で実
施した既設砂防施設について、老朽化
等に伴い機能低下などが懸念される施
設を抽出して施設状態を詳細に調査
し、緊急対応の検討が必要である。

・施設の現状把握と調査
・新土対針（H19.3)及び最新の計画降雨量
に基づき安全性・安定性を照査
・今後想定される現象に対する安全性・安
定性の評価
・施設の危険度レベル区分と緊急対応施
設の抽出

照査結果を踏まえ、既往施設を
安全性・緊急性から評価し、優
先度の高い施設を抽出した。ま
た、2施設の補修・補強設計を
行った。

補強対策実施の優先
度評価により補強対
策を行う。

既往施設の補強

中部地方
整備局

富士砂防事務
所

富士山積雪深リ
アルタイム把握
手法検討業務

H21 富士山 活火山対策基本計画調査 富士山噴火時に想定している火山災害
のうち積雪期に発生する融雪型火山泥
流に対し、噴火時に迅速かつ的確な防
災対応を図るため、富士山高標高部に
おける積雪深データをリアルタイムに
把握する手法を検討し、機器配置計画
の立案が必要である。

・富士山の積雪状況の整理
・リアルタイム積雪観測手法の検討
・システム構成の検討課題抽出と今後の
調査計画立案

富士山においてリアルタイムに
積雪深情報を得るための、観測
手法及び機器配置計画の提案。

リアルタイムハザード
マップ作成のための
資料として活用。

砂防計画
雪崩

中部地方
整備局

富士砂防事務
所

富士山大沢川土
砂動態観測調査
業務

H19～ 大沢川 砂防計画基礎調査 大沢川における土砂管理を考えるにあ
たり、源頭部から扇状地までの土砂収
支や扇状地上流から流下する土砂の
量や質などについて、詳細な調査によ
り、その実際を的確に把握する必要が
あるため。

・富士山大沢川の源頭部から扇状地まで
の変動状況を把握するために、航空レー
ザ測量による地形計測をおこない過年度
の航空レーザ測量成果との比較をする。
・下流部のハイドロフォンにより、流下土砂
を計測し土砂動態を把握。
・高解像度航空デジタルカメラを用い、過
年度の開口亀裂の変動を把握。

大沢崩れの変動状況及び大沢
川扇状地の堆積状況を把握。
　・掃流砂観測の実施。

・砂防計画策定に必
要な基礎資料。

砂防計画

中部地方
整備局

富士砂防事務
所

富士山源頭域崩
壊特性調査業務

H21～
H22

大沢川 環境モニタリング 富士山における温暖化に伴う土砂移動
現象と永久凍土の因果関係、また気温
上昇との因果関係の有無を把握する。

大沢崩れにおける気温、地温等の観測
データや斜面崩壊に関するデータを整理
するとともに、源頭域の地温測定を実施す
ることで、富士山大沢崩れの崩壊と地球
温暖化が要因と考えられる気候変動との
関連性を調査し、気候変動予測を踏まえ
た土石流・スラッシュ雪崩の発生リスクに
ついて考察する。

現段階では、地球温暖化の進行
による斜面崩壊の発生リスクは
高まっていないが、長期的なモ
ニタリングによる評価が必要で
ある。

土石流・スラッシュ雪
崩の発生リスクの評
価

地球温暖化
崩壊機構

中部地方
整備局

富士砂防事務
所

富士山大沢川源
頭域対策効果評
価業務

H20～ 大沢川 砂防計画基礎調査 ・富士山は特別名勝、また世界文化遺
産の登録に向けた取り組みをしている
ため、源頭域で渓床対策工について景
観に与える影響や対策工の効果を評
価することが必要。
・源頭域対策工事は他に例のない高標
高かつ厳しい地形・気象条件での工事
であり、実施にあたっては施工適否・効
果検証・景観評価等が必要。

現地調査を実施し、気象データ等とあわ
せ、当該施設の効果を評価し大沢川源頭
域対策方針の検討をする。

・土石流の流出土砂を現況河床
勾配～2/3勾配程度で捕捉でき
ている。
・対策工事施工途中に発生した
小規模な土石流により、施設の
効果を評価した。

大沢川砂防基本計画
(案)の修正

景観予測
整備効果分析

近畿地方
整備局

六甲砂防事務
所

六甲山系斜面崩
壊観測施設計
画・設置業務

H21～ 六甲山系 斜面崩壊検知センサー、水位
計、流量計等の配置計画の作
成・機器選定及び設置

斜面における表層崩壊発生メカニズム
の解明及び警戒避難体制整備

現地調査 観測機器が配置できた。 今後観測を行い、各
種データを取得する。

斜面崩壊

近畿地方
整備局

六甲砂防事務
所

六甲山系航空
レーザ測量デー
タ解析・活用業務

H21 六甲山系 レーザ測量データのグリッド
データ化、活用検討

レーザ測量による詳細かつ広範囲な測
量データの活用

レーザ測量データと地上測量データとの
比較等

0．5mメッシュデータで1／1000程
度の精度を確保できることが分
かった。

各種調査の基礎資料
として活用

グリーンベルト、
レーザ測量、リ
モートセンシング

近畿地方
整備局

六甲砂防事務
所

大規模災害危険
度調査業務

H21 六甲山系 大規模崩壊のおそれのある地
域の抽出

大規模土砂災害に対する危機管理 微地形解析、土研マニュアルに基づく検
討

危険と思われる箇所が抽出でき
た。

県との情報共有、TEC
－FORCE訓練等のシ
ナリオの基礎資料とし
て活用

大規模土砂災
害、微地形解析
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近畿地方
整備局

六甲砂防事務
所

六甲山系降雨・
土砂災害等監視
強化策定業務

H21～ 六甲山系 Xバンドレーダの活用検討、シス
テム開発

登山者、渓流利用者に対する降雨状況
の通知

Xバンドレーダの活用検討、携帯電話向け
システムの開発（大阪市のデータを使用）

Xバンドレーダのゲリラ豪雨に対
する有効性が確認できた。

GPSとの連携及び雨
雲の発達状況を検知
するための検討は今
後の課題

Xバンドレーダ

近畿地方
整備局

六甲砂防事務
所

六甲山系砂防堰
堤老朽化調査業
務

H21 六甲山系 砂防堰堤の老朽化調査と補強
検討

老朽化した砂防堰堤の補強検討 弾性波探査、ボーリング、老朽化判定、補
強の概略検討

弾性波探査、ボーリング調査等
により、砂防堰堤の健全度を概
ね判定できた。

同様の手法により他
の堰堤も調査し、随時
補強していく。

砂防堰堤補強

近畿地方
整備局

六甲砂防事務
所

六甲山系警戒避
難システム技術
検証業務

H21～２３ 六甲山系 リアルタイムハザードマップの検
討

土砂災害に対する警戒避難体制の整
備

モデルの精度向上
システム開発（対象流域の拡大）

レーダ雨量情報と航空レーザ測
量データに基づく分布型のリア
ルタイムハザードマップが作成さ
れた。

事務所内の体制判断
材料として活用、関係
自治体への情報提供
も視野に。

リアルタイムハ
ザードマップ

近畿地方
整備局

琵琶湖河川事
務所

瀬田川歴史的砂
防施設
広報資料
作成業務

H21 瀬田川
水系

歴史的砂防施設に関する広報
に資する調査・資料作成の実施

鎧堰堤をはじめ、田上における歴史的
砂防施設の重要文化財指定を目指す
ために必要な実態調査である

現地調査、琵琶湖河川事務所以外の施
設における資料調査、文化財候補施設の
整理より広報の方策について検討、学識
者・文化庁との協議資料作成

鎧堰堤周辺の山腹工の大きな
歴史的価値は見いだすことがで
きなっかった

鎧堰堤の重要文化財
登録に資する資料と
する

砂防事業
重要文化財登録

近畿地方
整備局

琵琶湖河川事
務所

瀬田川砂防
GISシステム
整備業務

H21 瀬田川
水系

瀬田川砂防GISのシステム構築
(設計・開発)

砂防指定地の紙データが整備後10年
以上経過し、最新の電子データに更新
する上で必要な業務である

GISを用いた整理・解析 旧システムからのデータ移行を
行い、滋賀県で整備中のデータ
についても、県からの提供で搭
載することとした

GISシステムの利用 GIS

近畿地方
整備局

琵琶湖河川事
務所

瀬田川砂防
管内他レーザ測
量業務

H20～21 瀬田川
水系

大規模な土砂災害発生時に必
要となる高密度かつ高精度な標
高データの取得

今後の土砂崩壊予測に必要となる調
査である

航空レーザ計測 植生分布図作成からは、現況の
地形、樹林の状態を把握できた

山腹工の整備計画の
基礎資料とする

航空レーザ測量

近畿地方
整備局

木津川上流河
川事務所

木津川上流砂防
管内の流送土砂
に関する調査

H20～
H21

木津川水系 土砂生産に関する調査から、砂
防事業の計画をより科学的に表
現することが可能な整備方針に
ついて検討

計画上の生産土砂量推定手法を検討
するために必要な調査である。

土砂生産に関する流砂量観測 発生土砂量の把握、及びこれら
の値を用いた科学的根拠に基づ
いた整備方針の検討

基本計画の策定 砂防計画
土砂流出

近畿地方
整備局

福井河川国道
事務所

真名川砂防融雪
土砂流に関する
調査

H20～
H24

九頭竜川水
系
真名川

真名川流域で積雪・融雪期にお
ける土砂流出を評価するため、
モデル流域を設定したうえで積
雪・融雪に伴う土砂流出モデル
を概成するとともに、モデル流
域で一部観測・調査を行うことに
より、今後の調査の課題を整理

積雪・融雪期における生産・流出土砂
の実態とメカニズムを明らかにし、それ
に基づいた砂防計画により効果的に砂
防施設を配置していくことが必要であ
る。

・計画準備
・資料収集、現地調査手法の検討
・モデル流域の設定
・概略モデルの構築
・モデル流域調査

モデル流域を対象に積雪・融雪
に伴う土砂流出概略モデルを構
築するとともに、その適用性と課
題について検討した。
また、短期ではあるがモデル流
域において水位・濁度の現地観
測を行った。

積雪・融雪に伴う土砂
移動現象を考慮した
砂防基本計画の立
案。施設整備計画へ
の展開。

・融雪崩壊
・積雪グライド
・融雪出水
・現地観測調査
・生産・流出土砂
メカニズム
・流出・河道モデ
ル

近畿地方
整備局

大和川河川事
務所

平成２１年度亀の
瀬地すべり管理
手法策定業務

H21 亀の瀬
地区

地すべりの長期的な安定を確保
するための管理手法の検討、地
すべり防止区域内の整備計画
検討、概成判定の検討

直轄事業完了後の地すべりの長期的
な安定を確保するために必要な調査で
ある。

・地すべり管理マニュアル（一次案）の課
題整理
・地すべり管理マニュアル（二次案）の策
定
・管理検討委員会、府・市とのワーキング
・概成判定のための観測データの整理

地すべり管理マニュアル（二次
案）等を策定した。

移管後の地すべり管
理

地すべり
維持管理
利活用
概成

近畿地方
整備局

大和川河川事
務所

平成２１年度亀の
瀬地すべり挙動
解析業務

H21 亀の瀬
地区

亀の瀬地すべり地における大規
模地震動に対する地震応答解
析（広域・詳細）、斜面安定解
析、最終施設配置時の対策工
効果予測

大規模地震による亀の瀬地すべり地へ
の影響を把握し、危機管理の行動計画
に資するための調査である。

・最終施設配置における安全率の算出
・大規模地震時における斜面安定解析

・3次元安定解析の結果、100年
確率降雨時においても十分な安
全率が確保できる。
・2次元動的FEM解析の結果、兵
庫県南部地震相当の地震波が
作用した場合、地すべりの変位
は生じるが、動きは継続せず収
束することが分かった。また対策
工により変位量が減少する結果
が得られた。

大規模地震時の危機
管理、完了判定の基
礎資料

地すべり
地震応答解析
安定解析
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中国地方
整備局

太田川河川事
務所

広島西部山系砂
防堰堤工事発生
土有効活用検討
業務

H21～ 広島西部山
系区域

砂防ソイルセメント工法における
土砂の材料特性の変化が品質
に与える影響について調査を
行った。

広島マサ土に含まれる有機物および有
機物による強度への影響について、ま
た、粒度組成について課題を整理する
必要がある。

現地調査、配合試験 現地発生土砂の変化特性およ
び品質への影響が評価できた。

「砂防ソイルセメント活
用の手引き（案）」の精
度向上

砂防ソイルセメン
ト、発生土、有効
活用、室内試
験、材料特性

中国地方
整備局

太田川河川事
務所

広島西部山系小
規模崩壊対応型
施設検討業務

H21～ 広島西部山
系区域

小規模な土石流危険渓流の渓
流特性に基づく土石移動現象を
把握するとともに現象に対応し
た合理的な砂防施設の基本的
な考え方及び構造要件につい
ての検討を行った。

都市部特性の住宅地に近接した土石
流危険渓流の一つである小規模渓流
の特性を把握する必要がある。

事例収集、現地調査、地質条件・設計条
件の検討

小規模崩壊対応型施設の考え
方や基本的な方針をふまえ設計
条件が整理できた。

小規模崩壊対応型施
設の基本的な考え方
の整備

小規模、崩壊対
応型、土砂量、
流木量

中国地方
整備局

倉吉河川国道
事務所

自然環境に関す
る調査

H21～
H22

天神川 ・鳥類（猛禽類）
・事業箇所モニタリング調査（魚
類、底生動物、植物、陸上昆虫
類(ﾁｮｳ、ﾄﾝﾎﾞ類)、両生類）

砂防事業による自然環境への影響を
把握するため、事業箇所における工事
前、工事中、工事後における経年的な
変化を調べるために必要な調査であ
る。

○鳥類(猛禽類)調査（定点観察）
○モニタリング調査
・魚類（捕獲調査、目視確認）
・底生動物（定性・定量採取調査）
・植物（植物相調査、群落組成調査）
・陸上昆虫類（目撃法、ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ法）
・両生類（捕獲調査、目撃・鳴き声確認）

自然環境モニタリングに関する
経年的なデータの整理ができ
た。

砂防事業への反映 自然環境

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

四国山地砂防計
画検討業務委託

H21 吉野川中流
域、重信川流
域

吉野川流域における事業効果
評価法の検討
重信川流域における施設配置
検討

吉野川流域における費用対効果に基
づいた整備を進めるため。また、重信
川流域における効率的な砂防施設配
置を行う。

・施設効果に関する検討
・事業効果の表現方法に関する検討
・事業効果額の算定
・机上及び現地調査による施設配置計画
の検討

・各流域における概略整備方針
・赤根・南小川流域における事
業効果
・重信川流域における無施設渓
流対策の施設配置計画

砂防計画検討 ・事業評価
・砂防計画

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

重信川流域砂防
施設機能点検業
務委託

H21 重信川流域 最新諸基準に基づく機能点検、
対策工法、及び対策優先度の
検討

老朽化が懸念される堤体の健全度評
価及び安定性検証、対策工法を検討し
施設の機能維持・向上を図る

・堤体外観検査
・ｺｱ抜き、ｺﾝｸﾘｰﾄ試験
・堆砂状況、異常洗掘等状況調査
・土石流域安定計算
・掃流域安定計算
・内部構造弾性波探査
・対策施設抽出及び優先度検討

既往施設の現行基準に対する
対応状況、概略対策、及び対策
優先度

対策検討、及び優先
度に基づいた、施設
の段階的な整備

施設機能評価

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

四国山地砂防事
務所災害対策検
討業務委託

H18～
H21

四国管内 大規模土砂災害危機管理計画
(案)の策定及び連絡会・幹事会
の実施、国・県相互の電子情報
共有化の検討、中山間地地域
における防災力維持向上の検
討

降雨及び地震を誘因とした大規模土砂
災害発生前後において四国地方整備
局、四国山地砂防事務所と四国４県が
いかに対応するべきか行動計画の策
定が必要である

・国、県の行動計画の検討、連携対応マ
ニュアルの策定し、連絡会及び幹事会を
開催を経て大規模土砂災害時における砂
防関連電子情報共有化を検討する
・中山間地地域の市町村における地域情
報、消防団組織等の資料収集・整理しコ
ミュニティー防災計画の作成を行う

・大規模土砂災害危機管理計画
（案）の作成
・地域特性に応じた小集落単位
での防災ネットワークの構築

今後、大規模災害発
生時における国及び
四国４県の対応の連
携に活用

危機管理

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

吉野川・重信川
流域調査外業務
委託

H21 吉野川上流
域、重信川流
域

森林整備による砂防上の効果
検討、及び森林整備を実施した
場合の砂防施設に対する効果
の評価

砂防施設の整備に併せ、流木災害の
予防及び土砂災害に強い森林整備の
計画検討及び豪雨による崩壊地からの
生産土砂量について砂防施設に対す
る効果を検討・評価手法(案)を策定す
る必要がある

・樹林生町に関する資料及び既従の森林
簿、図面、流木調査・対策計画に関する資
料収集・整理
・事業箇所の調査検討
・既従砂防計画の整理
・現地調査

・森林整備による砂防上の費用
対効果の把握
・森林整備による効果の評価手
法

流域の森林状況、法
規制の有無、地形条
件等の確要因から里
山砂防の実現検討

砂防計画
里山砂防

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

四国山地砂防事
務所管内施設管
理検討業務委託

H17～
H21

事務所管内 ・地すべり防止区域巡視点検手
引き(案)作成
・砂防情報管理システム運営環
境調査
・砂防情報データ整備計画検討
・砂防関連情報高度管理手法
検討

・地すべり防止区域の斜面、道路、擁
壁、湧水等の変状を点検し、地すべり
の安全度を確保するため
・各種砂防関連情報のデータ化と情報
共有化

a.巡視点検の手引き(案)の作成
・資料収集及び現況調査
・巡視点検範囲の検討
・点検表、台帳様式の検討作成
b,砂防情報管理システムのネットワーク運
用環境調査及び高度化手法検討、構築
・資料収集
・システム環境調査
・システム構築

・巡視点検計画立案、実施体
制、点検表、台帳の運用手法等
の詳細を定めた巡視点検の手
引き(案)
・サーバ機器導入、砂防情報管
理システムのネットワーク運用環
境の構築
・砂防情報関連のデータ整備

・地すべり防止区域巡
視点検
・砂防情報システムの
情報蓄積及び機能改
善

・地すべり防止区
域巡視点検
・砂防情報管理
システム
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

吉野川上流域表
層崩壊危険箇所
調査業務委託

H21 吉野川上流
域、汗見川水
系、地蔵寺川
水系

表層崩壊に起因する土石流発
生危険度評価

吉野川上流域における表層崩壊に起
因する土砂災害危険度を把握する

・資料収集、整理を行い、調査対象区域を
選定する
・調査対象区域の地形情報・土壌の物理
情報収集
・斜面単位の危険度評価
　　（H-SLIDER法）
・渓流単位の危険度評価
　　（C-SLIDER法）

・調査対象区域における斜面単
位の危険度評価は現況崩壊状
況に概ね対応している
・吉野川上流域における表層崩
壊危険度評価

土砂災害に備えた危
機管理、及び砂防計
画検討

表層崩壊
危機管理

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

吉野川中流域表
層崩壊危険箇所
調査業務委託

H21 吉野川中流
域（祖谷川流
域、赤根川流
域、南小川流
域）

表層崩壊に起因する土石流発
生危険度評価

吉野川中流域における表層崩壊に起
因する土砂災害危険度を把握する

・資料収集、整理を行い、調査対象区域を
選定する
・調査対象区域の地形情報・土壌の物理
情報収集
・斜面単位の危険度評価
　　（H-SLIDER法）
・渓流単位の危険度評価
　　（C-SLIDER法）

・調査対象区域における斜面単
位の危険度評価は現況崩壊状
況に概ね対応している
・吉野川中流域における表層崩
壊危険度評価

土砂災害に備えた危
機管理、及び砂防計
画検討

表層崩壊
危機管理

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

重信川流域表層
崩壊危険箇所調
査業務委託

H21 重信川流域 表層崩壊に起因する土石流発
生危険度評価

重信川流域における表層崩壊に起因
する土砂災害危険度を把握する

・資料収集、整理を行い、調査対象区域を
選定する
・調査対象区域の地形情報・土壌の物理
情報収集
・斜面単位の危険度評価
　　（H-SLIDER法）
・渓流単位の危険度評価
　　（C-SLIDER法）

・調査対象区域における斜面単
位の危険度評価は現況崩壊状
況に概ね対応している
・重信川流域における表層崩壊
危険度評価

土砂災害に備えた危
機管理、及び砂防計
画検討

表層崩壊
危機管理

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

Ｈ２１地すべり物
理探査検討業務
委託

H19～
H21

南大王川流
域
怒田・八畝地
すべり

空中物理探査による測定及び
解析を実施し、怒田・八畝地す
べり防止区域周辺を含めた広
域における地下水位及び地質
構造を3次元的に把握する。

地盤内部の地下水及び地質性状を把
握することにより、今後の地すべり対策
事業の事業展開のための基礎資料と
する。

空中電磁法及び空中磁気法による計測を
実施し、測定データを解析することにより
地下水分布・地質状況について検討す
る。

・比抵抗断面図の作成
・水道分布図の作成
・地下水・地質状況を加味した地
すべり機構の考察

今後の地すべり対策
事業の事業展開（防
止区域の拡大検討
等）のための基礎資
料とする。

地すべり
物理探査

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

Ｈ２１吉野川上流
送流土砂粒径調
査業務

H20～ 吉野川流域
桑瀬第2堰堤

桑瀬第2堰堤の上下流におい
て、出水中に運搬されてくる流
砂の最大粒径を調査する。

不透過型堰堤において出水中に運搬さ
れてくる流砂の最大粒径に及ぼす影響
を調査するため。

流砂を捕捉するための装置を堰堤上下流
に設置し、月に1～2回もしくは出水後に装
置内に捕捉されている流砂粒径を測定す
る。

・雨量、水位データと併せて装置
内に捕捉された流砂粒径につい
てとりまとめを実施。

国総研にてとりまと
め、今後の砂防事業
に活用

流砂
土砂移動

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

H２０－２１四国東
部深層崩壊危険
箇所調査業務

H21 四国東部 四国内一般荒廃地の東部にお
いて、深層崩壊の恐れのある渓
流の抽出を行う。

深層崩壊の危険性の高い渓流の把握
を行うため。

深層崩壊の発生の恐れのある渓流抽出
マニュアル（案）に沿って、大規模土砂崩
壊の既往実績、地質構造、微地形・地質
特性等の指標及び地形量指標等の深層
崩壊発生に関する指標の設定を行い、深
層崩壊の恐れのある渓流を抽出する。

・深層崩壊の発生の恐れのある
渓流の抽出結果

今後の砂防事業の事
業展開のための基礎
資料とする。

深層崩壊

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

H２０－２１四国西
部深層崩壊危険
箇所調査業務

H21 四国西部 四国内一般荒廃地の西部にお
いて、深層崩壊の恐れのある渓
流の抽出を行う。

深層崩壊の危険性の高い渓流の把握
を行うため。

深層崩壊の発生の恐れのある渓流抽出
マニュアル（案）に沿って、大規模土砂崩
壊の既往実績、地質構造、微地形・地質
特性等の指標及び地形量指標等の深層
崩壊発生に関する指標の設定を行い、深
層崩壊の恐れのある渓流を抽出する。

・深層崩壊の発生の恐れのある
渓流の抽出結果

今後の砂防事業の事
業展開のための基礎
資料とする。

深層崩壊
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

H２０－２１四国中
部深層崩壊危険
箇所調査業務

H21 四国中部 四国内一般荒廃地の中部にお
いて、深層崩壊の恐れのある渓
流の抽出を行う。

深層崩壊の危険性の高い渓流の把握
を行うため。

深層崩壊の発生の恐れのある渓流抽出
マニュアル（案）に沿って、大規模土砂崩
壊の既往実績、地質構造、微地形・地質
特性等の指標及び地形量指標等の深層
崩壊発生に関する指標の設定を行い、深
層崩壊の恐れのある渓流を抽出する。

・深層崩壊の発生の恐れのある
渓流の抽出結果

今後の砂防事業の事
業展開のための基礎
資料とする。

深層崩壊

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

H２１中山間地域
における水循環
機構検討業務委
託

H21～ 南大王川流
域
怒田・八畝地
すべり

・モデル地域の選定
・棚田の現状把握
・水循環モデルの検討
・調査手法の検討

中山間地域では、地すべり地帯で棚田
が発達しているところが多く見受けられ
る。棚田のもつ国土保全機能につい
て、洪水流出抑制機能、あるいは地す
べり抑制機能が考えられるが、現時点
では不明な点が多いため。

棚田の持つ国土保全機能の解明、評価を
行い、棚田を活用した砂防地すべり対策
事業の可能性検討、棚田活用による地域
活性化検討を実施する。

棚田を活用した砂防地すべり対
策事業の可能性、棚田活用によ
る地域活性化

今後の砂防事業の事
業展開のための基礎
資料とする。

水循環

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

H２１土砂災害防
止教育に関する
支援検討業務委
託

H21～ 四国山地砂
防事務所管
内

・手引き書案の検討
・資料集案の検討
・防災教育の効果の評価検討

効果的な土砂災害防止教育に資する
ため。

土砂災害防止教育支援ガイドライン（案）
に基づき土砂災害防止教育を効果的に行
うための検討及び支援資料を作成する。

・手引き書案の作成
・資料集案の作成
・防災教育の効果の評価

効果的な土砂災害防
止教育を行うための
資料として、活用

防災教育

四国地方
整備局

四国山地砂防
事務所

H２１善徳地すべ
り地震時状況検
討業務委託

H21～ 祖谷川流域
善徳地すべり

・既往地震関係資料収集
・解析条件の検討
・地震応答解析入力データ検討

南海地震を想定し、大規模地震動が善
徳地すべりの安定度に与える影響及
び、地震時の地すべり状況を把握する
ため。

既往地震関係資料を収集し、解析条件の
検討、地震応答解析入力データの検討、
地震応答解析を実施し、善徳地すべりに
おける地震時斜面安定解析を行い地震時
の善徳地すべり斜面安定度評価を行う。

・地震時の善徳地すべり斜面安
定度評価

今後の地すべり対策
事業の基礎資料とす
る。

安定解析
地震応答解析

九州地方
整備局

川辺川ダム砂
防事務所

川辺川流域危機
管理検討

Ｈ２０～Ｈ
２１

川辺川流域 砂防施設の長寿命化、危機管
理体制検討

既存の砂防施設の老朽化、効率的な
事業執行のため適切な補修・補強によ
る施設の長寿命化が必要

砂防施設の点検・診断劣化特性を把握し
長寿命化対策案の作成、施設劣化度より
補修・補強計画の基礎となる優先順位の
検討。

砂防施設の詳細点検手法、補強
補修優先度の評価基準、維持管
理計画の設定

今後の維持管理への
活用を図る。

維持管理

九州地方
整備局

川辺川ダム砂
防事務所

川辺川流域深層
崩壊箇所影響調
査検討

Ｈ２１ 川辺川流域 深層崩壊調査 深層崩壊の発生のおそれのある渓流
を抽出することにより、危機管理対策
の基礎資料とする。

川辺川流域における大規模土砂崩壊の
発生実績、地質構造・微地形要素、地形
量等から深層崩壊の発生のおそれのある
渓流を抽出する。

全460渓流を対象に「深層崩壊
発生実績」、「地質構造・微地形
要素」、「地形量」の３つの条件
による深層崩壊発生危険度判定
の結果から渓流を分類した。

大規模災害時の警戒
避難

警戒避難

九州地方
整備局

川辺川ダム砂
防事務所

球磨川上流域危
険度調査検討

Ｈ２１ 球磨川上流
域

深層崩壊調査 深層崩壊の発生のおそれのある渓流
を抽出することにより、危機管理対策
の基礎資料とする。

球磨川上流域における大規模土砂崩壊
の発生実績、地質構造・微地形要素、地
形量等から深層崩壊の発生のおそれのあ
る渓流を抽出する。

全1280渓流を対象に「深層崩壊
発生実績」、「地質構造・微地形
要素」、「地形量」の３つの条件
による深層崩壊発生危険度判定
の結果から渓流を分類した。

大規模災害発生時の
防災支援

警戒避難

九州地方
整備局

川辺川ダム砂
防事務所

川辺川流域流砂
量観測計画検討

Ｈ２１～ 川辺川流域 流砂量観測計画の検討 砂防計画策定及び土砂管理等の基礎
資料として必要である。

土砂移動の特性、土砂管理上の課題を踏
まえた観測項目、位置の選定を行い配置
計画を検討した。

流域崩壊状況、砂防施設におけ
る重要性、現場条件を考慮して
設置箇所を選定した。

流出土砂量の把握を
行い今後の砂防計画
に活用

砂防計画

九州地方
整備局

川辺川ダム砂
防事務所

川辺川流域土砂
災害被害軽減対
策検討

Ｈ２１ 川辺川流域 防災におけるソフト対策 被害軽減のための効果的なソフト対策 地域意見交換会の開催及び意見聴取、
現状のソフト対策における効果分析により
課題を抽出し、効果的・効率的なソフト対
策手法を検討する。

川辺川流域での今後のソフト対
策について整理するとともに、被
害軽減のため実施出来る施策
について検討した。

今後の地域防災の向
上に活用

警戒避難

九州地方
整備局

川辺川ダム砂
防事務所

川辺川流域土砂
収支検討

Ｈ２０～Ｈ
２１

川辺川流域 近年の川辺川流域における土
砂移動現象の実態の整理

最新のデータに基づく生産土砂量、堆
砂量の把握

砂防堰堤堆砂量測量結果、川辺川河床
変動測量結果を基に、H16,17出水ならび
に現在までの土砂移動状況について整理

堆砂測量結果、河床変動状況等
により流域の土砂移動現象を把
握できた。

今後の施設配置等整
備に向けた優先順位
に活用

砂防計画
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
継続のものも含む)

調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

九州地方
整備局

宮崎河川国道
事務所

霧島火山噴火緊
急減災対策砂防
計画に関する調
査

H20～
H21

霧島火山 新燃岳・御鉢を対象とした火山
噴火緊急減災計画検討

霧島火山が活発化したときに想定され
る土砂災害による被害を軽減するため
の緊急対策及びそのために平常時か
ら実施しておく対策の検討が必要であ
る。

霧島火山が活発化したときに想定される
土砂災害を整理し、現状の砂防施設の整
備状況や保全対象など社会環境条件及
び、火山活動時の時間的・空間的制約条
件を踏まえ、緊急時に実施する対策を検
討する。検討結果から平常時から準備し
ておくべき項目を整理する。

検討分科会、委員会での討議を
経て緊急減災砂防計画をとりま
とめた。

火山防災計画、火山
砂防基本計画への反
映。

火山砂防
緊急減災

九州地方
整備局

大隅河川国道
事務所

土石流検知セン
サー高度化に向
けた調査検討業
務

H21 桜島 現在一般的に用いられているワ
イヤーセンサーは信頼性は高い
が連続検知が困難であるため、
より確実かつ効率的な土石流検
知手法について調査検討を行
う。

土石流検知手法については１つの方法
に頼ることについては限界があり複数
の検知手法を組み合わせることにより
確実かつ効率的な土石流検知方法と
する必要がある。

１）土石流検知の現状整理
２）現状に基づいた課題の抽出
３）土石流検知システムの高度化検討

ワイヤーセンサーと振動セン
サーの組み合わせを選定した。

島内各渓流において
多重化を計る。

土石流

九州地方
整備局

大隅河川国道
事務所

桜島島内陸域環
境調査検討業務

H20～
H21

桜島 桜島島内の動植物の生息・生
育状況調査

調査結果と現状の自然環境や砂防施
設などとの関係について検討し、砂防
事業を計画実施するための基礎資料と
する。

１）植物調査
２）両生類、爬虫類、哺乳類調査
３）鳥類調査
４）陸上昆虫類等調査
５）学識者へのヒアリング調査

調査地点における動植物の生
息状況の把握

環境に配慮した砂防
計画検討の基礎資料
となる。

環境調査

九州地方
整備局

大隅河川国道
事務所

長谷川外土砂変
動量等調査業務

H21 桜島 長谷川及び南岳周辺における
地形形状を調査し、既往調査結
果との比較を行い土砂変動量を
把握する。

地形変状、荒廃状況を把握分析するこ
とで、砂防事業を計画実施するための
基礎資料とする。

１）航空レーザー測量
２）地表面変動量解析

長谷川源頭部の北岳火口はガ
リー侵食が進行、昭和火口周辺
部においては火山灰の体積が
見られる。

桜島における流出土
砂管理および火山噴
火緊急減災計画策定
の基礎資料となる。

土砂流出

九州地方
整備局

大隅河川国道
事務所

持木川外砂防施
設健全度調査検
討業務

H21 桜島 桜島島内の砂防施設の老朽化
などを反映し、長寿命化対策や
施設補修・補強対策を検討し、
砂防施設維持管理ガイドライン
（案）の基礎資料とするため。

桜島の砂防施設は土石流及び噴火活
動によるガスなどの化学的要因もあり
劣化している。様々な要因が砂防施設
に及ぼす影響を調査し最終的に施設
の維持管理計画を策定するため。

１）現地調査による一時点検
２）二次点検（ボーリング作業や物理探
査）
３）施設健全度の評価
４）補修及び補強方法検討
５）長寿命化対策の検討
６）維持管理計画の検討

桜島島内の砂防施設の維持管
理計画（案）（砂防施設の長寿命
化計画（案）含む）を策定。

アセットマネジメントを
加味した砂防施設の
管理を行う。

維持管理計画
施設補修・補強
長寿命化対策

九州地方
整備局

雲仙復興事務
所

雲仙岳大規模土
砂災害危機管理
検討業務

H18～ 雲仙普賢岳
管内

雲仙普賢岳における大規模土
砂災害のシナリオ作成

雲仙普賢岳を対象とした大規模災害を
想定した「雲仙普賢岳危機管理計画」
作成のための調査である。

大規模土砂災害に対応する各機関の行う
べき事項のシナリオを作成し、学識経験
者や関係機関等を交えた委員会に諮り、
意見を検討結果に反映する。

大規模土砂災害発生時におけ
る関係機関の行動計画シナリオ
の素案作成及びシナリオに基づ
く防災訓練シナリオの作成を行う
ことができた。

・危機管理計画策定
に活用
・防災訓練への適用

・危機管理
・災害対応シナリ
オ

九州地方
整備局

雲仙復興事務
所

雲仙岳砂防施設
安全施工計画評
価検討業務

H21～ 雲仙普賢岳
管内

砂防施設の安全施工に関する
検討

今後の工事がより溶岩ドームにより近
づくため、工事の安全性の向上及び施
設配置計画の見直しを行うために必要
な検討である。

砂防施設の配置計画等を検討し、学識経
験者を交えた委員会に諮り、出された意
見や指摘事項を検討結果に反映する。

雲仙普賢岳における噴火後の
経年変化を考慮した砂防施設計
画を立案することができた。

・砂防計画検討
・施設設計・工事

・砂防計画

九州地方
整備局

雲仙復興事務
所

雲仙普賢岳溶岩
ドーム状況調査
検討業務

H20～ 雲仙普賢岳 普賢岳の溶岩ドームの不安定
岩塊の検討

溶岩ドームの不安定岩塊・キレツの把
握や移動状況の把握を行うものであ
り、溶岩ドームに関する検討の基礎資
料として必要な調査である。

・光波測距機を用いた現地調査
・電気探査による地下水調査
・溶岩ドームの安定性解析

溶岩ドームにおける新たなキレ
ツの発達箇所や岩塊の剥落箇
所を把握することができた。ま
た、溶岩ドームの挙動に関して
は、既存のプリズムを用いた観
測データの妥当性を示す検討結
果が得られた。

・雲仙普賢岳の現状
についての公表資料
・安定性検討に関する
基礎資料

・不安定岩塊の
抽出
・キレツ調査

九州地方
整備局

雲仙復興事務
所

雲仙普賢岳地形
変化解析検討業
務

H21～ 雲仙普賢岳 溶岩ドーム周辺の火砕流堆積
物の移動状況の把握

溶岩ドーム周辺の火砕流堆積物の移
動状況・ガリーの発達状況の変化を調
べるものであり、今後の変化を推定す
るための基礎資料として必要な調査で
ある。

・文献収集・整理
・空中写真判読
・ＬＰ、ＤＥＭの解析

微地形判読により、噴火前・噴
火中・噴火後の地形変化の把
握、および地形変化を引き起こ
す要因の推定を行うことができ
た。

・雲仙普賢岳の現状
についての公表資料
・安定性検討に関する
基礎資料

・ガリーの発達
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調査名 調査期間 調査区域
平成21年度の調査種別

(平成21年度以前から行なって
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調査の必要性 調査方法 調査結果 調査の活用 キーワード調査機関名

平成２１年度に実施した砂防関係調査リスト

九州地方
整備局

雲仙復興事務
所

雲仙普賢岳溶岩
ドーム地質構造
検討業務

H21～ 雲仙普賢岳 普賢岳の溶岩ドームの内部構
造の推定

溶岩ドームの内部構造は直接のボーリ
ング調査を行えない等の問題から不明
な部分が多いため、今後の詳細な溶岩
ドームの検討の基礎資料として必要な
調査である。

・文献収集・整理
・空中写真判読
・ＬＰ、ＤＥＭの解析

噴火前～噴火沈静化後までを代
表的な８時期に分け、それぞれ
の時期を３次元モデル化し、そ
の時期の溶岩ローブの形状等を
視覚化することができ、今まで不
明な部分が多かった内部構造の
推定を行うことができた。

・雲仙普賢岳の現状
についての公表資料
・安定性検討に関する
基礎資料

・溶岩ドーム形成
過程の把握
・３次元モデル化

九州地方
整備局

雲仙復興事務
所

雲仙岳航空レー
ザー計測を用い
た里山砂防事業
検討業務

H21～ 島原半島 荒廃林の抽出手法の検討 土砂の流出を抑制するために植生の
回復を図るにあたり、広範囲の対象地
から効率的に荒廃林を抽出し、今後の
事業実施の基礎資料として必要な調査
である。

・ＬＰデータの解析
・空中写真判読
・現地植生調査

広範な島原半島を対象に効率的
な荒廃林の抽出の可能性を示
すことができたが、ヒノキ林つに
ついては本件等における各指標
と良い相関が得られなかったこ
とから、継続して検討を行う必要
があることがわかった。

・荒廃林の効率的な
抽出を可能とする手
法に関する基礎検討

・LPデータの活
用

滋賀県 土木交通部
砂防課

藤尾川通常砂防
環境調査

H21 藤尾川
（大津市藤尾
奥町）

事業区域内の生物調査 滋賀県が実施している生物環境アドバ
イザー会議に諮る基礎資料作成のた
めに、事業区域内の現状の生物調査を
実施する。

生物調査
魚類・底生動物（タモ網）、植物（相観植生
調査、植物相調査）、鳥類【一般】（ライン
センサス法）、鳥類【猛禽類】（猛禽類調
査）、両生・は虫類（目撃確認調査）、ほ乳
類（フィールドサイン調査）、ほ乳類【カワ
ネズミ】（カワネズミトラップ）、ほ乳類【ネズ
ミ類】（シャーマントラップ）、陸上昆虫類
（ライトトラップ、ベイトトラップ、見つけ採り
法、スウィーピング法）

・事業区域内の現状を把握し、
生物分布状況図等の資料が作
成出来た。

・滋賀県生物環境アド
バイザー会議に諮り、
委員会からの意見を
受けることが出来た。

砂防事業、環境

滋賀県 土木交通部
砂防課

愛知川支流補助
通常砂防（総流
防）調査委託

Ｈ２１ 東近江市政
所町地区

事業実施周辺の猛禽類のモニ
タリング調査

猛禽類の繁殖活動に影響を与えない
様、砂防事業を推進するめにモニタリ
ングを行う

営巣地周辺の定点からの繁殖活動のモ
ニタリング。

・猛禽類の繁殖の成否および行
動状況の把握

・猛禽類の繁殖活動
に影響をあたえない
様に事業を実施

環境砂防
猛禽類

福岡県 砂防課 平成21年度
福岡県土砂災害
関連施設調査業
務

Ｈ21～H22福岡県内全域1）保全対象の把握
2)警戒避難体制の現況把握
3)市町村の警戒避難体制整備
状況の把握
4)災害発生状況の把握

　H21年7月の山口県防府市で発生した
災害をきっかけに、要援護者施設等の
土砂災害対策状況を把握する必要が
ある。

①要援護者施設リストを各所管部署から
収集し、土砂災害危険箇所等に含まれる
ものを抽出する。
②抽出した要援護者施設について、現地
状況確認（建物構造等・24h稼動etc）調査
を実施する。
③県内市町村から地域防災計画を収集
し、警戒避難体制を分析する。

土砂災害危険箇所等に含まれる
要援護者施設等が４６９箇所あ
ることが判明。

前述の要援護者施設
がある箇所を優先的
に砂防事業を行うべ
く、計画を作成する。

砂防事業
砂防計画
警戒避難
土石流
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